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Chapter…１　こんな本もない世界なんて！







　青天とマリンブルーを背景にして、水着姿の少女が満面の笑えみを浮うかべている。

　触さわるとむちむちと柔やわらかそうで、それでいて細い太ふと腿もも。腰こしはきゅっとくびれて、ぽっこりお腹なかが出るなどあり得ない。

　そして、視界の中央に君臨する偉い大だいなるふたつの太陽。

　わずかばかりの布地ではとうてい包み込めない圧あつ倒とう的てきな質量。水着からこぼれ落ちそうになりながらも艶なまめかしい陰いん影えいを形作る巨乳は、否いや応おうなしに見る者の目を奪うばう。

「……うっし、上出来」

　少女の肌はだはしみひとつなく滑なめらかで、さりとて陶とう器きのつるりとした冷たさとは対極にある。触ったときの体温、匂においまでもが想像できるほどだ。

　がちゃんがちゃんとけたたましい音を響ひびかせる大型機械の隙すき間まで、坂さか上がみ宗そう一いち郎ろうはインクに汚よごれた作業着に身を包み、試ためし刷ずりしたグラビアを抜ぬき出だして満足げに頷うなずいた。

「今日もうちの印刷機はいい女だな。それじゃあ……」

　宗一郎は背後の大型機械――印刷輪転機を振ふり返かえる。

　毎分数百枚のペースで水着少女のグラビアを刷り上げてくれる坂上印刷所の主力機だ。これで印刷したグラビアページは別に刷ったモノクロページと組み合わせて製本された後、全国の書店やコンビニに向けて出しゆつ荷かされる予定である。

　ちなみに、グラビアとはもともと印刷技術のひとつを指す。

　いわば凹おう版はんで紙に盛るインクの濃のう淡たんを調整する技法で、カラーを美しく印刷できるので、主に写真集などに用いられてきた。水着姿を惜おしみなく披ひ露ろうしてくれるお嬢じようさんをグラビアアイドルと呼ぶのはそのためだ。

「しっかしまあ、印刷に問題はないとしても……」

　宗一郎はふたたび手にした試し刷りに目を落とす。

　ページを飾かざるグラビアアイドルは、大きな垂れ目がちの目とぼってりとした唇くちびるが印象的な、最近人気の美少女だ。

　人とは思えないほど滑らかな肌（ライティングとＣＧと色で粗あらを飛ばした）、マネキンのようにくびれた腰（ＣＧで描かき直した）、シャープな顎あごのライン（たぶん整形とＣＧの合あわせ技わざ）も、昨今ではごく当たり前のことだ。それらについてとやかくは言うまい。

「本の中身作るのは印刷屋の仕事じゃねえし、こっちは仕事をもらえれば御おんの字じ、文句を言う筋合いはまったくないけどよ」

　ふう、と宗一郎はため息をついた。

「一度くらい、『おお！　これはッ!!』てのを印刷してみたいなあ……」

　呟つぶやいてから、宗一郎は自身の愚ぐ痴ちをごまかすかのごとく声を張り上げた。

「おーい、こいつが上がるの何時間後だっけ？」

「あと四十五分だ、宗そうちゃん」

「その宗ちゃんっての止やめろって……今日は珍めずらしく何も起こらないな！」

「そうそう、何も！」

　宗一郎と、別の機械に向き合っていた中年の工員はげらげらと笑った。

　印刷工場ではトラブルなど日にち常じよう茶さ飯はん事じだ。機械の不具合、湿しつ度どが高い、入にゆう稿こうが遅おくれる、作家が〆しめ切きりを守らない、編集者が仕事しない、などなど。

「じゃあ俺おれ今のうちに昼飯食べて……」

「オイ誰だれだここの特色セットしたの!?」

　はたして死亡フラグは数秒後に回収された。

　和なごやかな会話に割り込んできた怒ど声せいに、宗一郎は慌あわててそちらに駆かけ寄よる。

「どうしたんですか、国くに沢さわさん」

「Ａ社の……特色の奴やつなんですが、このザマで」

　国沢と呼ばれた作業着姿の中年の男性が、顔をしかめて宗一郎に説明した。

　カラー印刷は、基本的にはＣ（シアン・青）Ｍ（マゼンタ・赤）Ｙ（イエロー・黄）Ｋ（キープレート・通常は黒）の四色でフルカラーを再現する。ただし特別に綺き麗れいに発色させたい色がある場合は、この四色に加えて個別に調合したインクを用いることがある。

　その場合、特色インクはクライアントの希望通りに発色しなくては意味がない。

「あー……確かに色校と感じが違ちがうな。確かく認にんしなかったのか？」

「面めん目ぼくない……若社長」

　うなだれる国沢の後ろでは若い工員が今にも逃にげたそうな顔をしていた。おそらく彼かれが国沢の指示を間ま違ちがえたのだろう。

「……今日も通常進行って感じだな」

　宗一郎は嘆たん息そくした。当分、昼食は後回しだ。

「とにかくやり直すしかないだろ。これ今日納品だし、紙のロスはどのくらいだ……」

　国沢は矢や継つぎ早ばやに指示を出し、若い工員が弾はじかれたように飛び出していく。それを見送る間もなく宗一郎たちも輪転機の再セットを始めた。

「あいつ、本当に物覚えが悪くて……若社長と同い年だってのにあのザマで」

「だから、その若社長ってのやめてくれ。なんか脅おびえられてる気がするんだよ」

　よどみなく手を動かしながらも国沢がどっと疲つかれたようにため息をついた。

　現在この印刷工場を経営しているのは宗一郎の父である。

　息子むすこである彼もまた子供の頃ころからこの工場に出入りし、工員たちに可愛かわいがられながら育った。正社員になったのは大学を卒業したこの春からだが、学生時代も時間があれば手伝っていたから印刷に関かかわったキャリアは短くはないのである。

「あーあ、せっかくの乳が台無しですわ」

「そう言うなって、これからまた綺麗に刷ってやるから」

　ミスプリントを見ながら国沢が肩かたを竦すくめ、宗一郎が応こたえて苦笑いをした。

「ところで若社長、あっちの巨乳はほっといて大だい丈じよう夫ぶなんです？」

「佐さ藤とうさんが見てる。あとうちは巨乳だらけだから、それじゃどの巨乳かさっぱりだ」

「確かに！」

　急速にデジタル化が進む昨今、印刷会社はどこも苦境に立たされている。印刷の値段を下げなければ注文が取れないし、たとえ取れてもろくに利益にならない悪あく循じゆん環かんだ。

　その中で坂上印刷会社は同人誌と企き業ぎよう相手の印刷の双そう方ほうをこなし、特に十八禁同人誌、グラビアやエロ本、ＡＶのパッケージを進んで引き受けることでなんとか一定の顧こ客きやくを確保していた。

　宗一郎ももちろんそのノウハウを叩たたき込まれている。

「インクタンクの交こう換かん終わりました！」

「よし、じゃあ回せ……」

　国沢が部下に指示を出し、宗一郎もその作業に参加しようと歩き出したとき、




　――誰か助けて。この世界に本を返して！




　一いつ瞬しゆんの酩めい酊てい、そして脳のう裏りに響いた声に、宗一郎は思わず立たち尽つくした。

「若社長？　どうしたんです」

「いや大丈夫だ、今行く」




　――こんな世界は嫌いやなんです。本とわたしたちを虐いじめる世界なんて。




　がんがんと脳裏に響く声を振り払はらうかのように、宗一郎は足早に輪転機に近づいた。まずは試し刷りをして特色インクが今度こそ正しく発色しているか確認、うまくいったら再さい稼か働どうだ。

　がちゃがちゃと金属がぶつかり合う音が響き、輪転機が回り出す。

　巨きよ大だいな輪転機はさながら高速回転する地じ獄ごくの蓋ふたで、不用意に近づいて巻き込まれれば大おお怪け我が、死亡事故も起こり得る。宗一郎は子供の頃から何度もそう言い聞かされていたし、今だって忘れてはいなかった。しかし。




　――世界を変えて！




　ひときわ強く響く声に意識を揺ゆさぶられ、宗一郎の足がふらついた。

　とっさに側そばに手をついて身体からだを支えようとしたが、そこには運悪く除よけておいたミスプリントが束で積んであった。手は数枚の紙だけを掴つかんで虚むなしく宙を切り、視界がたちまち大型機械に埋うめ尽くされる。

「坂上さん!?」

　最後に聞こえたのは輪転機の音と工員の悲鳴だった。




＊＊＊＊＊




　目の前に置いた一冊の本、そして手のひらに載のせた金きん属ぞく片へんを見つめる。

　これはアイリーチェ・インキュナブラが受うけ継ついだ、たったふたつの血族の遺産だった。

「お父様、お母様……」

　ミスリルと呼ばれる希少金属を祈いのるようにぎゅっと握にぎって、アイリーチェは本を開く。

　十日ほど前、インキュナブラ一族の住まう隠かくれ里ざとは襲しゆう撃げきを受けて滅ほろぼされた。母親は彼かの女じよに本とミスリル片へんを託たくした直後に息絶えた。

『この魔ま法ほうがあなたを助けてくれますように。アイリ、あなたを神様が守ってくれますように……』

　いまわの際きわの母の言葉を思い出して、しかしアイリーチェはへらりと笑う。

「わたしたちの神様は、とうの昔にいなくなってそれっきりです。だって、みんなを助けてくれなかったじゃないですか」

　母親が逃がしてくれたお陰かげで、アイリーチェだけがかろうじて襲撃を生き延びた。

　神しん聖せい帝てい国こく軍……村を襲おそった連中の目的は〝魔ま女じよ狩がり〟だったらしく、村の住人を捕ほ縛ばく、あるいは殺害した後は略りやく奪だつもそこそこに引き上げてしまった。おそらく魔ま女じよの住すみ処かに長居したくなかったのだろう。

　アイリーチェはそれを待ってひそかに村に戻もどった。だが生家はかろうじて焼け落ちるのを免まぬがれたもののいまだ狼ろう藉ぜきの跡あとも生々しく、理り不ふ尽じんに家族を奪われた恨うらみだけが募つのる。

「どうして。……わたしたちは何もしていないのに」

〝魔女〟と呼ばれる一族は、人里離はなれた集落で世せ俗ぞくと離れて暮らしてきた。それなのに、突とつ然ぜんすべてを奪われた。

「……だったら、この世界のほうが間違ってるんです」

　アイリーチェは手のひらに載せたミスリル片を見つめた。

　ミスリル片は片面が平へい滑かつに磨みがかれており、銀色の平面にうっすらアイリーチェの顔を映し出している。ぼさぼさの銀色の髪かみ、こけた顔の中でぎらぎらと輝かがやく赤の目は、自身のものとも思えなかった。

　そしてさながら彼女の貌かおに亀き裂れつを入れるように、表面に文字が刻み込まれている。

　それはインキュナブラ一族の秘伝だ。

「『異世界の扉とびら』……」

　傍かたわらに置いた革と鉄で装そう丁ていされた本の一文、一族の伝承の最後に記された文字を、アイリーチェは決意といくらかの畏い怖ふを込めて読み上げた。

「お父様、お母様、……ご先祖様、使わせていただきます。いいですよね」

　この本とミスリル片は先祖代々受け継がれてきたもので、本来であればアイリーチェの一存で消費していいものではない。

　だが、もはやインキュナブラ一族はアイリーチェしか残っていない。自分が野垂れ死んで伝来の本もミスリルも失わせてしまうくらいなら、ここで使ってもきっと文句は言われないだろうとアイリーチェは自分で自分を納なつ得とくさせた。

「世界を……こんな世界を変えてくれる人。間違ってる世界を壊こわしてくれる人。……本を読んで、文字を書いたら、優やさしく褒ほめてくれる人」

　何度か深呼吸してから、アイリーチェはミスリル片を捧ささげるように掲かかげる。

　そして、よく通る声で唱えた。

「――〝改変アルター〟」

　彼女の手の甲こうには黒々と複雑な紋もん様ようの入いれ墨ずみが施ほどこされている。ミスリル片に刻まれた文字と同種にも見えるその紋様は、アイリーチェの詠えい唱しようと同時に赤く染まり、さながら血管に光の粒つぶを溶とかし込んだかのように輝く。

　その光は指先からミスリル片にまで伝わり、やがて赤しやつ光こうで描えがかれた文字がミスリル片からふわりと浮き上がった。

　少女を取り巻く妖よう精せい、あるいは魔女の従える使つかい魔まのごとく、いくつもの文字がアイリーチェの周囲を乱らん舞ぶする。
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　その真ん中でアイリーチェは大きく目を見開いて、ミスリル片の文字を読み上げた。

「〝開け、異世界の扉〟」

　きっと、どこかにいるはずだ。この世界に本を取り戻してくれる人が。

　この呼び声に応じてここに来て、――わたしを助けて！

「〝繋げコンキリオ〟――ずっとずっと遠くまで！」







　そして文字魔法グリフマギカは発動した。

　はたしてアイリーチェの願いは届いたのか――それはまた別問題なのだが。




＊＊＊＊＊




「っで!?」

　宗一郎は輪転機にぐしゃっとプレスされる代わりに、後頭部を床ゆかでしたたかに打った。

「危あっぶね、もう少しで巻き込まれるところだった……」

　じんじんと痛む頭を押おさえながら宗一郎は身体を起こした。印刷は時間が勝負なのだ。今すぐあのページを刷り直さないと……

「……あれ？」

　宗一郎は目を瞬またたかせながら、床についた自分の手元を見つめた。

「なんかいつもと違うな……？」

　工場の床はコンクリートだったはずだが、いつの間にか板張りになっている。

　手にはさきほどのミスプリント（ビキニ姿の女優を印刷済み）が数枚くしゃくしゃになって握られていたが、それを印刷したはずの輪転機の音がまったくしない。

　すぐ側には棚たな板いたがべきばきに折れて使い物にならない戸棚が転がり、宗一郎自身の身体の下には、黒板のように黒く塗ぬられた木板が何枚か落ちていた。

「――んんんんん!?」

　その尻しりの下に敷しいた黒板（もどき）を、宗一郎はくわっと目を見開いて覗のぞき込んだ。

　その木板はまさしく黒板のような使い方をしているらしく、石せつ灰かいか何かで書き込んだ形けい跡せきがあった。宗一郎が下した敷じきにしたせいで一部はこすれて消えていたが、半分以上はまだ読むことができる。

　書かれているのは主に絵、そしてそれに添そえられるように文字が少々。

「これは……」

　そう凝こった絵ではなかった。そもそもが黒板に走り書きされたもののようで、線はごく粗あらく、輪りん郭かくと陰影をざっくりつけた程度である。

　描かれているのは女がいくつか、男はほとんどいない。

　ただし、全員やたらと露ろ出しゆつ度どが高かったが（控ひかえめな表現）。

　何が描かれているのかは一目でわかった。女の絵は胸や尻が強調されて蠱こ惑わく的てきだし、男と絡からもうとしているものもある。そのもののシーンは見当たらないが、別の黒板に描いてあるのだろうか。

　そして。

　手て慰なぐさみに描かれたような絵であるにも拘かかわらず――その絵には見る者の目を離させない何かがあった。人の原初の獣じゆう欲よくを呼び覚まし、他者に対する愛いとおしさを思い出させ、人ひと肌はだを恋こいしくてたまらなくさせる。

　絵には簡単な文章もいくつか添えられている。

『もう我が慢まんできないの』

『あなただったら……』

「――こ、こいつは……!!」

　絵と文字が共鳴して作り上げる作品世界に、宗一郎はただ目を奪われる。

　繰くり返すが、宗一郎の実家はグラビアやエロ本の印刷を得意としていた。

　そこに身を置いていた宗一郎をして――いや、だからこそか、彼は確信した。

「こッ――これ凄すごいな!?」

　がばっ!!　と宗一郎は立ち上がった。黒板に描かれたものを消さないよう細心の注意を払いながら、他にも同作者の作品はないかと周囲を見回す。

「……あれ？」

　と、そこでようやく彼は気付いたのだった。

　自分が今いるのは印刷工場ではなく、木造の粗そ末まつな小屋だった。それも壁かべはあちこちが崩くずれ、室内も打うち壊された戸棚や小物が散乱している。たとえ泥どろ棒ぼうが入ったとてここまで破は壊かいされることはあるまいという惨さん状じようだった。

　そして目の前で呆ぼう然ぜんと佇たたずんでいる、古びた本を抱かかえたひとりの少女。

「誰だ……？」

　日本人でないことは一いち目もく瞭りよう然ぜんだった。銀ぎん髪ぱつに白い肌という形質はまるで漂ひよう白はくしたかのように儚はかなげな風ふ情ぜいを漂ただよわせ、宗一郎を見つめる大きな赤い瞳ひとみだけが鮮あざやかな色しき彩さいだ。

　歳としはまだ幼く、せいぜい十代前半。そんな幼い身をいかなる災さい禍かが襲ったのか、顔は青ざめて唇も血色が薄うすく、髪は乱れてどうにもやつれた印象だ。

　ただ、それでも顔立ちは――言っちゃ悪いが今までに刷ったどのグラビアアイドルよりも魅み力りよく的てきだった。心身ともに健康を取り戻せばきっと魅力的な少女になるだろう。

「……何だ、あの文字」

　そして、少女の手の甲に刻まれた文字に宗一郎は気付いた。

「『改変』……？」

　訳すとさしずめそんな意味になるだろうか。

　漢字でもアルファベットでもなく、印刷屋として世界各地の字体グリフに詳くわしい宗一郎をして見たことのない文字だ。だが、なぜか昔から親しんだもののように読むことができた。

　そういえばさきほどの絵に添えられた文字もこれと同じだったと宗一郎はようやく思い至り、同時に入れ墨にしては妙みような言葉だな、と内心首を傾かしげる。

　少女も宗一郎にじろじろ見られているのに気付いたらしく、ぺこりと頭を下げてきた。

「初めまし……いえ、お初にお目にかかります。先さき触ぶれもなく文字魔法グリフマギカでお喚よびした無礼をお赦ゆるしください」

　少女は頭を垂れて訥とつ々とつと口上を述べてくる。

「わたしはアイリーチェ・インキュナブラと申します。我わがインキュナブラ一族には〝聯繋コンキリオ〟の大文字が伝わっておりまして、それで……」

　しかし宗一郎には少女――アイリーチェの言葉はほとんど耳に入っていなかった。まずは尋たずねるべきことがある。

「なあ、これ……これ、君が描いたのか!?」

　宗一郎にがしっと肩を掴まれて詰きつ問もんされ、アイリーチェは目を丸くする。

　そして、ぼんとその顔が一瞬にして真っ赤に染まった。

「あ、それ、なんで、……なんで、外に出てっ」

「何でって……さっきからそこに落ちてるけど」

「あ、あ、そうだ棚たなに隠してたから……棚壊こわされたときに落ちて、うそ、ええええ!?」

　アイリーチェは茹ゆだった顔のまま目を泳がせているが宗一郎は気付かない。

「君が描いたんだな？　そうなんだな!?」

「うそ、あなた見たんですか!?　見ちゃったんですかあああああああ!?」

「見た見た！　なあ、君のこいつを本にしないか!?　俺に印刷させてくれ！」

「いやああああああ、見ないでくださいいいいいいいい」

　小屋の中に、まったく噛かみ合わない二人ぶんの叫さけび声ごえが反はん響きようする。

「これを出したら絶対に売れるから、な!?　いや俺は編集者じゃないけどコネなら多少あるから、何だったら知り合いの編集者連れてくるから、これ刷らないか!?　つうか刷らせてくれ！」

「あ、あう、まったくわかりません……言葉は通じてるのに、異世界の人って、あう」

　宗一郎にがくがくと肩を揺すられながらアイリーチェが涙なみだ目めで呻うめいた。

　アイリーチェの文字魔法グリフマギカの効果で両者は互たがいの言葉を理解しているのだが、しかし彼女には宗一郎の言わんとすることがさっぱり通じていなかった。むろん、ほとんど宗一郎のせいだが。

「印刷屋はあくまで裏方だ」

　ひとしきりアイリーチェにまくし立てた後、宗一郎はふと遠い目をした。

「原げん稿こうを書くのは作者で、装丁はデザイナーのやることで、俺たちはそれを複製するだけだ。だが俺たちがいなけりゃ本はこの世には生まれないんだ、それがプライドだって思ってたさ」

「……は、はあ」

　宗一郎の呟きにアイリーチェが訳もわからぬまま相あい槌づちを打っている。

「だが、俺も印刷屋のはしくれとして思ったもんだ。いつかは『これは』と思うものを形にしてみたいと、そう思えるだけの作品に出会ってみたいと」

　そして宗一郎はがっちりとアイリーチェの肩を掴み直した。

「だが俺は幸運にもそういう相手に出会えた。それが、君だ」

「はあ、……あ、ありがとうございます」

「だから、俺と一いつ緒しよに最ッ高の本を作らないか!?」

　それは宗一郎としては最上級の口説き文句だった。

　だがアイリーチェは唐とう突とつに何かに気付いたように、はっと大きな目を見開く。

「あなたは……〝本リブロ〟をご存じなのですね」

「？　そりゃそうだろ、別にあんなん珍しいものでも何でも……」

　瞬しゆん間かん、アイリーチェの顔色が変わった。

　呆然としたような、どこか泣き笑いのような表情で、折れそうに細い腰を深々と折る。

「あれ？　なんで君そんな畏かしこまって……」

「改めてご挨あい拶さつ申し上げます。わたしの名はアイリーチェ・インキュナブラ、魔女の血族、〝千文字の魔女インフイニタス〟インキュナブラの最後の一人です」

「お、おう。俺は坂上宗一郎だ」

　そういえば彼女の名前をさっきスルーしたようなとようやく思い至った宗一郎である。

「サカガミソウ、イチ……？」

「坂上が名字、宗一郎が名前だ。宗一郎でいい」

「は、はい」

　そして、もうひとつ気になる単語があったようだ。

「……魔女だって？」

「はい。わたしたちは魔女――文字を識しり、操あやつるせいで、神聖帝国に滅ぼされようとしているんです。ソウ……ソウイチロウさん、あなたは文字をご存じなんですよね!?　でしたらどうか、この世界を……！」

　今度はアイリーチェの言葉を宗一郎が理解できない番だった。

　縋すがるような顔のアイリーチェから目を逸そらすように宗一郎はきょろきょろと周囲を見み渡わたし、そして呟く。

「……どこだ？　ここ」




＊＊＊＊＊




　はるか昔、神は聖歌サーム――創世を言こと祝ほぐ歌を紡つむぎ、世界を創つくった。

　さらに神は世界に人間やさまざまな動植物を乗せていき、彼らの繁はん栄えいを見守っていた。

　だがこの世界には神が意図していなかった異物、神に仇あだなさんとする悪あく魔ままで紛まぎれ込んでしまった。悪魔は神を困らせようとしてあることを思い付く。

　聖歌サームから美しい音を削けずり取って、音のない言葉、文字を生み出したのだ。

　怒いかり狂くるった神は悪魔を討とう伐ばつしたが、文字を消し去ることはできなかった。悪魔は消しよう滅めつする寸前、文字を林りん檎ごにひそませて、とある人間の女を騙だまして食べさせてしまったからだ。

　かくして世界から悪魔は消え去ったが、地上には〝悪魔の知ち恵えの実〟を食べてしまった女とその末まつ裔えいが残ることとなった。

　彼らは〝魔女〟――不完全な聖歌サーム、刻界文字アーギオ・グリフの魔法で世界を乱す悪魔の子らだ。

　この魔女たちは今なお善良なる人々を悪魔の知恵にて惑まどわし、文字魔法グリフマギカにて神の作りしこの世界を歪ゆがめるべく、虎こ視し眈たん々たんとその機会を狙ねらっているという。

　ゆえに人々よ、文字を怖おそれよ。

　それは人の触ふれてはならぬものであり、悪魔がもたらした穢けがれである――。




＊＊＊＊＊




　一方で、魔女にはこう伝わる。




　神は人間を愛し、己おのれの御み業わざの一部である刻界文字アーギオ・グリフを分わけ与あたえた。文字と文字魔法グリフマギカによって地上で人間は繁栄する。

　しかし当時、文字は支配者階級だけが独どく占せんしていた。

　彼らはそれによって栄えい華がを極きわめたのだが、やがて滅びのときがやってくる。彼らが蛮ばん人じんと蔑さげすんだ文字を識らない者たちの手で、文字と文字魔法グリフマギカで築き上げた王国は次々に滅ぼされていった。

　やがて蛮人たちは己の国を建てたが、魔法を怖れるばかりに文字を用いることはない。

　そして旧時代の支配者たちはかろうじて血脈を繋つなぎ、今なお本と文字を守り続けている……。




＊＊＊＊＊




「へえ」

　説明を聞いた宗一郎は、ぼりぼりと頭を掻かきながら何度か頷いた。

「ここが異世界ねえ……小屋の外に出ないとよくわからんけど、でもまあ銀髪だし」

「あ、あの……」

　たいして表情も変えない宗一郎を、アイリーチェは唖あ然ぜんとして見つめている。

「……信じてくださるのですか？」

「まあ、異世界召しよう喚かんってネタとしてはベタだしな。それにここで君を怒ど鳴なって日本に戻してもらったところで、次の瞬間には輪転機に巻き込まれてスプラッタ死するのが確定してるし。だったらまだ異世界に呼びつけられるほうがマシってもんだね」

　宗一郎は肩をすくめて見せる。

　だがそれはアイリーチェの望む答えではなかったらしく、彼女は躊躇ためらってから続けた。

「その……わたしを、魔女の言葉を、信じてくださるのですか」

　アイリーチェは上うわ目め遣づかいに宗一郎を見上げてくる。

　彼女の潤うるんだような目、どこか懇こん願がんするような表情を、宗一郎はまじまじと見つめた。

　この世界において魔女は排はい斥せきされる存在なのだという。それはおそらく事実だろう。アイリーチェのやつれた容よう貌ぼうや言動からしても恵めぐまれた境きよう遇ぐうの娘むすめでないことはわかる。

　それに。

「君の……その手に持ってる本な」

　宗一郎が指さすと、アイリーチェははっとして抱え込んでいた本に目を落とした。

「冊子体……要するに本文用紙を束ねて装丁した形状のことだが、それってな、大勢の人間で作業を分担したときに初めて発明されるものなんだ」

　その言わんとすることがわからなかったのだろう、アイリーチェは目を瞬かせた。

「何人かでページや章分けチヤプターごとに書写を分担して、製本担当の人間はまた別にいて……って感じにな。大昔、独りで一冊ぶん全部書き写してた時代には、板とか巻物スクロールしか存在しないはずだ」

　それは地球における本の歴史の始まりだ。

　本とは大量の文字を記録し、保管し、任意の箇か所しよを見つけやすくするために発明された形状だ。それが極めて効率が良い、完成された形態だったからこそ、数千年前から二十一世紀に至るまでほとんど変わっていないのである。

　同時に、本は『文字を大勢の人間が頻ひん繁ぱんに利用する』という需じゆ要ようがあるからこそ生まれたものでもある。

　文字を識る魔女が迫はく害がいされ続けてきたならば、この世界にあるのは巻物スクロールだけのはずだ。大がかりな写本・製本工こう房ぼうを作ることが難しいし、その需要もない。

「だから、その創世神話とやらと本の存在は根本的に矛む盾じゆんする」

　言い切られ、アイリーチェは本を抱だいてびくりと肩を震ふるわせた。

「そ、そんな、わたしは嘘うそは……」

「い、いや違う、そうじゃなくてだな」

　今にも泣き出しそうなアイリーチェを宗一郎は慌てて手を振ってなだめる。

「そのふたつを矛盾なく成立させるためには、さっき君が言った魔女のほうの神話を信じるしかないってことさ。この世界は昔は文字を使う……本を作ってた種族が支配してて、後に逆転されたと考えれば、辻つじ褄つまは合うからな」

　宗一郎はきっぱりと言ってのける。

　しばし、アイリーチェは無言で宗一郎を見つめた。今にも涙をこぼしそうだった赤い目を丸く見開き、いかにもぽかんとした表情だ。

「文字に限らず教える人間がいなくなればあっという間に衰すい退たいするし……って、おい？」

「い、……いえ、あの」

　ややあって、ようやくアイリーチェは我に返った。

「すぐに信じてもらえるとは思わなかったんです。……わたしも、魔女わたしたちの神話も」

「俺を喚んだのは君なんだろ？　だったら、別に本がなくたって信じるさ」

　どのみちそうするしかないしな、と宗一郎は平然と言う。

　その宗一郎の顔を、アイリーチェはふたたび虚きよを衝つかれたように見上げたのだった。

「で……何だっけか、文字魔法グリフマギカ？」

「は、はい。……わたしは〝聯繋コンキリオ〟を書いたミスリルで宗一郎さんをお喚びしました」

　アイリーチェははっと我に返って、手のひらに載るほどの金属片を差し出してきた。

　見れば磨き上げられた金属の表面に細かく文字が刻まれている。その文字も入れ墨のものと同種のようで、よく読むと『繋がる』という意味の字もあった。

「あー……なるほど、刻界文字アーギオ・グリフでやりたいことを書いて読み上げれば魔法になるのか」

「はい」

「そりゃ便利だ、だったら文字さえ書ければ何でもやりたい放題だな」

　宗一郎は感心するが、

「そ、そんな簡単に使いこなせるものじゃありません。魔法ごとに書式……組み合わせ方がぜんぶ違いますし、少しでも間違ったら発動しませんし……」

「なんだその役所の書類みたいな魔法」

　さすがにそこまで都合良くは行かないようだ。実印必ひつ須すでないだけマシってことにしておこう、と宗一郎は思った。

「ま、でもフォーマットさえ先に組んでおけば何とかなるだろ。……ちぇっ、書くだけで印刷機も美人の姉ちゃんも出だし放題だと思ったのになあ……」

「そのような〝現出アパレシウム〟の魔法もあることはあるそうですけど、どの一族に伝わっているかはわからないんです。一族ごとに違う書式を伝えているので……わたしもインキュナブラの〝聯繋コンキリオ〟しか知りません」

「……なるほど」

　その唯ゆい一いつ使える文字魔法グリフマギカで、アイリーチェは宗一郎を召喚したというわけだ。

「じゃあ、その君の手に書いてある文字も魔法に関係あるのか？」

　さっきから気になってるんだが、と宗一郎は無造作にアイリーチェの右手を指さした。そこにはミスリルと同じように『改変』の文字が刻まれている。

　なまじ色素の薄い容貌であるだけ、その文字の黒さと異様さが際きわ立だっていた。

「これは……この刻界文字アーギオ・グリフを身体に刻むことが、文字魔法グリフマギカに必要なんです」

　改変――すなわち世界の設計図を上書きし、自分の思うままの事象を引き起こすという宣言。魔女はまず自分の身体を媒体メデイアとして〝改変アルター〟を読み上げることで、続く刻界文字アーギオ・グリフを魔法の呪じゆ文もんに変えることができる。

「要するに、ＯＳオペレーテイングシステムとソフトみたいなもんか」

　最初に唱える〝改変アルター〟がＯＳ、続ける刻界文字アーギオ・グリフが個々のソフトウェアといったところか。もっともアイリは〝聯繋コンキリオ〟の一本しか持っていない状態だそうだが。

「それにしても、……文字が使えない世界ねえ」

　改めて宗一郎はしみじみと呟いた。

　地球上にも文字を持たない文化というのはいくつも存在するし、文字の有う無むによってその優ゆう劣れつが決まるということもあるまい。だが、

「……すげえ不便じゃないか、それ」

　文字が溢あふれる二十一世紀からやってきた宗一郎としては、『文字を使えない』ことがどれだけ難なん儀ぎかと想像するに余りある。

　街に出れば看板から道路にまで文字が記され、昨今は他人とのやり取りもメール……文字による会話が増え、勉強するにしても教科書を読めないことには始まらないときた。覚えておかなくてはならないことを記録しておくにも文字が必須である。

　これが文字という概がい念ねんがない世界ならばまったく別のやり方を編み出すのだろうが、この世界は『文字』という概念だけは知ってしまっているのだ。

「なるほど、悪魔の知恵の実ねえ……」

　さきほどの神話を思い返して、うまく言ったものだと宗一郎は思わず感心した。

　呆あきれるほどに便利で、美味うまそうで、しかし手を出すのは怖こわい。

「ふむ……」

　宗一郎はしばし考え、気になっていたことをもうひとつ尋ねた。

「君の……君の他の魔女は？　インキュナブラ一族っていうんだから、他にも……」

　だが質問を最後まで口にする暇ひまもなく、アイリーチェの顔色がはっきりと変わる。

「教会……いえ、今は神聖帝国と名乗ってますけど。奴らが」

　彼女の声は低く怒りの色を帯びた。

　聞けば魔女たちは人里離れた山やま奥おくにいくつかの集落を作り、独自の暮らしをしてきたという。文字魔法グリフマギカを有する魔女たちには数に勝まさる人間とて迂う闊かつに近づくことはできない。長い間、人々と魔女は険悪ながらも大局的には均きん衡こうを保ってきた。

　だが、近年になってそれが崩れた。

「最近になって領土を拡大し始めて、魔女狩りや亜あ人じん狩がりも激しくなったんです。わたしの一族インキユナブラも……」

　宗一郎はしくじったと内心舌打ちする。そこかしこが打ち壊された小屋の状じよう況きよう、破れた壁から覗く焦こげた村の風景を見て自おのずと察するべきだった。

「悪い、嫌なことを言わせるつもりはなかった……」

「お父様も、お母様も、何も悪いことなんかしていません！　でもみんな連れて行かれてしまって、お父様とお母様は……！」

　アイリーチェはかすれた声で叫ぶ。

　それはこの世界の魔女の運命であり、少女の身にはあまりに過か酷こくな現実だった。

　そして、このままではアイリーチェ自身も遠からず同じ末路を辿たどるだろう。幼い少女がひとりきりで生きていけるわけがなし、野垂れ死ぬか捕とらえられるのがオチだ。

「あんな奴やつら、みんないなくなってしまえばいいんです！　あの人たちも、教会も！」




　――世界を変えて！




　異世界に飛ばされる寸前の声を思い出す。あれはこのアイリーチェの声だ。

　この悲痛な声と〝聯繋コンキリオ〟の文字によって宗一郎はこの世界に招かれた。

「聞きたいことはあとひとつ……君たちは、魔女を辞やめようとは思わなかったのか？」

　とたん、宗一郎はアイリーチェにぎろりと睨にらまれた。

　話を聞く限り、魔女と一いつ般ぱん的てきな人間との区別は「文字を識っていること」しかないようである。ならば文字を捨てて街や村に紛れて暮らすという選せん択たく肢しもあったはずだ。

「インキュナブラの一族は、生まれた子の手にこの文字を入れるのが掟おきてですから」

　手の甲に刻まれた『改変』の文字はとにかく目立つ。これを消せない限り、確かに市し井せいの人々に紛れて暮らすことは難しいだろう。

「それに文字は、お父様やお母様、お祖じ父い様さま、もっと前の人たちとの……そうですね、繋がりですから。わたしは、それを捨てることはできません」

　アイリーチェは悲しげに……そして誇ほこらしげに微笑ほほえんだ。

　文字とは人から人へと言葉を受け継ぐためのものだ。

　それは知識であったり、経験であったり、時には愛情であったり。

　文字が忌き避ひされる世界において、魔女は迫害されながらも決していなくならなかった。それは文字という意志をバトンタッチする術すべを持っていたからなのだろう。たとえそれが永遠に彼かれらを苦しめる原因になったとしても。

「……だな」

　印刷屋に生まれ、輪転機の音を子こ守もり歌うたに、束見本（本文白紙で作る装丁見本）を枕まくらに育った宗一郎である。アイリーチェのその心情はまるで我が物のように理解できた。

「わかった」

　だから、小さく頷うなずく。

「〝本リブロ〟があるのに認めないとかあり得ないだろ、しかもそのために変な神話とか作ってやがる。なんか上手うまいこと言ってやった感があって余計ムカつくし」

　ぶつぶつ呟つぶやく宗一郎に、またもやアイリーチェが顔に疑ぎ問もん符ふを山ほど浮うかべている。

「教会？　神聖帝国？　どれだけ偉えらいか知らねえが、日本の印刷屋の技術と根こん性じよう甘あまく見みるんじゃねえぞ」

「……？」

「今に思い知らせてやるよ。――そんな世界は歪んでるってな！」

　高らかに宗一郎は吼ほえた。

　その一言はとんでもなく傲ごう慢まんだ。

　この世界にはこの世界の歴史があろう。それを異世界からやってきて歪みだなどと言い切るのはただの思い上がりでしかない。

　だがそんなことは関係ない。

　気に食わないったら気に食わないのだ。

「世界を変えて、って君が俺おれを喚んだんだろ。だったら俺がそうしてやるよ」

　本を消し去ろうとするこの世界が、――女の子を虐いじめて平然としているこの世界が！

　宗一郎の言葉をアイリーチェは呆然として聞いている。

　なにせ宗一郎はこの世界のことをまだろくに知らないのだ。その彼が世界を変えると言ったところでただの妄もう言げん、いやそれ以下でしかない。

　だが、それでも意味がないわけではないだろう。

「……ふえ、え……すみません、あ、わたし」

　アイリーチェの大きな瞳からぽろぽろと涙が溢れ出す。

「俺のいた世界にな、昔グーテンベルクってオッサンがいた。それまで聖書は神父か金持ちしか持ってなかったんだが、グーテンベルクはそれを印刷しまくった。――結果、世界は大きく変わった」

　中世ヨーロッパにおいて、聖書はラテン語で書かれていた上、教会は「神の教えは神父を通じて学ばなくてはならない」と説いていたため、外部の人間がおいそれと読めるものではなかったのである。

　加えて、そもそも聖書……いや、本を入手できる人間というのも限られていた。羊皮紙に文字をひとつずつ書き写すのはとんでもなく金と時間のかかる作業だったからだ。

　それを覆くつがえしたのがグーテンベルクをはじめとする印刷技術者である。

　量産された聖書が出回ったことで人々はようやく自分自身で聖書を読み、己の信しん仰こうについて考えるようになり、ひいては宗教改革の引き金となった。

「そして喜べ、俺はそのグーテンベルクの末裔だ。いや印刷技術的な意味だけどよ」

「……聖書？　印刷？」

　意味はわからずとも熱意は通じたのだろう、アイリーチェは泣き顔のままこくりと頷く。

　少女にまるで崇すう拝はいするような目で見つめられ、宗一郎は思わず苦笑いする。

「おいおい、俺は印刷屋だぞ」

　ニヒルな物言いにアイリーチェは目を瞬かせる。

「印刷屋はあくまで裏方さ。――世界を変える鍵かぎを持ってるのは君だ」

　何気ない手つきで宗一郎は何かを床から拾い上げ、

「それは、どういう……」

　言いかけたところでアイリーチェは思わず言葉を失った。

　代わりに変態に着き替がえを覗かれたかのような悲鳴を上げる。

「きゃあああぁぁぁぁあああああああああ――ッ!!」

　アイリーチェは思わず感動にむせび泣いていたことも忘れ、無む我が夢む中ちゆうで宗一郎に飛びついてそれを取り返そうとした。だが宗一郎はひらりとそれを避よけ、なおも自信たっぷりに言ってのける。

「君のこいつを俺が山ほど印刷してやる。魔ま女じよの絵と、教会が大だいっ嫌きらいな文字を、俺と君とて世界じゅうに広めてやるんだ。爽そう快かいだろ？」

　魔女たちは文字を代々受うけ継ついできたが、迫害が苛か烈れつになるのを恐おそれてふたたび外に出そうとはしなかった。印刷のような量産技術がないからなおさらである。

　だが文字を何らかの方法で広く知らしめてしまえば、『文字を識る魔女』はもはや特異性、ひいては迫害される理由を失う。それはきっとこの世界の大きな変化だ。

　確かにそれは異世界人たる宗一郎にしか持ち得ない思考だった。

「お願いですから、それ、返してくださいぃいいいいい」

　だが、アイリーチェがそのことに気付くのはもう少し後のことだ。

　今の彼かの女じよは動どう揺ようしまくっており、そんな余よ裕ゆうはまったくなかった。涙を拭ぬぐうことも忘れ、顔を真っ赤にして宗一郎の周りをぴょんぴょん飛び回っている。

「なんでだ。君の渾こん身しんの一作だろ？　作家が自作を恥はずかしがるのはいかんな！」

「それ、違っ、見せるために描かいたわけじゃ……見ないでくださいいいい」

　宗一郎が高々と掲げているのはむろん、あのエロ絵が描えがかれた黒板である。

「それ、文字の練習に描いてただけなんですううう！　人に見せるものでは……」

「本当に？　本ッ当に文字の練習なんだな？　これ」

「……う」

　宗一郎にじっと見み据すえられ、アイリーチェは思わず汗あせを一筋流して後ずさった。

　確かに刻界文字アーギオ・グリフの練習をしたらしき形跡もあるが、ほとんどは濡ぬれ場ばっぽい絵で埋うめ尽つくされている。これを文字の練習と呼ぶのは、漫まん画がを読みふけって「歴史の勉強したからテスト勉強完かん璧ぺき」とほざくのと同義である。

「ううっ、隠かくしてたのに、見られないようにしてたのにっ……」

　隠れ里ざとが襲しゆう撃げきに遭あい、ついでに宗一郎が召喚されたときに座標がズレて戸棚に突っ込んでしまったのがアイリーチェの悲劇だった。

「あ、それにさっき魔女の絵って言いました!?　もしかしてわたしの絵を……」

「大だい丈じよう夫ぶだ、君の才能なら世界を獲とれる！　ＡＶパッケージとグラビアとエロ同人を山ほど刷ってきた坂上印刷会社の次期社長が保証する！」

「何ですかその、えーぶい？　とかぐらびあってっ」

「戦う男の心と身体からだのカンフル剤ざいだ！」

「……ううう、わかりません」

　アイリーチェは頭を抱えて座すわり込んでしまった。

「だいたい、なんで印刷？　して広めるのがそれなんですか、文字を広めるならもっと他に良いものがあるじゃないですか」

「俺の持論だが」

　アイリーチェの反論に、宗一郎はむしろ我が意を得たりとばかりに胸を張った。
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「世界最古にして人類最後の時まで残るのはエロ本だ。なぜなら人間の原初の欲望を体現したものだからだ」

「……は、はあ」

「この世界だってそれは同じはずだ。――つまり、エロ本は教会より強い！」

「は、はあ……って、えええええええええ」

　自信満々な宣言に、アイリーチェは頭を抱えて蹲うずくまってしまった。

「それを大勢に見せるなんて……酷ひどいです、わたしもう生きていけません」

「君は世界を変えるって俺を召喚したんだろ？　それを果たさないまま死ぬのか？」

「うっ……、無む駄だに格好良い言葉で反論できません」

　アイリーチェはぐったりと床ゆかに頽くずおれ、ついでにのの字を書き始めた。

　その様子を見ているのかいないのか、宗一郎は目を輝かがやかせて腕うでまくりなどしている。

「しっかし異世界かー。文字そのものが禁制ってことはインクの質も期待できんだろ……とにかく金属活字が欲ほしいが、俺、金属加工自体は専門外だからなあ……まずは木版から試ためすしかないだろうな、なるべく早く薬やく剤ざい手に入れて平版やりたいところだが」

　宗一郎はがりがりと頭を掻いて思案している。

　唐突に異世界に飛ばされたにも拘かかわらずその顔はどう見てもノリノリで、アイリーチェは「あ、もうこいつ止めるのは無理」と悟さとるほかなかった。

「あの、でも、わたしのを題材に使うのはやめ……」

「絵と文の両方を印刷しないとならんとして……二度刷りになるのはしゃーない、ただその位置合わせは……」

「……無理なんですね、ええもうわかってましたよええ」

　アイリーチェはまたもや項うな垂だれた。

「ところでアイリーチェ……」

「アイリと呼んでください。……お父様とお母様にはそう呼ばれていましたから」

　宗一郎は目をぱちくりとさせる。いかに印刷にしか興味がない彼とて、それが――その言葉が特別な感かん慨がいのもとに発せられた言葉であることはわかった。

「わかった。……その、アイリ」

「はい。――ソウイチロウ様」

「俺のこともただの宗一郎で良いぞ。あー、でも長ったらしい名前に聞こえるか？」

「いいえ、ではソウイチロウさんで。……その異世界っぽい響ひびきがなんだか好きです」

　言ってアイリーチェはかすかに笑う。

　その笑えみは確かにさきほど思ったとおり、今までに見たどんなグラビアアイドルよりも可愛かわいかった。

「あ、ああ。……それじゃ、これからよろしく」

　思わずどぎまぎしながら宗一郎は手を差し出そうとし、指先が黒く汚よごれていることに気付いて慌あわててズボンで拭う。そういえば自分は輪転機の前でこの世界に飛ばされたのだったと、そのことをなぜか遠い昔のことのように思い出した。

「それじゃアイリ、早さつ速そくなんだが……」

　宗一郎はずるずるとアイリを屋外に引きずっていく。なすすべもなくそれに引っ張られながら、アイリは遠い目をして呟いた。

「世界を変えたいと……願ってしまったのは、わたしですし」

　ただ、どんな風に世界が変わるのかはもはや彼女とて自信がなくなっていたのだが。







　世界の誰だれにも知られることなく、ひっそりと二人は出会った。

　しかし彼らの名と業績はやがて世界に知しれ渡わたることになる。







　まずは、それから二年後。







Chapter…２　印刷屋は暗躍する







　夜とは暗いものなのだ。

　そんな当たり前のことを、宗そう一いち郎ろうは異世界にやってきてようやく肌はだで知った。

　室内では蛍けい光こう灯とうが昼間と変わらぬ明るさを提供し、外に出れば街灯や看板が道路を照らしている。ましてやコンビニやスーパーが二十四時間営業していることも珍めずらしくない昨今では昼と夜との区別をしづらい。

　しかしこの世界において、人々は夜明けとともに目覚め、日にち没ぼつと同時に眠ねむる。

　なにせ暗くら闇やみでできる作業は少ないので寝ねるより他に仕方ない。夜よる遅おそくまで起きていられるのは金にあかせて蝋ろう燭そくを使えるごく一部の特権階級だけだろう。日本でも近代まではそんなものであり、どちらが特異なのかと言えば宗一郎のいた二十一世紀の日本なのだろうが。

　それはさておき。

　人のすっかり寝ね静しずまった夜遅く、宗一郎とアイリは足音を忍しのばせて歩いていた。

「んー……このあたりか？」

「たぶん、そうだと思います」

　隠おん密みつ行動なので懐かい中ちゆう電灯はおろかランプやカンテラも使えないが、頭上から満月の白い光が投げかけられているので歩くのに不自由はしない。

　宗一郎が目を眇すがめると、夜よ闇やみの中に街並みのシルエットが浮かび上あがった。

　ここはインキュナブラ一族の隠れ里から遠く離はなれたライプハイムという街である。

　暗いのではっきりとは見えないが、昼間にもこっそり視察したところによると、二人がいる目め抜ぬき通りの両側には建物が建ち並んでいるはずだった。ほとんどは木造だが、中には富ふ裕ゆう層そうの、煉れん瓦がを積んだどっしりした佇たたずまいの邸てい宅たくも見受けられる。

　宗一郎の大おお雑ざつ把ぱな感想では「中世ヨーロッパの絵みたいな」街並みであった。細部はあちこち違ちがうのだろうが、あいにく宗一郎はあまり西洋史に明るくない。

「ここが街の中心、あっちが城門……こっちか」

　脳のう裏りに街の地図を展開しながら、宗一郎は細い路地のひとつを見つけて入っていく。

「待ってくださいっ」

　慌てて追いかけてきたアイリが、深く被かぶったフードの下から宗一郎を見上げた。

　この二年で彼女の背も伸のび、貌かおもいくらか大人っぽくなった。慌てた顔で宗一郎を追いかけてきてはいるが出会った当初ほどの不安定さは感じない。

　とことこと走るとフードがはためき、ちらりと胸むな元もととネックレスが垣かい間ま見みえた。

　召喚に用いたミスリル片へんはアイリが常に身に着けている。これは今なお発動し続けている〝聯繋コンキリオ〟の媒体にして宗一郎をこの世界に留とどめる生命線であり、ならば彼女に預けるのが筋だろうと思ったからだ。

「胸だけ異様に成長速度が速いよな……」

「何か言いましたか宗一郎さん」

　聞こえないようにこっそり呟いたつもりだったが、ぎろりと睨まれてしまった。

「大きい声を出すな、見つかるだろ」

　アイリの手に刻まれた刻界文字アーギオ・グリフ、それに銀ぎん髪ぱつもこの世界では珍しいらしくそれなりに目立つ。よって街に潜もぐり込むときには手て袋ぶくろをしてフードをすっぽり被るという完全防ぼう御ぎよをせざるを得ないが、これはこれでかなり怪あやしい。

　そのため宗一郎としてはできるだけ街の住人に――文字を識る魔女を怖れる人々に見られる前に、仕事を終わらせてしまいたい。

「とりあえず、このへんかな」

　呟いて、宗一郎は背せ負おっていた布ぬの袋ぶくろからごそごそと何かを取り出した。

　そして慎しん重ちように位置を見定めながら、路地の片かた隅すみに置く。急いで通り過ぎるぶんには気付かないが、ちょっと目を凝こらせば気付く、通りすがりにちらっと見るぶんには怪しまれない……そんな絶ぜつ妙みような位置に。

「いつも思うんですけど」

　そんな宗一郎の作業を眺ながめながら、アイリが首を傾かしげた。

「なんで、いつもそれ道の端はしっこに置くんですか？」

「ふっ、わかってないな」

　どこか胡う乱ろんな顔をしているアイリに、宗一郎はなおもちまちまと置く場所を調整しながらふんぞり返った。

「良いか？　これがロマンなんだよ。朝起きて学校に行く途と中ちゆうの通学路でこいつを見つけて、行きがけにはちらっちらっとしか見られなくて、帰りにまだ落ちてたときの喜び……あれ下級生だと手が出せないからなあ、五年とか六年にやってようやく拾って手に取って見られるんだよなあ……」

「……はあ」

　アイリは気のない相あい槌づちを打つだけだった。宗一郎のよくわからない語りを聞き流すのにもだいぶ慣れてきてしまったようだ。

　とどのつまり、宗一郎がせっせと道路に設置しているのはエロ本である。

　彼とアイリのこの二年の苦労の集大成であり、この世界を変える……かもしれない品である。まあ、やっていることは実際にはこれなのだったが。

「ガキの頃ころ、俺は固く心に誓ちかったんだ」

　次の『置き場所』を求めて足早に夜道を歩きつつ、なおも宗一郎は語り続ける。

「俺もいつか、子供たちに夢を与えられる大人になりたいと。ああ見てるか昔の俺、俺は今、世界じゅうの人たちに夢を与えているぞ」

「夢なんですか……そうなんですか……」

　げっそりと疲つかれた様子でアイリは呟いたのだった。

　なおエロ本が路上に落ちている現象は全国で見られるが、どこかの親切な大人が子供たちに夢を与えているというより、ただ単に捨て場所に困っただけという説が有力である。まあ、正確な調査は決してできないだろうが。

「さて……これで持ってきたぶんは設置し終わったか？」

「はい」

　さして広くもない街なので、設置作業はほんの数時間で終しゆう了りようした。

「さて、後はさっさと退散するか……」

　サンタさん（みたいなものだと宗一郎は信じている）は決して子供に見つかってはいけないのである。二人は頷き合ってから街の入り口に向かって歩き出した。が、

「きゃうっ!?」

　いかんせん夜道のことである。月光があったところで見通しが悪いのはどうしようもなく、アイリが転がっていた石か何かを踏ふんですっ転んだ。

「おい、大だい丈じよう夫ぶか？」

「……ううう」

　彼女はたいした怪我けがをした様子もなく、せいぜい膝ひざをすりむいた程度だったろう。だが、寝静まった夜の街に少女の悲鳴はことさらに大きく響いてしまった。

「――お前たち、何をやっている？」

　はたして、路地の向こうから誰すい何かの声が聞こえた。

「え……えぇ!?」

　アイリが狼狽うろたえた様子で思わずフードの端を握にぎり……その目が恐きよう怖ふに見開かれる。

　肩かた肘ひじ張はった響きだが、声は意外にも若い女のものだった。

　そして月光に浮かび上がるそのシルエットは、この世界で畏い敬けいを集める存在だ。

　すなわち鎧よろいと剣けんを身に帯びた騎き士し。女騎士とは珍しいが、おそらく夜の街の警けい邏らをしていたところをアイリの声を聞いて駆かけつけてきたのだろう。

　そしてこの街は教会直ちよつ轄かつ領りよう、もとい神聖帝てい国こく領りようである。そこの騎士に魔女アイリの存在を見み咎とがめられればろくなことにはならない。

「ちっ……」

　いちばん面めん倒どうな奴に会ったと宗一郎は舌打ちし、とっさに思考を巡めぐらせた。

　適当な口車で切きり抜ぬけるか、しかしアイリの手の文字を見られて大声でも上げられると面倒なことになる。いや面倒なことになるのは構わないが望ましい状況というものがあり、今はそうではない。ならば。

「このような時間に何をやっている。夜明けの鐘かねにはまだ早……」

　二人が返事をしないことに苛いら立だったのか、女騎士は大おお股またでこちらに向かって歩いてくる。

「アイリ、そこの路地に入って全力で走れ」

「――はいっ」

　同時に宗一郎は背後のアイリに囁ささやき、彼女は言われたとおりに女騎士に背を向けて全速力で走り出した。

「!?　待てッ!!」

「待てと言われて待つバカがいるかよ！」
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　だんだん離れていくアイリを横目に宗一郎は声を張り上げる。

「なんだと!?　貴様、何者……」

「ソウイチロウ・サカガミだ！」

　宗一郎は堂々と自分の本名を名乗った。

　この世界、少なくとも今いる大陸に日本人のような名はまずないので、名前ではなく固有名詞の類たぐいとして認にん識しきされる可能性が高い。せっかくなのでこの女騎士には『変な名前』を頭に叩たたき込んでおいてもらおう。

「ソウイチ……？」

　生き真ま面じ目めにも復唱してしまう女騎士にほくそ笑んでから宗一郎もまた地面を蹴けり、さきほどアイリが逃にげた路地に飛び込んだ。







　隘あい路ろに駆け込んでいく二人を見て女騎士はほくそ笑んだ。

　ソウイチロだか何だか知らないが、しょせんは夜の街に蠢うごめく愚おろか者ものだ。奴らは知らないだろうが、以前にもこの街を見回ったことのある自分は市内の地理も把は握あくしている。

「馬ば鹿かめ、そこは行き止まりだッ」

　そして自身もまた宗一郎たちを追って路地に駆け込み……そこで、目を瞬またたかせた。

「……何だと？」

　記き憶おくにある通り、道というより建物と建物の隙すき間まとでも言うべきこの路地は、すぐに行き止まりになっていた。終点である壁かべの前には生活雑貨やゴミが転がっている。

　だが、あの男と少女の姿だけが見当たらない。

　とっさに周囲を見回したが、人間二人が隠れられそうな場所などなかった。なにせ男二人がすれ違うのもやっとなくらいの狭せまさなのである。さりとて壁を登って逃げたような物音もしなかった。

「何だ……？」

　そこで女騎士は目を瞬かせた。

　一いつ瞬しゆん、視界を赤いものが通り過ぎたようだ。虫だろうかと思ったが、しかし違う。

　壁かべ際ぎわに赤く光るものが飛んでいる。それは女騎士が見つめる前でゆっくりと不規則な軌き道どうを描き、やがて夜の空気に溶とけて消えていった。

　しばし、彼女は声も出せずにその光景を見つめていた。

　まるで子供の頃に聞いた怪かい談だんのような出来事だった。さまよえる魂たましいが救済を求めて夜な夜な彷徨さまよってでもいるかのような。

「いや……」

　そのほうがまだ救われる、と女騎士は思った。

　ぼんやりしてはいたが、赤しやつ光こうは何かを象かたどっていたようだ。絵のようにも見えたのだが、

「もしや……刻界文字アーギオ・グリフなのか、あれが」

　彼女はぶるりと身体を震ふるわせながら呟いた。

　それは敬けい虔けんなる神の僕しもべたる彼女にとって、口にするのも憚はばかられる存在だ。

「…………」

　女騎士はもう一度路地を眺めた。すぐ目の前には行き止まり、誰の気配もない。

　行き止まりの道から脱出した不ふ審しん者しや。その跡あとに残された文字らしきもの。だとするならば、あの男と少女の二人連れの正体は。

　呆ぼう然ぜんと、彼女はふたたび恐ろしいものの名を口にした。

「魔女……」




＊＊＊＊＊




　神聖帝てい国こくマールブルク地方、ライプハイム市。

　教会は神聖帝国に看板を掛かけ替かえて領土拡大の真っ最中であるが、このマールブルク地方は古くからの教会直轄領、いわば教皇改め皇こう帝ていのお膝ひざ元もとである。

　神聖帝国が征せい服ふく地ちから吸い上げた富は聖せい都と、そして直轄領に流れ込んでくる。以前はたいした特産物もない貧しい領地だったが、ここ数年、飛ひ躍やく的てきにこのマールブルクの重要性は増していた。

「どうしたんです、カタリナ様？　なんか朝から元気ないですけど」

「う……うむ。昨夜、解せぬものを見かけたものでな」

　鎧に身を固め、肩かたで風を切って歩きながらも、カタリナの表情は晴れなかった。

　彼女は代々修道騎き士し団だんの団長を輩はい出しゆつする名家に生まれ、女ながらに武芸を修めて若くして修道騎士となった。将来は父と同じように騎士団の幹部になると目されている、神聖帝国の有望株のひとりである。

　しかしそんな噂うわさを仕入れてから彼女を見た者はもしかしたら驚おどろくかもしれない。

　陽光をそのまま束ねたかのように鮮あざやかな金の髪かみ、青の瞳ひとみは、王族の姫ひめ君ぎみもかくやという典てん雅がさだった。鎧を着けて剣を佩はいたその姿は実に様になっているのだが、そのことを惜おしいと思うくらいに。

「ああ、そういえば昨日の夜は散歩に出てましたねえ」

「警邏と言え。そもそもウェルシュ、お前が寝てしまうから……」

「へいへい、悪かったですよ」

　彼女の傍かたわらには顎あご鬚ひげを撫なでながら相槌を打つ騎士がいる。一応はカタリナの副官なのだが、昔からの顔かお馴な染じみなせいでいっこうに口調が改まらない。

「カタリナ様が取とり逃がすってのは確かに解せませんねえ……まあ、今のところ特に事件は起きてないみたいですけど」

　忙いそがしく働く街の人々を遠目に眺めてウェルシュは首を傾げた。

　まだ夜が明けてそう時間は経たっていないが、街の目抜き通りはもう活気づいている。

　通りに並ぶ店はそれぞれが家業を示す小物を掲かかげており、目にも鮮やかだ。

　たとえば肉屋であれば腿もも肉にくを模した看板、金物屋は金かな槌づちを描くといった具合だ。金貸しは昔話を引用して三つ玉を掲げるのが慣例だが、ああいう卑いやしい商売は目抜き通りのような華はなやかな場所では行えない。

　ふたりの視線の先では見習いらしき少年が玄げん関かんの掃はき掃そう除じに精を出だし、一本向こうの通りのパン屋からは香こうばしい香かおりが漂ただよってきていた。鍛冶かじ屋やからもかんかんと澄すんだ音が響き、そこに住人のざわめきが重なって活気という音楽を奏かなでる。

　そして街の中央に座する聖堂からは鐘、各所に置かれた礼拝所からは祈いのりの歌声。

　この街の――いや、この世界で暮らすほとんどの人々にとって、音はきわめて重要だ。

　なぜなら聖歌サームこそが神の御み業わざなのだから。

　人々は教会の鐘の音で時刻を知り、また幼い頃から美しい音色とともにごく自然に神への祈りの歌を覚え、口ずさむようになる。たとえ神聖帝国領でなくとも街や村で音楽が流れているのは当たり前の光景で、長旅で音楽に触ふれていないと落ち着かないというのはよく聞く話だ。

「……ん？」

　ふとカタリナは眉まゆをひそめた。

「あそこ、何やら騒さわがしくないか」

　この大通りからは何本も延びた路地の一角に人だかりができている。

　見れば薄うす着ぎや半はん袖そでを着た男ばかりのようだ。教会は「女は慎つつしみ深ぶかくあるべし」と説いており、外出時は長袖と丈たけの長いスカートで肌を出さないのが常識なので、遠目にも男女の見分けがつく。

　ともあれ二人は顔を見合わせてから駆け出した。カタリナたちはこの街の自警団ではないが、いざとなれば民たみを護まもるのが彼女たち騎士の役割だ。

「お前たち、何があった!?」

　大声で呼ばわると、集まっていた住人たちはいっせいにぎょっとした顔で道を空けた。

「な、何があった……というわけでも」

「俺たち、ここで話をしていただけでさ」

　若い男たちが口々に弁解した。確かに彼らは特に喧けん嘩かをしていた気配もないから、それならそれで構わないのだが、

「そこのお前。……今、何を隠した」

　カタリナが冷ややかに言うと、若い男がひっと小さな悲鳴を上げた。

　この男はカタリナたちの目に見えないように何かを必死で隠そうとしていた。だが騎士ふたりにぎろりと睨まれ、観念したかのような顔でそれをカタリナに手て渡わたしてくる。

「……布？」

　大きめの手て拭ぬぐいほどの大きさに裁断した布が十数枚ほど重ねられているようだ。カタリナは何気なくそれを一枚めくってみて、

「――――!!」

　声も出ないとはこのことだと思った。

　一枚目の布は白いままだったが、二枚目からはそれぞれ異なるものが描かれている。

「これは……こんな、ええと……不ふ埒らちなっ」

　カタリナは必死で脳裏から語ご彙いを絞しぼり出して呻うめく。まあ、描かれているのはだいたいそういうものだった。具体的には裸はだかのお姉ちゃんとか半はん裸らのお嬢じようさんとか、男もいることはいるが身体の一部での出演が多い。

「うわぁお」

　カタリナの手元を覗のぞき込んだウェルシュはなぜかそんな感想を漏もらしていた。

「お、お、お……お前たち、このようなものを、わかっているだろうな!?」

　カタリナは顔を真っ赤にして喚わめき立たてた。

「女は慎み深くあるべしと教えられなかったのか！　これを、このようなっ……」

「落ち着いてくださいカタリナ様、絵に説教してもどうしようもありません」

「聖典の十じつ戒かいを言ってみろ！　第五番、姦かん淫いんすべからず、だ！　それを忘れ、あまつさえこのようなものを見て怒おこるどころか何人もが集まって楽しむなどと……」

　彼女とて男だらけの騎士団に交じって日々を過ごしているのだから、そういう知識がないわけではない。だが姦淫はいけないことだと言ったらいけないことなのだ。決して自分が潔けつ癖ぺき症しようっぽい耳みみ年どし増まであるなどとは……

「まあまあ」

　わなわなと震えるカタリナをウェルシュがぽんぽんと肩を叩いて宥なだめた。

「お前たち、これはどうしてここにあるんだ？」

「あ……朝、通りかかったらこれが落ちてたんでさ」

　カタリナの剣けん幕まくに脅おびえていた男たちは、少しほっとした顔で口々に答えた。

「それは今朝のことか？」

「へ、へえ。儂わしがこの道を通ったのは……ちょうどひとつ前の鐘の頃でさ。そしたらこいつが落ちてたんで、何だと思って拾ってみたら、その、こんなもんが描かいてあって」

「昨日の夜にここを通った奴やつはいるか？」

「俺が通って帰ったのが……晩課（日没）くらいです。そのときには落ちてなかったです」

　だとするならばこの不埒な絵は夜のうちに落とされたということになるが、

「お前たち、そ、そんな言い訳が通用すると思っているのか!?」

　カタリナはなおも拳こぶしを振ふるってまくし立てる。

　自分が昨夜に出会った〝魔女〟のことをこのとき彼女はすっかり忘れていた。

「そんなバカな真似まねをする奴がいるものか、お前たちが持ち出してきたに決まっているだろう!!　不埒なものは目に入れるだけで罪だ！　全員並べ、神が怒いかりを下される前にこの私が……」

　カタリナは布を手にしたまま喚く。その目は手元からは逸そらされていたが、たまにちらっとそちらに目が行っているのにウェルシュや男たちは気付いていた。

「まあまあ」

　ウェルシュがカタリナの頭をぽふぽふと撫でて彼女から布を取り上げた。

「お、お前、そんな私を子供のようにっ……」

「そいつをよく見てみてください。そんな単純な話じゃないですよ、こいつは」

　言われてカタリナはふたたびおそるおそる覗き込んでみる。

　一枚目以降はあはーんうふーんな感じの絵が続いているようだが、よく見れば……さきほどは動転していて見み逃のがしたが、絵に添そえるように別の何かが描かれている。これは、

「文字……？」

　刻界文字アーギオ・グリフ、すなわち悪あく魔まの知ち恵えの実。それはこの世界の人々、特に神聖帝国領の敬虔な民にとっては考えることすら恐ろしい存在だ。

　カタリナたちは文字なる概がい念ねんは知っているが実際に見たことはない。だが彼かれらの断だん片ぺん的てきな知識をもってしても、それがただの絵でないことだけは確かだった。

「卑ひ猥わいな絵に……刻界文字アーギオ・グリフだと？」

　カタリナは戦せん慄りつする。どちらも異い端たんであり、だとするならこれはもう一いつ介かいの騎き士しである自分たちの手に負える事件ではない。一刻も早く騎士団長に報告せねばならないだろう。

「ウェルシュ、急いで……」

「ところでこいつは、何を描いてあるんだろうな？」

　カタリナが振り返かえると、ウェルシュと街の男たちはまだ布とにらめっこしていた。

「確か文字ってのは、声を、こういう風に絵にしたやつって話……」

「あ、じゃあここのこいつは、もしかしたら女の喘あえぎ声かもな！」

　絵の中では半裸で喘ぐ女の絵に刻界文字アーギオ・グリフが添えられている。ご丁てい寧ねいに文字部分を枠わくで囲み、女の吐はく息のように見せるという演出までして。

　実は宗一郎が漫画の吹ふき出しをモデルにして入れてみたのだが、その意図は無事に読者たる市民にも伝わったようだ。

「なるなる、『ああん』だったりとか……」

「じゃ、こっちの……枠に入ってない文字は何だろうなあ」

　ページには吹き出しともう一種、枠わく線せんの代わりに矢印が添えられた単語がある。矢印は女の目や唇くちびる、髪、強調されまくった胸、さらには背景に描かれた樹木などあちこちに向けられていた。

「喘ぎ声じゃなくて木に向いてる……あ、もしかして『木』じゃないか、これ」

「ああ、なるほど！　『木』を文字で書いてあるのか。……ちっ、つまらん」

「だよな、木なんかより『乳ち首くび』の書き方教えろっての」

　ウェルシュと男たちはページの読解に夢中になっている。ページをめくって何度も何度も読み返し、くわっと見開かれた目は心なしか血走っており、カタリナは一瞬「こいつは私とは無関係のただのアホです」と言い訳したくなった。

「ウェルシュッ!!」

　カタリナが腹の底から呼ばわると、男たちはようやく解読作業を止やめて振り返った。

「何を考えているのだ、刻界文字アーギオ・グリフを読むなどと！　悪魔に魅み入いられたいのか！」

「あ、ああ、すんません」

　カタリナは副官の手から布を取り上げてぐしゃっと籠こ手てを嵌はめた手で握り潰つぶした。

「早く教会に伝えに行きましょう。これは……」

　ようやくウェルシュも真ま面じ目めな顔に戻もどり、ふたりは顔を見合わせて走り出そうとする。

　だが、すぐにまた足を止めざるを得なかった。

「ああ、いたいた。騎士様、さっきこんなものが見つかったんですけどね……」

　騎士団の紋もん入りの鎧を着けた二人を見つけてか、別方向から住人が駆け寄よってきた。首にストールを巻いて長いスカートをはためかせた、こちらは中年の女である。

　彼女は困こん惑わくした顔でカタリナに何か差し出してくる。

　それはカタリナの手の中にあるのとまったく同じ布束だった。

「これは……どういうことなんだ？」

　カタリナたちは思わず走るのも忘れ、愕がく然ぜんと顔を見合わせることしかできなかった。
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　聯れん繋けいとは文字通り、ふたつのものを繋つなぐという意味である。

　アイリはインキュナブラ家に伝わるこの刻界文字アーギオ・グリフを使って宗一郎を召しよう喚かんしたが、使い方はこれに留まらない。もう少し汎はん用よう的てきな……日常的な使い方もむろんできる。

　たとえばテレポートで追っ手の女騎士を振り切って隠れ家がに戻るとか。

「おお！　戻ったか！」

　白色に染まった宗一郎とアイリの視界が徐じよ々じよに色を取り戻していく。

　ふたりの前に広がるのは、インキュナブラ家の隠れ家とは異なる小屋の風景。そして、

「ああ、なんとか戻ったよ、バルバノ。ちっとばかり驚くこともあったけどな」

　宗一郎にバルバノと呼びかけられたのは、顎鬚を蓄たくわえた中年の男だった。

　こちらもアイリと同様……いや、それ以上の異相だ。身長はアイリと変わらぬくらいに小こ柄がらだが、上衣を脱ぬいで露あらわにした上半身ははち切れんばかりの筋肉で覆おおわれており、側頭部からは牛のような捻ねじれた二本の角が生えている。

　バルバノは作業着のベルトにぶら下げた金槌やらの工具をがちゃがちゃ鳴らしながら近寄ってきて、不安げに顔をしかめた。

「おい、今度は何をやらかしてきたんだ？　頼たのむから自重してくれよ、ソウイチロウ」

「〝聯繋コンキリオ〟があれば大だい丈じよう夫ぶだって……でもそうだな、気をつけるよ」

　バルバノが待機していたこの隠かくれ家はあのライプハイムの街からは数日ほども離れている。あの女騎士が捜さがし回ったところでそう簡単に見つけられはしないだろう。

　むろん〝聯繋コンキリオ〟のテレポートとて万ばん能のうではない。

　二地点を繋ぐ『扉とびら』を開いておける時間はせいぜい数十秒、確実に転移するためにはあらかじめ目印マーカーを打っておかなくてはならない。実質的に転移先は一度訪おとずれたことのある場所に限られ、一度に運べるのもアイリ自身に加えてせいぜい数人といったところだ。

　それでもこの二年、宗一郎とアイリが神聖帝国に捕とらえられずにいられるのはひとえにこの魔ま法ほうの賜たま物ものだ。インキュナブラ家が伝えてきた書式は今なお最後の末まつ裔えいを護り続けているのだった。

「お前さんに捕つかまられると、わしら侏儒ドワーフも困るんでな」

　このバルバノは、侏儒ドワーフと呼ばれる亜あ人じん……人と似て異なる種族のひとりだ。魔ま女じよと同様にこの亜人も教会に「神にまつろわぬ劣れつ等とう種族」と定義されており、神聖帝国によって滅めつ亡ぼうの危機に瀕ひんしているのだという。

　一方で宗一郎にとっては、侏儒ドワーフはこの世界で見つけた貴重な協力者である。

「ところで村の奴らから伝言だ。水車だが、歯の数をお前さんが言ったとおりにしてみたら保もちがぜんぜん違うとさ。……何だっけか、歯の数を互たがいに……」

「歯の数を互いに素にする、な」

「……素？」

　アイリとバルバノが揃そろって首を傾げる。

「ええと……何度も噛かみ合あう歯とぜんぜん噛み合わない歯があったら、噛み合う歯だけ先にボロボロになるだろ？　そこで互いの歯車の歯の数を互いに素に……一以外に公約数を持たないようにしてやると、当たりが均等になって結果的に長持ちする」

　宗一郎が説明するも二人は眉まゆ根ねを寄せたままだった。これはもう数学的知識の違いなので一いつ朝ちよう一いつ夕せきに埋うめられるものでもない。

「お前さんのお陰かげで楽になったと、礼を言っておいてくれとさ」

「別に俺おれが考えたわけじゃないけどな。たまたま知ってただけで」

「なに、知恵を持ち込んだのは間ま違ちがいなくお前さんさ！」

　がははと笑うバルバノに宗一郎は肩をすくめた。まあ、今は侏儒ドワーフたちに「宗一郎の知識が有用だ」と理解してもらえれば上出来なのだ。

　ともに追われる立場の宗一郎たちと侏儒ドワーフは手を結び、侏儒ドワーフは山やま奥おくの村の一角に隠れ家が兼けん工こう房ぼう、そして日々の食事や日用品などを提供、代わりに宗一郎は現代日本の技術を教えると言うことで話が付いている。

　宗一郎は印刷の専門家であって金属加工や機械設計は門外漢なので、その情報がすぐさま何かをもたらすということはなかったが、幸い侏儒ドワーフたちは断片的な知識でじゅうぶん満足してくれていた。

「宗一郎さん、ご飯作りますね。何を食べたいで……」

「と、そうだそうだ。バルバノ、頼んでおいたやつはどこまでできた？」

　宗一郎はアイリの声をさらっと無視してバルバノに尋たずねる。

「ああ、全種類それぞれ五十枚、それぞれ印刷終わってる」

「さすが早はええな！　いやー、あんたみたいな優ゆう秀しゆうな奴が工場にも欲ほしかったぜ」

　宗一郎がぱっと顔を輝かがやかせてバルバノのもとに駆け寄っていく。

「……うう」

　別にこれは宗一郎に悪気があったわけではなく、耳に入らなかっただけである。

　そのことは二年間の付き合いでアイリもわかっているので――だから余計に始末に負えないのだが――文句を言う代わりにしょんぼりと項うな垂だれた。

「で、そのついでに金属活字の枠をちょっと改良してみたんだけどな……」

「お？　おお？　どんなんだ!?」

　アイリがちょっとばかり恨うらめしげな目で見つめるその先では、宗一郎はまるきりおもちゃを見つめるような目でバルバノの持ち出してきたものを眺めていた。

　小屋の中には簡素なベッドや炊すい事じ用具など生活雑貨もあるが、床ゆかの……いや、室内の容積のほとんどは鉄の機械や工具で埋め尽つくされている。

　そのうちの多くを占しめるのは、浅い箱にぎっしりと詰つめ込まれた爪つま先さきほどの金きん属ぞく片へんだ。大きさはどれも同じだが、それぞれ違う模様が彫ほり込まれている。

　これこそが刻界文字アーギオ・グリフの金属活字だ。

　宗一郎の最大の資産、二年間の成果にして、〝本を取り戻す〟ための生命線である。

「今までのだと、拾った活字を固定するのに軸シヤフトをここで通してただろ」

「ふむふむ」

「だがこっちに持ってきたほうが、作業効率が良くなるんじゃねえかと」

　宗一郎自身は金属の削けずり出しや機械の組み立てはできないので、金属活字やそれと組み合わせて用いる鉄枠などの部品、インクを盛るのに使うローラーなど、道具を一から作ってくれたのはバルバノたち侏儒ドワーフの一族である。今では機械そのものについては侏儒ドワーフたちのほうが詳くわしいくらいだ。

　そのまま宗一郎とバルバノは膝をつき合わせて議論を始めてしまった。

「なるほど……さすがだな」

「はっは、侏儒ドワーフの手にかかればこのくらいはお手のもんよ！」

　侏儒ドワーフは古くから山、特に鉱山に集落を作り、鉄を鍛きたえることを楽しみとしてきた一族だという。人間とはごくたまに交易するだけで……魔女とは多少の交流があったらしいが、独自の文化を育はぐくんできた。

　その高度な技術は亜人が神聖帝国に滅ほろぼされつつある今も残っている。

「……そうだなあ」

　宗一郎は少し思案してから、後ろの壁を振り返った。

　そこには大陸の主要都市一覧、そして日本から持ち込んだグラビアが掲げられている。

　この世界に詳しよう細さいな地図はまだ存在しないので、都市一覧は宗一郎が便べん宜ぎ的てきに作ったものである。今日訪れたライプハイムに印を付けると書き込まれた都市名のほとんどにチェックが入った。

「これで大きな街はだいたい回ったんじゃないか？」

　それは文字通り、宗一郎とアイリのこの二年間の歩みだ。

　そして大陸地図がこれまでの記録ならば、グラビアはこれからの目標と言えるだろう。

　アイリに召喚されたときに一いつ緒しよに持ってきてしまったグラビアを、宗一郎はスローガン代わりに壁に貼はって常に見られるようにしている。アイリは半裸の巨乳の写真に当初は複雑な顔をしていたものの、今はもう慣れて何も言わなくなってしまった。

「グラビアこいつに近づくために、か……そうだ」

　ライプハイムの街の光景を思い出して、宗一郎はふと思い出すように言った。

「朝、街で〝本リブロ〟がどう拾われるか観察してたんだけどな。やかましい騎士の姉ちゃんがいた……がまあそれは置いといて、文字の認にん知ちはされてきたかなって感じだが、読み方も考えないとならんな」

「……ふむ？」

　バルバノが首を傾げたが宗一郎は特に答える気はないようだった。話し合うというより、ぶつぶつと自分の考えをまとめるかのように呟つぶやく。

「文字もそうだが読み方も、使える奴がいないとあっという間に失伝するしなあ……」

　言っていることは真面目なのだが、いかんせん傍はた目めにはグラビアの巨乳を眺めながらぶつぶつ独り言を言っているだけという怪しい風ふ情ぜいであった。

「ヘブライ語なんかも発音がわからなくなって……と、そうだ」

　そこでようやく、宗一郎はさきほど何かを聞き流したことを思い出した。

「なあアイリ、さっき俺に何か言ったか？　悪い、ちゃんと聞いてなかった……」

「いいんです……わたしなんて後回しで……」

　宗一郎が振り返ると、はたしてアイリは小屋の隅すみに体育座ずわりになってのの字を書いている真っ最中だった。

　宗一郎とバルバノは揃って慌あわてて、

「そ、そういうわけじゃ、そんなことないぞ!?　君がいなけりゃ俺たちの仕事は成り立たないんだからな!?」

「じゃあ、さっきわたしが何を言ったか当ててみてくださいよ……」

「おぅふっ!?　……えーと、あれだ、この次に出す本の話だよな確か！」

「もちろん忘れてなどいないぞアイリーチェ、昨日君が書いたやつも既すでに組んである！」

　宥めすかすように次々に口にする。

「……もうイヤですこんな印刷バカふたり」

「おう、それじゃまずそいつを校正しないとな！　バルバノ、試ためし刷ずりはあるか？」

「いや、今からだ。一ページ目から出すからちょっと待ってくれ」

「お、俺も手伝う！」

　ここぞとばかりに宗一郎とバルバノは息の合った動きで作業に取りかかった。

　コンピュータで印刷工程を管理するのが一いつ般ぱん化かした日本では、校正は誤字脱だつ字じや内容のチェックを意味することが多いが、本来は原げん稿こう通りに正しく活字を組めているかを確かく認にんする作業のことである。

　バルバノが一ひと抱かかえほどの金属部品の塊かたまりを取り出し、どん！　と作業台に置いた。

　金属活字を原稿に応じて枠に嵌め込んだ状態、すなわち活版である。

　活版印刷を行うためにはまず一行ぶんの金属活字を原稿通りに拾って並べ、活字に彫られた溝みぞに棒を通して整列させる。そうして構築した本文、読みやすいよう行間を空けるための部品、罫けい線せんの版などを一行目から順に枠に詰め込んでいき、最後に枠を閉じて全体を固定することで、ようやく一ページ分の活版が完成するのだ。

「よっと」

　大量の金属部品を組み合わせる活版は一ページ分でも相当の重量がある。それを全ページ分まとめて軽々と持ち上げるバルバノはさすが力ちから自じ慢まんの侏儒ドワーフと言えただろう。
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　活版を印刷機にセットするたびにがんがんと金属を打ち付ける音が鳴なり響ひびき、アイリはますます丸くなっていた。

「布はこっちに置くぞ」

「ちょっとそこのやつ退どけてくれ、水を汲くむから。……アイリ、頼む」

　宗一郎が強ごう引いんに道具を押おしのけてバケツを床に置き、同時にアイリに声をかけた。

「ほんとにもう……いいですやります」

　アイリはげんなりした顔をしていたが、それでもイヤとは言えない性格なのだった。彼かの女じよは棚たなから端は切ぎれを一枚手に取り、軽く握ってバケツの上に掲げる。

「〝改変アルター〟――」

　魔女の詠えい唱しようとともにアイリの右手に刻まれた刻界文字アーギオ・グリフが光を帯び、やがて彼女の周囲に光の文字が躍おどる。この二年で何度も見た光景だったが、それでも宗一郎はどこか荘そう厳ごんな気持ちで文字魔法グリフマギカの発動を見つめた。

「〝聯繋コンキリオ〟――扉よ、一秒その道を開け」

　文字魔法グリフマギカは記した文字を読み上げることで発動する。詠唱と同時にアイリの手にした端切れが燃え上がるかのようにひときわ強く輝き、端はしから灰となってさらさらと手からこぼれていった。

　文字魔法グリフマギカの効果時間は刻界文字アーギオ・グリフを記した媒ばい体たいによって左右される。永遠に変質しないとされるミスリル片へんであればほぼ永続的に維い持じできるが、脆もろい端切れであればこのようにたちまち灰となって崩くずれてしまう。

　だがまあ、今はごく短時間で構わないのだ。

　ばしゃっという音がして空中から現れた水がバケツへと落ちる。

　繰くり返すが〝聯繋コンキリオ〟はあくまで二地点を繋ぐ文字魔法グリフマギカである。魔法の制せい御ぎよに必要な変数パラメータは二地点の目印マーカー、扉の大きさと発動時間だけで、繋げた道に何を通しても構わない。

　であるから、たとえば山小屋近くの水源と工こう房ぼうを繋ぐようにあらかじめ札に書いて準備しておき、小屋にいながら水を汲むなどという芸当も可能なのである。

「おー、いつもながら便利だなあ、文字魔法グリフマギカ」

「インキュナブラ家の秘伝を……サボりのために使わせないで欲しいです……」

「いいだろ、こっちのほうが便利なんだから」

　あっけらかんという宗一郎にアイリはがっくりと肩を落とした。

　宗一郎からすれば工く夫ふう次し第だいでいくらでも便利にできるものをなぜ使わないのか不思議で仕方ないのだが、それは文字魔法グリフマギカを神聖なものと見なすか、ただの手段と考えるかの違ちがいなのだろう。

「それに、お前さんしか魔法使えないし」

　原理的には身体からだに〝改変アルター〟の文字を施ほどこせば文字魔法グリフマギカを使えるようになるのだが、入いれ墨ずみのノウハウを受うけ継つぐ前にアイリは一族を喪うしなってしまった。他の魔女に会う機会があればともかく現時点では宗一郎には魔ま法ほう使つかいになる術すべがない。

　このことを知った当初は宗一郎も「せっかく異世界に来たのに！」と嘆なげいていたが、

『いいさ、俺は俺にできることをやるだけさ……印刷をな、ふふふふ』

　と開き直ってあまり気にしないことにしたらしく、現在に至っている。

　ともあれバケツと雑ぞう巾きんも準備できたので、宗一郎はとうとう印刷に取りかかる。

「じゃあ、一ページ目から」

　実家の工場であれば輪転機が大量生産してくれるがさすがに現時点でそれは望むべくもなく、一ページずつ手で刷っていくしかない。加えて絵と文（活版）は別に作業するしかないので実質的には一ページにつき二度作業が必要になる。

　それでも一冊ずつ写本することに比べたらはるかにマシなのだが。

　いわば本がオーパーツであるこの世界には本文用紙に類するものも存在しなかったので、宗一郎は古着を大量に仕入れて裁断し、布を紙代わりとしている。むろん紙と比べれば印刷品質は落ちるのだが、紙を一から開発するのは手間がかかりすぎるためだ。枕草子の逸話然り、地球においても品質の良い紙が大量に出回ったのは近代に入ってからだった。

　それに無理して紙を作れたとしても、原材料を入手できなくなってしまえば元も子もない。第二次大戦時の日本において、地下印刷物は紙を配給制にされたことで絶滅した。言論統制は兵糧攻めの形でも行われるのである。

　いずれ高品質の本を刷りたいという野望はあるが、まずは安価でこれを大量に刷って各地にばらまくところからだ。

「ちっ、インク乾かわくのに時間かかるな……」

「仕方ないだろ、今日は天気が悪いんだ。染め物はいつも空と睨にらめっこさ」

　作業場である小屋の中はインクと布が乱らん舞ぶしてすさまじいことになっている。それでもページの順序を狂くるわせない宗一郎はさすが本職であった。

　そして、二人がかりの作業の甲か斐いあってほどなく一冊分の試し刷りができあがった。

「できたぞアイリ、できたてほやほやの君の作品だ！」

　宗一郎とバルバノが印刷担当ならば、その元となる原稿を書く役はアイリである。

　さきほど宗一郎の言ったとおり、彼女がいなければ宗一郎たちは何もやることがない。とはいえそんな重要な役割を担になうアイリは、

「そうですか良かったですね……ところでさっきの答えは『何を食べたいですか』です」

　宗一郎に刷ったばかりのページを押しつけられ、げっそりした顔だったが。

「それじゃアイリ、俺が一ページ目から読み上げるから、間違ってたら言ってくれ」

「ああアイリーチェ、君の黒板はそこに置いてあるから」

「はい……うううううう」

　何を言っても聞いてくれそうになかったので、アイリは渋しぶ々しぶ自分の黒板を手に取った。

「それじゃ行くぞ、一ページ頭から、『そんな、王様、いけません』」

「はい」

「『私は女中メイドです、お許しを』」

「……はい」

「えーと次は五ページ目な、『ああ神様お許しください』……」

「……にょああああああああああ」

　とうとうアイリの精神は限界に達したらしく、彼女は黒板を抱だいて突つっ伏ぷした。

「おい？　アイリ、どうしてそこで寝ねるんだ」

「もう……もう勘かん弁べんしてくださいいいい」

「？　あと三ページ分残ってるぞ、次は六ページ、『その繋がったところ熱』……」

「ううう、ごめんなさいごめんなさいご先祖様」

　家伝の文字魔法グリフマギカと同じ単語が文中に現れたところでアイリはびくびくと痙けい攣れんを始めた。

「いっそ、いっそ死なせて……」

　アイリは息も絶え絶えに訴うつたえるが、

「おいおい『世界を変えて』って言ったのは君だろう、その前に死んでどうするんだ」

「世界を変える前にわたしが恥はずか死にます！」

「何でだ？」

　宗一郎は不思議な、それこそ心底不思議そうな顔をしただけだった。

「……だいたい、なんでいっつも宗一郎さんが読み上げるんですか……わたしが両方を見比べて確認すればいいことじゃないですか……」

「これがいちばんミス見つけやすいんだよ。そりゃあまりに文字数多かったら無理だが、校正はできる限りやったほうがいいだろ、配布した後に誤植見つけるほうがよっぽど悶もん絶ぜつもんだぞ」

「ほんとそこだけイラッとする感じに真面目ですね！」

　怒りのパワーが羞しゆう恥ち心しんに勝まさったか、アイリはようやく身体を起こした。

「宗一郎さん……元いた世界じゃモテなかったでしょ……」

「彼女？　あー、まあいたことはないわなあ」

　問われて宗一郎はぼりぼりと頭を掻かく。

「でも仕事で毎日山ほど美人のグラビア見てたんで別にっていうか、なんか女の写真見すぎて本体そこまでありがたがる気が減るっていうか」

「うわぁ、最低です」

「ソウイチロウ、わしはお前が元いた世界のことはわからんが、さすがにそれはどうかと思うぞ」

　宗一郎の返事にアイリはどん引き、バルバノですら呆あきれ顔がおだった。

　それからもしばらくアイリへの拷ごう問もん、もとい校正作業は続き、

「うう……死ぬかと思いました……」

　ようやく羞恥プレイから解放されたアイリはばたりと床に突っ伏す。

　と、彼女の横にぬっと金属製のカップが差し出された。

「お疲つかれさん。ほれ、お茶」

　宗一郎がカップを渡わたしてやると、アイリはぐったりとそれを受け取った。

　ついでに自分とバルバノのぶんも淹いれる。侏儒ドワーフがよく飲んでいるという野草を蒸して作られたお茶は口に含ふくむと全身が薫くん香こうに包まれた気分になり、ほんのりとした甘あまみが疲れを癒いやしてくれるかのようだ。

「……ありがとうございます」

　アイリもこの茶はお気に入りで、ほわんと頬ほおを赤く染めて熱い茶を味わっていた。

「なんでこうこの人、気が利きいたり利かなかったり……まあ作業終わるまではだいたいダメなほうですけど」

　アイリがぶつぶつ言っているのを宗一郎はそっと目をそらして聞かなかったことにする。

　ついでに、彼女がとうとう食事をし損そこねたと思い出すのはだいぶ経ってからだった。
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　魔女の一族は山奥で身を寄せ合うようにして暮らしてきた。

　当然ながら人間関係は濃こくなり、アイリにとっては血族すべてが家族のようなものだった。そのような関係であるから公私の区別など付けようもなく、近所のお兄さんとお姉さんが木こ陰かげでいちゃついているところに通りかかるなど日にち常じよう茶さ飯はん事じである。

　かつ、魔女とは文字を連綿と受け継ぐ一族である。

　彼らは刻界文字アーギオ・グリフで自分たちのことを書き記し、文字それ自体とともに代々子孫に伝えてきた。それは文字の担い手てとしての責任感でもあったろうし、世間から隔かく絶ぜつされて暮らす自分たちの痕こん跡せきを残そうとする本能的な行こう為いであったかもしれない。

　先祖代々の手記――神聖帝てい国こくの襲しゆう撃げきで大半が失われてしまったが――の中には、一族の伝承や文字魔法グリフマギカの書式の研究のほかに細々とした日常の記録も多々あった。

　なにせ筆まめを宿命づけられたような魔女であるから、日記には近所の誰だれ々だれが二ふた又またして修しゆ羅ら場ばっただとか、若わか夫ふう婦ふの夜を目もく撃げきしただとか、そんなしょうもない話も山ほどあった。そして魔女たちはそれらを父祖から伝承された知識と尊び、仕分けることもなく子供たちに読ませてしまうのである。

　とどのつまり。

　アイリが耳年増で、十代半ばという若じやく年ねんでエロ本を描えがくに至ってしまった過程には、そうした魔女特有の生育環かん境きようが大きく影えい響きようしているということなのだが。







「……朝ですか」

　アイリは工房の隅の寝ね床どこでうっすら目を開けた。

　侏儒ドワーフから借りている工房は狭せまい上に印刷用機械がとにかくかさばるので、片かた隅すみに間仕切りを置いてどうにか寝床を確保している状態だ。とはいえインキュナブラ一族の隠れ里ざともそんなものだったので彼女は特に不満を抱いだいてはいない。

　間仕切りの向こうからは今はがたごとと機械を動かす音はせず、代わりにすうすうという寝ね息いきが聞こえてきた。

　昨夜も遅おそくまで宗一郎とバルバノはインクの配合がどうのという話をしていたようだが徹てつ夜やにはならなかったようだ。バルバノは村内にある自分の家に帰っただろうから、この寝息は宗一郎のものだろう。

「着き替かえなきゃ……」

　長持チエストから服を引っ張り出だそうとして、ふとアイリは考え込んだ。

「わたしも、……わりと育ったと思うんですけど」

　ちらりとアイリは自分の寝ね間ま着き……その胸むな元もとに目を落とす。

　この二年で身長は伸のびたし、女らしい体型になってきたと思う。特に胸の膨ふくらみは街の女たちにもそうそう負けないと自負している。

　しかし宗一郎からはそんな感想を一度たりとも聞いたことがない。

　なにせ印刷しか頭にない男なのだ。むろん大事にされているという実感はあるし、気き遣づかわれてもいるのだが、その扱あつかいはいつまで経たっても子供のようである。

　――だったら俺がそうしてやるよ。

　その言葉を聞いたときの泣き出したいような気分をアイリは今でもよく覚えている。

　それに縋すがるようにして自分はこの二年間、彼を追いかけてきた。

　そして今ではそれ以上の感情も裡うちにあるのではないかと自覚している。

「……むむ」

　アイリは唸うなり、やがて長持から一枚の服を選び出した。

「このままだと……あの人、永遠に印刷のことしか言わない気がしますし」

　手に取った服は、いつもの村むら娘むすめ風のものだが彼女の体格には少し小さい。胴どう着ぎだけ着てボタンをいくつか外すと、胸の膨らみがことさらに強調される形となった。

　露わになった鎖さ骨こつと白い肌はだに、ミスリル片のペンダントがきらりと光る。

「……こんな感じでしょうか」

　鏡は高価だがこの工房には侏儒ドワーフから譲ゆずられたものが一脚きやくある。おそるおそる鏡を覗き込むと、そこにはいつもとちょっとだけ違う自分がいた。

「よし」

　ひとり気合いを入れてアイリは作業部屋に出て行く。

　予想通り、宗一郎は床にごろんと転がって雑魚ざこ寝ねしていた。

　上着の一枚も掛かければいいと思うのだがそれすらもない。どうせ寝るというよりも疲れ果はてて床に転がってそのまま、だったのだろう。この男にはよくあることだ。

「宗一郎さん、起きてください。朝ですよ」

　アイリは宗一郎の肩かたに手をかけて優やさしく揺ゆすった。

　上半身に覆い被かぶさるようにして、特に胸がちょうど宗一郎の目の前に来るように。何枚も何枚もエロ絵を描く中で会え得とくした、自分の中でもっともグっとくる角度である。

　教会は「女は慎つつしみ深ぶかくあるべし」と説くそうなので、神父が若い娘のこんな姿を見たら卒そつ倒とうするかもしれない。だとするならばこれはきわめて魔女的な行いなのである。

「うー……」

「わたしがごはん作りますから。何が食べたいですか？　この間美味おいしかったあれ……」

　しかし魔女らしさの定義はさておくとしても、宗一郎にいっこうに目を覚ます気配はなかった。昨夜よほど根を詰めたのか寝ね苦ぐるしそうに唸るだけである。

「……ううう」

　だんだん虚むなしくなってきた。

　先に朝食の準備をしておいてもいいのだが、それはそれで腹が立つ。乙女おとめのなけなしの努力を無む駄だにしてくれたこの男にちょっとだけ意い趣しゆ返しをしてやりたい。

「ああ、……そうだ」

　ぽんと手を叩たたいて、アイリは作業場の隅からいつもの黒板と白はく墨ぼくを取ってきた。

　そしていまだ寝こける宗一郎の側そばにちょこんと腰こしを下ろして寝ね顔がおの素そ描びようを始める。

「宗一郎さん、自分を見本モデルにされるのすごく嫌いやがりますし……」

　彼はいつも自分の絵を褒ほめてくれるが自身を描かれることはひどく嫌がる。彼女が「男の身体の参考にさせてくれ」と何度頼んでも「俺はそっちの専門家じゃねえ！」と逃にげてしまうのだ。

「……前より筋肉付きましたよね」

　宗一郎の上半身は以前より逞たくましくなり、頼たより甲が斐いも増したように思える。当人に言わせれば「こんなサバイバルな世界で暮らせば筋肉のひとつやふたつ嫌でも付くわ！」ということなのだが。

　やがて、アイリの手元ではたちまちぐーすかと惰だ眠みんを貪むさぼる男の寝ね姿すがたが完成する。

　恩人への温情だとか、惚ほれた欲目だとかはまったくない無む慈じ悲ひな正確さであった。

「まだ起きない……」

　しかし、それでもまだ宗一郎が起きる気配はない。

「こうなったら……」

　後から思えば、このときアイリも寝ね起おきで頭の螺子ネジが数本飛んでいたのだろう。もしくはだいぶ浮うかれていたかである。

「こんな機会でもなければ、……裸はだかの素描ってできませんし」

　女への配はい慮りよをニホンなる国にすっかり忘れてきたらしい宗一郎だが、さすがに裸のままアイリの前をうろつくような真似まねはしない。むしろそのあたりは妙みように厳格で、たまに『児ポ法』なる謎なぞの言葉を唱えているのを耳にする。

「わたしにああいう本を描かけって言ったのは宗一郎さんなんですからね。だったら責任取ってもらいます、というかこのくらい手伝ってください」

　そしてアイリはそーっと宗一郎のジャケットをめくろうとしたが、裾すそに手をかけたところで、何かを思い付いたらしくはたと動きを止めた。

　一度作業着から手を離はなしてふたたび黒板を手に取り、寝顔を眺ながめて含み笑わらいをしながら素す早ばやく白墨を走らせる。

「んー……えーと」

　アイリが描いたのは筋肉の絵ではなく、刻界文字アーギオ・グリフの組み合わせだった。

　文字魔法グリフマギカは刻界文字アーギオ・グリフを特定の組み合わせで書いて詠唱することで発動する。その文字の組み方、すなわち書式が魔法ごとにすべて異なるため、アイリはインキュナブラ一族が継けい承しようしてきた〝聯繋コンキリオ〟しか扱うことができない。

「〝改変アルター〟……」

　だが、たったいまアイリが殴なぐり書がきした文字は見慣れた〝聯繋コンキリオ〟ではなかった。

「さあ、わたしの目の前にすべてを〝現せアパレシウム〟、ありのままの姿を……」

　さながら謡うたうようにアイリは書いたばかりの一節を朗々と読み上げる。

　――そして、それは起こった。

　右手の甲こうの入れ墨が紅あかく輝き、狭い工房をさながら何なん匹びきもの蝶ちようのように光る文字が舞まい踊おどり、媒体とした黒板が隅から少しずつ灰になって崩れていく。その対価として現れるのは〝聯繋コンキリオ〟であれば空間の歪ゆがみ――遠くへの扉なのだが、今回は。

「な、な……」

　それを見てようやくアイリは自分のやらかしたことに気付き、一いつ瞬しゆんにして眠ねむ気けが吹ふっ飛とんだ。

　すぐ側に、何かぼんやりしたものが浮いている。

　例えるならば水で形作られた半はん透とう明めいの腕うでといったところか。その腕はすうっと無音で宗一郎の身体に手を伸ばし、寝ね転ころがる彼かれのズボンに手をかけた。

　まさしくアイリがさきほど書いた……そして読み上げたとおりに。

「ちょっ、ちょっと待ってくださ、そっちはさすがにまず……」

　宗一郎の下着から目を離さないままアイリが叫さけぶと同時、がたんと工房の扉が開いた。

「ソウイチロウ、あの後考えてたんだが、もう少し油分を増やし……」

　工房に入ってきたのはバルバノだった。芋とチーズの入った籠かごを手にしているから、おそらく村の侏儒ドワーフからの差し入れでも持ってきてくれたのだろう。

　しかしその気の良い侏儒ドワーフはいま、凍こおり付ついた少女とズボンを脱がされかけた男を前に異界を覗のぞき込んでしまったかのような顔をしていた。

「……アイリーチェ？」

　しばしの沈ちん黙もく……あまりに気まずい沈黙の後、バルバノはやっと声を絞しぼり出した。

「い、いえこれはわざとじゃないんです、ちょっと思い付いて実験の続きしようかなと思って、でも本当に発動するなんて思わなくて……ってあれ、もういなくなってる!?」

　アイリはぶんぶんと腕を振ふって必死に言い訳する。だが半透明の腕は目を離したわずかな隙すきに跡あと形かたもなく消え去っており、後には灰となった黒板が残るだけだ。「魔法っぽい変な腕がやったんです」と言っても信じてもらえそうになかった。

「〝本リブロ〟のためにも宗一郎さんにも一ひと肌はだ脱ぬいでもらおうと思いましてですね……」

「……一肌脱ぐというか脚きや絆はんは脱がされかけとるな」

「だって、そうしないと裸が見られないじゃないですかっ」

「……アイリーチェ、君もこれを食べたらもう一度寝るんだ。疲れているんだろう」

　バルバノの優しい、ただひたすらに優しい目が悲しかった。

「うー……ん？」

　そして、とうとう宗一郎がもぞもぞと身じろぎして目を覚ます気配がした。まあ、枕まくら元もとでこれだけ騒さわぎ立たてればそれは当然の成り行きではあるが。

「すみませんすみません、わざとじゃ……」

　宗一郎はぼんやりと瞼まぶたを持ち上げ……そしてぴしりと固まった。







　目を開いた瞬しゆん間かん、眼前にいるのがアイリだとわかった。

　短めのスカートから覗くまだ細い太ふと腿もも、剥むき出しにした肩からさらりと流れる銀の髪かみ、浮き出でた鎖骨とそこから続くふたつの膨らみはきつめの服でより強調されている。

　白く輝く肌がちょうど宗一郎の鼻先にあって、一瞬、ふわっと甘い匂においがした。

「！？！？！？」

　人間、驚おどろきすぎると何のリアクションも取れなくなるのだと宗一郎はこのときしみじみと学んだ。固まったまま何もできない宗一郎の前でアイリが何度も何度も頭を下げ、それをバルバノが「どうしようかな」という顔で眺めている。

「すみませんすみません……って宗一郎さん失礼です、わたしをずっと化け物みたいに」

「いや、今の君は悲鳴を上げられても仕方ないと思うぞ、アイリーチェ」

　二人のやり取りを遠くに聞きながら、宗一郎はどっどっと跳はねる心臓を落ち着かせんと精神を集中する。自分のズボンがずり落ちてパンツが丸見えなのにも気付いていたが、このままでは息苦しくて死にそうだ。

「児童ポルノ撲ぼく滅めつ、児童ポルノ撲滅……」

　ぶつぶつと念仏のように唱えているとようやく少しずつ冷静になってくる。

　そして、しばし経ってアイリも落ち着きを取とり戻もどした後、宗一郎はようやくさきほどの事態に至るまでの説明を聞いた。

「つまり……君は、俺が寝こけてるのをいいことに服を剥むいて素描しようとしたと？」

「……ううう」

　アイリは工房の床に正座して背を丸めて俯うつむいている。正座は以前に宗一郎が「謝意を示すときの作法」として適当に教えたものだが、これでは謝意というよりまるきり脅おびえて縮こまった猫ねこだ。

「〝聯繋コンキリオ〟以外の書式ねえ……」

　魔ま女じよはたいてい自分の一族に伝わる文字魔法グリフマギカの書式しか知らないという。

　だが逆に言えば書式さえ判わかれば他の魔法でも使いこなせるのだ。

　これまで魔女たちは己おのれの一族の魔法を誇ほこりとしているがゆえに他の魔法を欲ほつすることはあまりなかったそうだが、神聖帝国が次々と隠かくれ里を滅ぼしている今はそうも言っていられない。アイリはこの二年間、〝本リブロ〟の執しつ筆ぴつと並行して実験を繰り返かえしていた。

　だが生半可な試行回数でうまくいくわけもなく、今まで発動に成功したことはなかったわけだが……

「その記念すべき初成功で、俺おれはパンツ下ろされるところだったのか……」

「……うううう」

　遠い目で呟く宗一郎の前でアイリはまたもや涙なみだ目めで縮こまる。

「とりあえずだな」

　ぐったりと疲れた声で言うと、アイリはおそるおそる顔を上げた。

「何か羽織ってきてくれ。なんでそんな格好してるか知らんが、寒そうでかなわん」

　言われてようやくアイリは自分の格好を思い出したようだった。泣きそうだったその顔を一瞬で今度は真っ赤にして、ばたばたと間仕切りの奥おくに飛び込んでいく。

「……勘弁してくれ……」

　その背中を見送って宗一郎はぐったりと息を吐はいた。

　今回はちょっとやばかった。一世代年下の女の子だとわかっていても、この世界に来て二年経ったのだからそのぶん自分も歳としを取るし、彼女だって成長する。

　目を逸そらしていたものを不意打ちで見せつけられたかのような気分だ。

「児童……じゃないのかなあ、もう」

　呻うめく宗一郎をバルバノが生なま温ぬるいような、どこかもどかしいような目で眺めていた。
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　カタリナはライプハイムを通過する数日間の道程を経へて、ようやく目的地――神聖帝国の首都、聖都に到とう着ちやくしていた。

「ここに戻ってくるのも久しぶりですね」

「だな。……父上が遠えん征せいでいらっしゃらないのは残念だが、仕方あるまい」

　傍かたわらのウェルシュはしばらく当あたり障さわりない雑談をしていたが、やがて声をひそめてカタリナに耳打ちしてきた。

「いったい何の用ですかね？　カタリナ様だけ呼よび戻すっていうのは」

　カタリナの実家はこの聖都にあるが、所属する騎き士し団だんが地方に派兵されたためしばらく聖都を離れていた。しかし突とつ然ぜん、カタリナと彼女の率いる隊だけ聖都に戻るよう命じられたのである。

「しかも呼び出してきたのが枢すう機き卿きようだっていうんですから、胡う散さん臭くさいことこの上ない」

　カタリナとウェルシュはまったく同じ動作で眼前にそびえる建物を見上げた。

　神聖帝国の――いや、世界の中心、皇こう帝てい聖せい下かの御ご座ざ所しよたる大聖堂。

　ふたりの目の前には何本もの白はく亜あの柱が立ち並び、その奥に半球状の屋根が見える。白く輝かがやく壁かべと金の縁ふち取どり、そして赤や青といった様々な色に彩いろどられたその威い容ように、カタリナはふと子供の頃ころに贈おくられた宝石箱を思い出した。むろんこの中に座するのはおもちゃの宝石などではなく、世界でもっとも尊いお方なのだが。

　そして大聖堂をぐるりと囲むようにして、皇帝に仕える人々の住まう、あるいは仕事をする塔とうが立ち並んでいる。

　カタリナたちは大聖堂を横目にそちらに向かい、塔のひとつに足を踏ふみ入れた。

「……枢機卿猊げい下かのお住まいにしては」

　ウェルシュが呟くのをカタリナは慌てて肘ひじで制した。枢機卿にしては地味だ、とでも言おうとしたのだろうが、そんな不ぶ躾しつけな言葉を聞かれるわけにはいかない。

　とはいえウェルシュが思わずそう呟いたのもわからなくはない。

　枢機卿と言えば教会組織においては教皇に次ぐ地位であり、次代の教皇候補でもある。当然、神聖帝国においても大臣や大領地の領主といった要職を占しめており、カタリナのような一いつ介かいの武官にとってはまさしく雲の上の存在だ。

　だがふたりが出頭したこの塔の内装は、その有り余る権力に比べれば落ち着いた……飾かざり気けがなかった。質しつ実じつ剛ごう健けんを絵に描いたらこうなるだろうか。

「これは……よほど油断のならない御ご仁じんのようだな、ブリューメル猊下は」

　カタリナは小さく、それこそ誰だれにも聞こえないように呟いた。

　そしてカタリナは心配顔のウェルシュを待機させて枢機卿の執しつ務む室しつの前に立った。小さく深呼吸してから名乗りを上げる。

「カタリナ・ルーデル、参りました」

「よく来てくれたな、カタリナ卿きよう」

「お目にかかれて光栄です。……ブリューメル猊下」

　初めて会うビーター・ブリューメル枢機卿は、意外にもまだ若い男だった。

　まだ三十歳には手が届いていないだろう。すべての嘘うそを見み透すかすかのような怜れい悧りな目、髪を香こう油ゆで撫なでつけ、黒の僧そう服ふくの上から枢機卿の地位を示すマントを羽織っている。

「……このマントがそんなに珍めずらしいかね？」

「申し訳ありません、尊い色を目にした感激に打うち震ふるえております」

　苦笑いするビーターにカタリナは慌てて謝罪した。

　教会では、枢機卿にのみ緋ひ色いろを着用することが許されている。

　鮮あざやかな色の布というのはそれだけで高価で、貴族たちは競きそって派手な色の衣ころもをまとって己の権勢を示すのが常だ。その中でも緋色の布は特に貴重であり、教会では高位の聖職者の象徴アイコン、他国でも王でもなければ着けられるものではない。

　修道騎き士しのカタリナにとっても緋色とは畏い怖ふと憧あこがれの入り交じった色で、反射的に萎い縮しゆくしてしまうのだった。

「そんなに畏かしこまらなくても良い。……私は君のお父上には世話になっているのでな」

「……は」

　カタリナの緊きん張ちようを解くのは無理だと判断したか、ビーターは早々に本題を切り出した。

「カタリナ卿、君はソウイチロウ・サカガミという名を聞いたことがあるか？」

「ソウイチロ……？　――あ！」

　カタリナは思わず声を上げてしまった。それはまぎれもなく、あの夜のライプハイムで〝魔女〟の連れらしき男が名乗った名だ。あのときは人名ともつかない奇き妙みような言葉だと思ったものだったが。

「知っていたか、ならば話は早い。では、最近、領内で〝本リブロ〟とやらをばら撒まいている輩やからがいるという話は？」

「……そちらも存じ上げております。現物も目にしました」

　苦々しさを隠せないままカタリナは答えた。

「恥はじ知しらずにも悪あく魔まの文字を人目に触ふれさせ、堕だ落らくさせんとする罪深い……」

「フィン」

　ビーターはカタリナではなく、背後を振り返って呼びかける。

　その声に応こたえるようにして現れた小さな影かげに、カタリナは思わず目を見開いた。

　歩み出たのはまだ十をいくつか過ぎたばかりと見える少女だった。見目麗うるわしい顔立ちにレースで彩られた可愛かわいらしい服を着ているのだが、その貌かおにはおよそ表情というものが見当たらない。着きせ替かえ遊びの人形のほうがまだ表情豊かに見えるほどだ。

　そしてその細い首には鉄製の無骨な首輪が嵌はめられている。

「この者は……猊下の記き憶おく奴ど隷れいですか」

「そうだ。……フィン、カタリナ卿に詳しよう細さいを説明して差し上げろ」

「はい」

　フィンと呼ばれたその少女は小さく頷うなずき、抑よく揚ようのない口調で話し始めた。

「ソウイチロウ・サカガミなる人物の存在が確認されたのは、およそ一年ほど前のことです。ただしこれは確認されている限りであり、実際はもっと前から活動していた可能性があります」

　そう語るフィンの口調に澱よどみはなく、一言一句違たがわず暗記しているかのようだった。

　いや、実際そうなのだ。

　少女の鉄の首輪に刻まれているのが刻界文字アーギオ・グリフであると宗一郎やアイリが見ればわかっただろう。そして文字列を読み上げて怒おこったに違いない。

　――〝その頭脳を主あるじに捧ささげよ、主を裏切るならば死あるのみ〟。

　首輪に刻まれた文字魔法グリフマギカは常時発動し続け、少女を縛しばり続けている。

　人々は文字に触れることすら怖おそれるが記憶奴隷は数少ない例外である。人ならざる身分の奴隷に対しては穢けがれた文字を用いても許される、そんな欺ぎ瞞まんによって記憶奴隷は魔法で精神の自由を奪うばわれ、主の代わりに見聞きした物事すべてを覚えるよう強しいられている。

「ソウイチロウ・サカガミとその協力者の罪は、刻界文字アーギオ・グリフと絵を記した媒体を民たみの目に触れさせたこと、そして、描かれている絵が倫りん理り規定に反することです」

　宗一郎がこのフィンを見たら「文字がないからってメモ帳代わりに人間を使うのか！」と憤いきどおることだろう。「こんな小さな子に首輪付けてこの変態野や郎ろう」とも。
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　だがこの場に宗一郎はいない。話題はもっぱら彼のことだったが。

「倫理規定……ですか」

「倫理規定と言っておきたまえ」

　ビーターが苦笑し、カタリナは顔を赤くして俯くしかなかった。

「これまで奴やつの行動範はん囲いは属領に留とどまっていたが、とうとう帝てい国こく本土にまで踏み込んできた。カタリナ卿、君もライプハイムで遭そう遇ぐうしたなら知っているだろう」

「はい」

　マールブルク地方はこの聖都にほど近い。このままではソウイチロウ・サカガミが聖都でも狼ろう藉ぜきに及およぼうとするのは時間の問題だ。そうなれば皇帝と神聖帝国の威い信しんが大きく傷つくことは間ま違ちがいないだろう。

「君と君の隊にはゴート騎士団から離り脱だつの後、独立行動の権限を与あたえる。ソウイチロウ・サカガミを追つい跡せきしこれを捕ほ縛ばくせよ」

「わ……私ですか!?」

　思わずカタリナは声を上げてしまうが、ビーターは動じずさらに続けた。

「これは皇帝聖下のお言葉を枢機卿ビーター・ブリューメルが申し伝えるものである。謹つつしんで拝命せよ、カタリナ卿」

「は……ははッ」

　神聖帝国において皇帝の命令は絶対だ。カタリナに拒きよ否ひする選せん択たく肢しはない。

　だが拝命の礼をしながらもカタリナは顔から驚きよう愕がくの色を抜ぬけなかった。

　確かに〝本リブロ〟の作製は重罪だが、さりとて皇帝が直々に命令を出すほどのこととも思えない。平時ならともかく現在神聖帝国は各地で戦争を仕し掛かけている真っ最中であり、皇帝が目を配るべきことは他にも山ほどあるはずだ。

「なぜ、とでも言いたげな顔だな。カタリナ卿」

　ビーターに内心を言い当てられ、カタリナは狼ろう狽ばいでまたもや顔を赤く染める。

「ここから先はただの私の呟つぶやきだが」

　唐とう突とつに、そんな前置きをしてからビーターは話し始めた。

「そうだな……カタリナ卿、君は文字をどう思う？」

「はっ。悪魔の知ち恵えの実であり、決して人間が触れてはならぬ……」

「いや、……もう少し本質的な文字の話だ」

　数秒ほど思案したがまったく答えが浮かばず、カタリナは戸と惑まどった顔のまま黙だまり込んだ。

「神は聖歌サームによって世界を創つくった。文字とは神の御み業わざから美しい音を失わせたものであるがゆえに、不完全な世界の設計図と呼ばれる」

　それは教義の冒ぼう頭とうの部分だ。カタリナは小さく頷く。

「だが文字は不完全ながらも御業を再現するものではあるのだ。言葉を発した者が目の前におらずとも、言葉を伝え知らせることができる」

　こつこつと指先で机を不ふ機き嫌げんそうに叩きながらビーターは続けた。

「これが何を意味するか。――神父がおらずとも、民が神の言葉を聞くようになる」

「……あ」

　一瞬、カタリナの脳のう裏りにちらりと瞬またたくものがあった。

　カタリナの実家ルーデル家は神聖帝国でも名門で、広くはないが所領もある。領主の娘でもあるからこそカタリナはようやくビーターの意図を察した。

　騎士は所領を守る代わりに民の上に立つ。神父は神の言葉を伝えるからこそ敬われる。

　けれども、もし神父が文字に置おき換かわってしまったら？

「教会すら民には不要に……だとしたら……いえ、そんなはずは」

　それは教会不要論、ひいては神聖帝国の存在意義にすら関かかわるのではないか。

　混乱して口の中でぶつぶつ呟くカタリナをビーターは咎とがめることなくしばし眺めてから、頃ころ合あいだとばかりにこほんと咳せき払ばらいをひとつした。

「すまない、とりとめもない話をしたな。忘れてくれ」

「……は」

　それは他言無用という念ねん押おしだ。

「皇帝聖下は君のことをことのほか気に掛けておいでだ。ルーデル家の掌しよう中ちゆうの珠たまが立派に成長したらしいとな。カタリナ卿であればきっと任務をやり遂とげるであろうと、たいそう期待しておられた」

　カタリナは修道騎士――修道女と騎士のふたつの資格を取得している。女性で騎士の修しゆ行ぎように耐たえられる者は少なく、カタリナの歳で複数の資格を持つ者はさらに少ない。自身が精せい鋭えいであるという自負はある。

　それでもビーターのこの呟きを聞いては、カタリナはいつも通りの自信を持つことはできなかった。

「良い結果を期待している、カタリナ卿」

「……は。私は偉い大だいなる父に少しでも近づけるよう、努力するのみです」

　手のひらにじっとりと浮かんだ汗あせを感じながらカタリナは深々と頭を下げた。




＊＊＊＊＊




「文字を怖れよ。夜は勤めを止やめよ。不ふ浄じような肉を食うな。女は肌を出すな……ねえ」

　ふと宗一郎は口の中で暗唱した。

　それは教会の教義だ。神聖帝てい国こく領りようでは法律と同等の掟おきてであり、たとえ領外でも大陸のほとんどの人々は教会に帰き依えしているので、どのみち大陸の人々はみなこの教義に従って日々を生きている。

　教義とは別にお説教やお祈いのりの方法だけではなく、生活の知恵も多く含まれる。たとえば衛生知識に乏とぼしいこの世界において「不浄な肉を食うな」という情報は必ひつ須すだろう。逆に言えば、そうした必要な情報を提供するからこそ教会は信しん頼らいされるとも言える。

「そこだけ聞けばごもっともって感じなんだがね」

　呟いて、宗一郎は屋根の上から足元を見下ろした。

　神聖帝国領、グルンヴァルト市。

　聖都が従える五つの衛星都市のひとつである。〝五芒星クインクエ〟と称しようされるこの五都市はそれぞれ工業、武芸などの特色を持つが、その中でこのグルンヴァルトは大陸随ずい一いちの商業都市であり、この街で手に入らないものはないと謳うたわれる。

　時刻は月が街並みを煌こう々こうと照らす頃、いかな大都市とはいえ教義に従うならば市民はみな眠ねむっていなければおかしい時間だ。

　だが眼下にはかすかに人のさざめく気配がある。

「あれ、あそこ……」

　宗一郎の隣となりで同じく街を見下ろしていたアイリが小さく首を傾かしげた。

　グルンヴァルトのような大都市であっても目め抜ぬき通りから一本外れれば道はとたんに細くなり、勝手知ったる人間しか立ち入れない区画となる。そんな薄うす汚よごれて立て込んだ一角にある店から、男がひとりふらふらと出てくるのが見えた。

「ありゃあ、相当飲んでるな」

「教義では、夜は眠れってことになってませんでしたっけ」

　宗一郎が肩をすくめ、アイリもどこか呆れたように呟く。

　教義の通りに生きるならば酒場などは存在するはずのない店だ。だが街並みを観察すると他にも数すう軒けんそうした酒場らしき店はあり、扉とびらをぴっちり閉めて外に灯あかりが漏もれないようにはしているものの、中で騒いでいるらしいのは伝わってくる。

「ま、そういうもんさ」

「……そういうものなんですか」

「ああ」

　宗一郎は断言した。

　この世界において教会の教えは絶対だ。女性は慎み深くあるべしとされ、肌を露ろ出しゆつすることすら良しとはされない。

　けれども教会が権力を握にぎっても、すべての人間がすべて忠実に教えを守るわけではない。グルンヴァルトのような帝国の中心部ですらそうした店はあって、夜になれば一日の愚ぐ痴ちを吐き出したい者たちで賑にぎわう。

　どこの世界も同じようなものだ。

「だから俺たちの付け入る隙もあるってもんだ」

　力強く呟き、宗一郎は頭上を見上げた。

「……そろそろかな」

　月星の位置からおおよその時間を読み取る技術はこの二年ですっかり身についている。

「ううっ……本当にやるんですか？」

　アイリはおずおずと彼を見上げた。

　銀糸の髪が月明かりを受けてさらさらと流れ、赤い目はまるでこの世のものとも思えぬ幻げん想そう的てきな居住まいだ。潤うるんだ目と恥はずかしそうに赤らめられた頬ほおを見てようやく、人形ではなく人の子なのだと実感できるほどに。

「そりゃそうだ、ここまで来て帰るのも虚しいし」

「他になんかもうちょっとやり方があった気がするんですけど……」

「この間、俺の服を剥こうとしたのはどこの誰だっけか？」

「うっ」

　アイリは呻いて文句を呑のみ込むが、続いて聞こえた言葉に目を丸くしたようだった。

「……せっかく可愛いんだから」

　思わず漏れた独り言がアイリに聞こえていたと気付いて宗一郎は慌あわてて口をつぐむ。だが……いや、だからこそか、アイリは頬を真っ赤にしながら食いついてきた。

「ちょっ、ちょっと待ってください、今の言葉もう一度できれば今度ははっきりとっ」

「――来た」

　緊きん迫ぱくした宗一郎の呟きにアイリは慌てて気を引ひき締しめ直した。こつこつと石いし畳だたみに踵かかとの音を響ひびかせて、街の巡じゆん邏らの兵士が近づいてくる。あらかじめ街に潜せん入にゆうして調べた通り、さきほどからこれを待っていたのだ。

「よし」

　宗一郎が意を決したように立ち上がった。

　アイリも手にしていたものを被かぶる。これからやることにはそれが必要なのだ。

「――ふはははははははは、グルンヴァルトの諸君ッ!!」

　宗一郎の大声は寝ね静しずまった夜の街に朗々と響き渡わたった。

　その大声に足元の警衛兵がぎょっとした顔でこちらを振り仰あおぎ、居並ぶ建物のそこかしこの窓に人ひと影かげが現れ、あるいは扉を開けて飛び出してくる。いかに戒かい律りつが厳しかろうと、商人がみな夜に眠るわけが……それもこんな大都市であるわけがない。

　むろん、それを見み越こしてこの街を舞ぶ台たいに選んだのだが。

　観客はなるべく多くないと困る。

　宗一郎の合図でアイリが足元に用意しておいたカンテラに火を入れると、ざわめきが足元から二人のもとまで伝わってきた。侏儒ドワーフ特製の大光量カンテラは二人の姿を夜よ闇やみにくっきり浮かび上あがらせてくれたはずだ。

「お前たち、何者だ!?」

「……ほんとにそうですよわたしにもわかりませんよ」

　警衛兵の誰すい何かの叫びとアイリのぼやきが重なった。

「意味のわからん格好しやがって……」

　警衛兵の言うとおり、二人はいつもの簡素な町人風の服ではない。

　宗一郎は鍛きたえた全身を黒のズボンと上衣でぴったりと包み、顔は仮面で隠している。彼自身が説明するところでは「戦隊物のブラック」、この世界の住人の言葉を借りれば「身体からだの線が出すぎてはしたない」である。

　傍らのアイリはもっとひどい。

　街に出るときはいつもフードを被っている彼かの女じよだが、今日は仮面で顔を隠すのみだ。美しい銀の髪がさらさらと風に散らされ、月とカンテラの光を受けて幻想的に輝く。

　その華きや奢しやな身体を覆おおうのはやはり黒一色のドレスである。たっぷりとひだを作って膨ふくらませたスカートからほっそりとした脚を伸のばし、袖そではカットして胸むな元もとを大だい胆たんに開いた、現代日本で言えばアイドルっぽいデザイン――この世界の常識に照らせば「今にも天てん罰ばつが下るであろうふしだらな服」だ。

　今は手て袋ぶくろもしていないので、手の甲に〝改変アルター〟の文字が黒々と浮かび上がっていた。

「……うううううう」

　じろじろと素す肌はだに浴びせられる視線に、アイリは仮面の下でまたもや涙目だ。

　なお、これらの服は侏儒ドワーフの女性がノリノリで作ってくれたものである。宗一郎は「レッドかイエローがいい」と切望したのだが布を染める染せん料りようがなかったので黒になった。現代日本はともかく異世界において染料は貴重品なのだ。

「ふははははは、我わが名を聞いて戦せん慄りつするがいい！」

　刺ささるほどの視線を浴びながら宗一郎はまたもや高笑いした。

「我らは〝千文字の魔女インフイニタス〟インキュナブラに連なる者！　世の理ことわりを知り、文字にて世界に爪つめ痕あとを刻まんとする者！」

　群衆はアイリの手の入いれ墨ずみの意味をそれで知ったか、ざわめきにいくつもの悲鳴が混じった。敬けい虔けんな信徒らしき者が「見るだけで穢れる」とばかりに二人から目を逸らしているのが目に入る。

「我が名は――」

　その場にいた誰もがごくりと息を呑んだ。




「――エロ本仮面だッ!!」




「……何だそりゃ!?」

「ほんとにそうですよいったい何なんですかこれ……」

　アイリのぼやきは人々の驚愕の叫びに掻かき消けされた。

「意味のわからん格好で意味のわからんこと言いやがって！　とっとと降りてこい、さもなくば……」
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　警衛兵が怒ど鳴なり散ちらし、相棒らしき男が応おう援えんを呼びに走って行った。二人がいる建物は既すでに大勢に取り囲まれている。普ふ通つうに考えれば既に二人は袋ふくろの鼠ねずみなのだ。

「ふはは。怖れることはない！　我らはお前たちに福ふく音いんをもたらしに来たのだ！」

「何だと……!?」

　宗一郎は足元に置いておいた袋から布の束を取り出だして一気にばら撒いた。

「きゃっ……」

「何だこれ、――なんか、布だな」

　折からの強風によって何枚もの布切れはぶわっと舞い上がり、やがて一枚、二枚と人々の頭上に舞い落おちていく。身構えた人々は悲鳴を上げ、あるいは困こん惑わくしながら自分の頭に載のった布を掴つかんだ。

「お前たち、決して触れるな！　魔女のものだぞ、触れればお前たちまで穢れる！」

　誰かが叫んだが、そのときには何人もが既に布に目を落としてしまっていた。

「……何だこれ？」

　言うまでもないが、布の正体は宗一郎たちの〝本リブロ〟である。

　風に乗せてばら撒く都合上、一枚布でストーリーを完結させた短縮版であるが、しっかりやることはやっているので短くとも読者をきちんと満足させることについては印刷屋として自信を持っている。

「愚ぐ民みんどもよ、まずは一コマ目を見るがいい！」

　口調はまるきり悪の大幹部だが、その台詞せりふはむしろ教きよう壇だんの教師のようだった。

「一コマ目……えーと、ここじゃないか？　ほら、矢印？　がここから始まってるし」

「あ、ほんとだ」

　宗一郎たちがすぐさま攻こう撃げきしてくるわけではないと知ったからか、文字と見るなり目を背そむける者も多かったものの、何人かは確実に〝本リブロ〟に興味を持ったようだ。

「お前たちそれを見るなと言っているだろうが！」

　むろん警衛兵は怒鳴りつけるのだが、今はまだ警衛兵が一人なのに対して集まってきた野や次じ馬うまは人数が多い。いくら教会の威い光こうがあっても多勢に無勢で止めきれないだろう。

「いいか、一コマ目に書いてある文字はこうだ！『お帰りなさいませ、旦だん那な様さま』……」

　彼らに向かって宗一郎は朗々たる声で〝本リブロ〟の内容を読み上げた。

「女……女の台詞？　あ、こいつのことか」

「この枠わくで囲ってある文字が台詞になるんだ、ええと……ここの文字が『旦那様』か？」

「そうみたいだな、『だ』『ん』『な』『さ』『ま』……」

　男たちは〝本リブロ〟を見ながら口々に言い合っている。さながらパズルのように宗一郎の言葉と手元の刻界文字アーギオ・グリフを照らし合わせているようだ。

「文字って、話してるのをそのまま書いただけなんだな」

「だなあ、ぜんぜん意味のわからんもんだと思ってたわ、俺」

　足元で誰かが言うのが宗一郎たちにも聞こえてきた。

　この世界の刻界文字アーギオ・グリフは基本的には表音文字であり、字体グリフをひととおり覚えれば会話をそのまま文字に起こすことはできる。

　だが「言葉と文字は対応する」という概がい念ねんは文字を解読して得られるものではない。そうと教えられなければそもそも解わかりようがないのだ。

　その概念をどうやって人々に教えるか。

　そのひとつの解は、文字と同じものを彼らの目の前で音読してやることだろう。

「――では五コマ目、女の吹き出し、『奥おく様さまに見られたら』……」

「だからお前たち、それを読むなと言ってっ」

「……宗一郎さん、増ぞう援えん来ました」

　朗々とエロ本の朗読、もとい文字の読解をしていた宗一郎の腰こしをアイリがつついた。

　見ればさきほど飛び出していった警衛兵が応援を呼んで戻ってきたようだ。彼らはすぐさま住人たちを押おしのけて、あるいは建物をぐるりと回り込んで宗一郎たちのもとまでよじ登ってこようとする。

「お前たち、そこを退どけ！　そこの賊ぞくども、観念……」

　だがそれを待ってやる道理は宗一郎たちにはない。

「諸君、ではさらばだッ!!」

「貴様、何を……」

　宗一郎の合図でアイリはふたたび素す早ばやく〝聯繋コンキリオ〟を唱える。魔女の刻界文字アーギオ・グリフが躍おどり、テレポートで脱だつ出しゆつする寸前、二人の耳にひときわ大きな悲鳴が届いた。







　屋根の上からテレポートした二人は、一いつ瞬しゆん後、二ブロック隣の屋根に着地した。

「よし、目印マーカーはちゃんと作動してるな」

「はい」

〝聯繋コンキリオ〟は便利な魔法だがまったく知らない場所にテレポートすることはできない。宗一郎は数日前からこのグルンヴァルトに潜入し、確実に転移位置を同定できるよう目星を付けた建物の屋根に目印マーカーを仕込んでおいたのである。

　さきほどの大声とそれによる騒ぎは近きん隣りんのブロックにまで伝わっていたらしく、夜の大通りには困惑した顔の住人が何人もいた。彼かれらは突然現れた不ふ審しん者しやの姿に驚愕し、口々に何か叫さけびながら宗一郎たちを見上げてくる。

「ふははははははは！」

「なんでさっきからずっとその笑い方なんですか……」

「いや悪の大幹部風けっこう楽しいぞ、君もやってみろって」

「絶対に嫌いやです！」

　そして宗一郎はさきほどと同様に衆目を集めながら、風に乗せてエロ本をばら撒き、大声で刻界文字アーギオ・グリフを読み上げ続ける。

「な、何だあいつらは……」

「だから魔女なんだろ、あいつらが自分で言ってたじゃないか！」

「馬ば鹿かな……一瞬であの距きよ離りを移動するなんて」

　その小刻みなテレポートに警衛兵たちは付いてこられない。やるとすれば街全体を封ふう鎖さするしかないだろうが、そうするにはこのグルンヴァルトは広すぎるし、それも〝聯繋コンキリオ〟で市外へ跳とんでしまえばそれまでだ。

「よし、そろそろ用意してきた分は撒き終わったか？」

「はい」

「じゃあ……」

　ぼちぼち撤てつ収しゆうするか、という宗一郎の声は足元から聞こえた鋭するどい声に遮さえぎられた。

「お前たち、そこを退け！」

「な!?　貴様、何者……」

「ドナウ騎き士し団だん長ちようティリーが長子、カタリナ・ルーデル！　皇帝聖下の命によりお前たちを私の指揮下に置く、良いな!?」

　一息に名乗る声には宗一郎も聞き覚えがあった。

　あのライプハイムで遭遇した女騎士だ。アイリは明らかに動どう揺ようしたそぶりを見せ、あの姉ちゃんそんなに偉えらかったのかと宗一郎も仮面の下で驚愕する。

「ドナウ騎士団って確か有名な……」

「それより皇帝聖下ってのはどういうことです!?」

　カタリナは口々に叫ぶ警衛兵には取り合うことなく、傍らの騎士に呼ばわった。

「ウェルシュ！」

「へいへい」

　カタリナが命じたときには既にウェルシュは投とう擲てき用の短たん剣けんを指に挟はさんでいる。こうなればカンテラで足元を照らし出している宗一郎などは格好の的でしかない。

「やばっ……」

「娘むすめを狙ねらえ！」

　そしてカタリナは正確に宗一郎の弱点を見み抜ぬいた。

　宗一郎がアイリを庇かばって屋根に身を伏ふせるのと、ウェルシュが短剣を投じるのはまったく同時だった。短剣は手首の力だけで投げられたとは思えぬほどの速さと正確さでアイリに向かって疾はしる。

「ッ!!」

　切っ先は辛からくも二人の頭上を通り過ぎた。

　だが安あん堵どの息をつく間もなく既にウェルシュは二本目を構えている。

「ちっ……」

　宗一郎はとっさに屋根の上からカンテラを蹴けり落とした。侏儒ドワーフたちには申し訳ないが、今は丁てい寧ねいに扱あつかって持ち帰るだけの余よ裕ゆうがない。

「そ、宗一郎さ……」

「落ちるぞ！」

　そして宗一郎はぎりっと歯を食いしばり、蹴った反動を利用して身体を丸めた。

　屋根から下、カタリナ隊が陣じん取どるのとは逆方向に転がり落ちる。

「きゃ……」

「……ぐ」

　アイリの悲鳴はすぐにかき消え、宗一郎の身体にぎゅっとしがみついた。宗一郎もまた彼女の頭部だけでも庇おうと腕うでの中に抱かかえ込みつつ、屋根の下の植え込みに突っ込む。

「痛いって……」

　この世界にそう高い建物がないのが幸いした。

　宗一郎はすぐさま身を起こした。直接地面に叩たたき付つけられなかったこと、そして全身を覆うエロ仮面スーツのお陰かげで特に怪我けがはないようだ。アイリは肌はだの露出が多いが、こちらも宗一郎が庇ったお陰でどうにか無事である。

　だが既に視界の向こうにはカタリナの姿が見えていた。

「逃にげるぞ！」

　答えを待つ間もなく宗一郎はアイリの手を引いて駆かけ出し、側そばの路地に飛び込んだ。

　この場を脱出するには〝聯繋コンキリオ〟を使えば良い。しかしあれを発動するためにはしばし集中しなくてはならない。屋根の上ならその時間を稼かせげたのだが、短剣とあのカタリナにたちまちその優位を奪われてしまった。

「くそっ、俺おれは印刷屋であって荒あら事ごとは専門外だってのに！」

　宗一郎とアイリは武器などほとんど持っていない。最低限の護身用に短剣くらいは帯びているが、現代日本人が本物の騎士と戦って勝てるなどとはつゆほども思わないし、試ためしてみる気もない。

　愚痴りながらも宗一郎は脳裏にこのグルンヴァルトの地図を展開した。投擲武器で狙いづらい場所、時間を稼げる場所、……その間にアイリを守り切れる場所。

「お前たちはあの商会の前の角から回り込め、こちらの隊は……」

　カタリナが矢や継つぎ早ばやに街の警衛兵に指示を出しているのが宗一郎にも聞こえてくる。彼女もこの街の地理をよく把は握あくしているようだ。その指示は的確で、彼女の地位がお飾りでないことはよくわかった。

「くそっ、間ま抜ぬけって言って悪かったよ！」

　苛いら立だたしげに宗一郎は自分の言葉を反省した。

　しかしどんどん背後から足音が迫せまってきているのがわかる。

　目だけで後ろを振ふり返かえると、さきほど短剣を投じてきた騎士の顔がはっきり見えた。

「きゃ……」

　すぐ横を走るアイリがたちまち萎縮したのがわかった。宗一郎は腕を引いて走り続けるも、速度が落ちるのはどうしようもない。

　内心舌打ちするが、さりとてアイリに怖こわがるなというのは酷こくな話だ。彼女が神聖帝てい国こく軍の襲しゆう撃げきで血族を喪うしなったのはそう昔の話ではないし、少女にとっては屈強な男が迫ってくるだけで相当な恐きよう怖ふだろう。

「はいはい、そろそろ鬼おにごっこは終わりに……っと！」

　ウェルシュの手がアイリを掴もうとした瞬しゆん間かん、宗一郎は手にしたものを投じた。

　武器ではないと判断したのか、ウェルシュはそれを避さけようとしなかった。額の鉢はち金がねに当たったそれはかちんと音を立てて、ぶつかった衝しよう撃げきで蓋ふたが外れる。

「うわっ……と!?」

　次の瞬間、こぼれた黒インクがウェルシュの顔にぶちまけられた。

　先日ようやく完成した新配合の黒インクである。なぜそんなものを持ち歩いているのかと問われれば、「なんとなく」「インクの匂においがないと落ち着かないから」という変態じみた理由だったりするが。

　ともあれ、さしもの騎士も得体の知れない液体、それが目に入っては混乱したらしく足が完全に止まった。その隙すきに宗一郎はアイリの腕を引いてまた別の路地に入る。

「くそ……どんどん追い込まれてるな」

　だが状じよう況きようは改善したわけではない。

　必死で地図を思い出して現在位置を把握する。カタリナは部下や警衛兵たちを手足のように動かして、宗一郎たちを今度こそ袋の鼠にしようとしている。

　それにカタリナは宗一郎の弱点に気付いている。

　言うまでもなくアイリだ。

「そ、宗一郎、さ……」

　ぜえはあと苦しい息の下から自分を見上げるアイリの肩かたを宗一郎は無言で叩いた。

　いかんせん彼女は体力がなく運動も苦手である。そんな彼女を危険な場に連れ歩いていたのは彼女自身が望んだこともあるが、宗一郎自身が文字魔法グリフマギカを過信していたからだ。まったくどうしようもない、と内心歯は噛がみする。

「テレポート……さえできれば勝ちなんだがな」

〝聯繋コンキリオ〟での逃とう亡ぼうを成功させるのに必要なのは時間、そして距離だ。

　別の場所への『扉』が開いたときに追っ手が近くにいては彼らまでテレポートに巻き込む可能性がある。たとえ発動が間に合ってもあの工こう房ぼうにカタリナや騎士を連れ帰ってしまうというのはさすがにぞっとしない。

「なら、手持ちの札は……」

　宗一郎は脳裏にもう一度地図を展開して文字魔法グリフマギカの札を入れたポーチを確かめる。

「良いいか、アイリ」

　宗一郎は路地を駆けながら素早く作戦を説明した。

　アイリは無言で小さく頷く。もう声を出すほどの余裕もないようだが、それでも彼女が絶望していないことは仮面越ごしにも伝わってきた。

「じゃ、エロ本仮面の退場と行くかね」

　呟く宗一郎をアイリが傍かたわらから見上げてくる。「その名めい称しようそろそろ何とかならないんですか」という無言の圧力を宗一郎はしれっと無視した。







「さて、そろそろ悔くい改あらためる時間だ」

　カタリナは朗々たる声で呼ばわった。

　グルンヴァルトの中心部には教会が擁ようする大広場があり、祭りや大規模な祭儀ミサに使われている。カタリナは警衛兵たちを縦じゆう横おう無む尽じんに動かしてソウイチロウ・サカガミをこの大広場に追い込むことに成功していた。

「よくもまあ、ちょこまかと逃げ回まわってくれたが……ここなら逃げ切れまい！」

　カタリナが大広場を決着の場に選んだのは先日のライプハイムの街での出来事が頭にあったからである。自分だけでは文字魔法グリフマギカに抗こうしきれないかもしれないが、大勢の目があれば不覚を取ることもあるまい。

「拝命して早々に貴様に出くわすとは、これも神の御ご加か護ごか」

　今日カタリナがこのグルンヴァルトに滞たい在ざいしていたのは、正直ただの偶ぐう然ぜんである。

　ビーターから追討命令を受けたカタリナはこの街で部下の到とう着ちやくを待ちつつ情報収集を行っていた。そこに夜になって『不審者出現』の一報が飛び込んできたのである。

「ちっ、よく覚えてるな……」

　だが、ぐるりと騎き士しや兵に囲まれながらもソウイチロウ・サカガミは不敵な態度を隠かくそうともしなかった。その根こん性じようだけはたいしたものだが、とカタリナは内心呆あきれる。

「ウェルシュ」

　彼女の腕の一ひと振ふりで隊の兵たちはすぐさま走り出した。

　ここで長々と奴のご高説を聞いてやるつもりはない。そんなものはビーターに引き渡してから聖堂でやってもらおう。

「〝改変アルター〟――」

　少女が札を手にして何かを唱えた。同時に少女の腕に彫ほられた刻界文字アーギオ・グリフが光を帯び、夜の広場に血のような禍まが々まがしい赤しやつ光こうが浮うかび上がる。

　だがあの転移の文字魔法グリフマギカに少し時間がかかることはさきほどの動きからわかっている。カタリナ隊が取とり押さえるほうが早い。

　ウェルシュの手が少女の華奢な肩を掴む。

「観念しろ……」

「〝聯繋コンキリオ〟――扉よ開け、ありったけ！」

　少女の声は小さかったが、不思議とカタリナの耳までよく届いた。

　ウェルシュは少女を捕とらえたかに見えたが、文字魔法グリフマギカの発動まで止めることはできなかったようだ。ぐにゃりと少女の横の空間が歪ゆがみ――そのように見えたと、他に形容のしようもない――、奥おくから怒ど濤とうのごとく何かが押し寄よせてくる。

　何か……それが大量の水だと気付くのにカタリナは数すう瞬しゆんを要した。

「お前たち、避け……」

　カタリナは叫ぶも、それはもはや意味がなかった。

　広場の中心には身を固定する場所などほとんどない。いかに鎧よろいを着込んだ騎士であろうと、河か川せんが決けつ壊かいしたかのような勢いで押し寄せる水には為なす術すべもなく、広場の中央から端はしまで一気に押し流ながされていった。

「……くぁっ!?」

　それはカタリナも例外ではない。ウェルシュ、カタリナ、遠巻きに囲んでいた警衛兵までみな等しく水に巻かれて身動きが取れなくなる。

　例外はあらかじめ広場の中央に据すえ付けられた銅像に掴まっていたソウイチロウ・サカガミ、そして彼にしがみついた少女だけだ。

「くっ、何が……」

　この突とつ然ぜんの洪こう水ずいが〝聯繋コンキリオ〟の応用であるとカタリナは当然ながらわからない。

　宗一郎はあらかじめ水源に目印マーカーを打って文字魔法グリフマギカで現在地と水源の空間を繋つなげるようにしてある。『扉』の大きさと時間を狭せばめればコップ一杯ぱい分の水を即そく座ざに喚よび出せるし、限界値まで広げればこうして即そく席せきの洪水を起こすことも可能なのだ。札を何パターンも準備しておいたのがこう役に立つとは思わなかった。

　洪水はほどなくして治まり、水は広場から外にさらさらと流れ出ていく。

「くそっ……！」

　カタリナは即座に跳はね起おきてソウイチロウ・サカガミに向かって駆け出した。向こうではウェルシュが転がりながらも短剣を抜こうとしている。

　だが今度は間に合わないことはカタリナ自身もなかば理解していた。

「――〝聯繋コンキリオ〟！」

　ふたたび凜りんとした少女の声が耳を打つ。

　カタリナが手を伸ばすもそれはあえなく空を切り、不審者二人の姿は消えた。
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「今回は、さすがに肝きもが冷えたな……」

　何度かテレポートを繰くり返して工房に戻もどってきた宗一郎は、呟つぶやいて床ゆかに座すわり込んだ。

　傍らではアイリがぐったりと床に横たわってぜえはあと荒あらい息をしている。全力疾しつ走そうと立て続けの魔法行使はかなりきつかったのだろう。

「アイリ、大だい丈じよう夫ぶか？」

「うー……はい」

　とりあえず彼女の顔から仮面を剥はがしてやって自分も素す顔がおに戻る。それだけで息苦しさが少しおさまった気がした。

「お、おい、大丈夫か!?」

　バルバノが慌てて水差しを持って駆け寄ってきてくれる。渡された水を一息に飲み干して、宗一郎はようやく落ち着いたとばかりに大きく息を吐はいた。

「まったく……いつも言っているだろう、無む茶ちやなことはするなと！」

　やがて、宗一郎の報告を聞いたバルバノはそのいかつい顔をますます険しくした。

「だいたいお前さんはだな……」

　いつもなら聞き流す説教も今回ばかりは神しん妙みように聞く。なにせ宗一郎自身が捕らえられるだけならまだしもアイリをも巻まき添ぞえにするところだったのだ。

「まあ……でも、無茶をした甲か斐いはあったかもしれんぜ、バルバノ」

　宗一郎はいつもの不敵な笑えみを浮かべた。

「あの女騎士……カタリナっていったかな、皇こう帝てい命令がどうのって言ってた。俺たちの名前も知ってるみたいだった。エロ本売りの魔ま女じよの名前がとうとう皇帝聖下のお耳にまで届いたんだ、たいしたもんじゃないか」

「それは……そうだが」

　そもそも宗一郎たちの目的は世間を攪かく乱らんすることなのだから、神聖帝国が本ほん腰ごしを入れてきたということはそれだけ騒さわぎが大きくなっているということである。

　大陸のあちこちの街を飛び回った甲斐もあったというものだ。

「だが逆に言えば今後は迂う闊かつな行動はできなくなるぞ。重々慎つつしんでだな……」

「ところでバルバノ、後ろに置いてあるそれは何だ？」

　見れば工房の隅すみには家主の宗一郎にも見覚えのない機材が積まれている。

「ああ、これか。村の奴やつらに組み立てを頼たのんでたのができあがったんでな、さっきまで実際に刷れるか試してたんだ。お前さんが帰ってくるまで待とうかとも思ったんだが……」

「組み立て頼んだ……つーと、あれか！」

　宗一郎はぱあっと顔を輝かがやかせ、疲つかれなど吹ふっ飛とんだとばかりに駆け寄っていく。

「凄すげえぞバルバノ、こいつをこの短時間で！」

「いやなに、侏儒ドワーフの手にかかればこのくらいはお手のもんよ、はっは」

　だが結局バルバノも宗一郎と同種なのだった。成果物を褒ほめ称たたえられて気をよくしたバルバノはすっかり説教の続きを忘れてしまい、宗一郎と印刷談義に入る。

「布は儂わしら男は門外漢だからな、女たちにもずいぶん手間をかけてもらったよ」

　バルバノが得意げに手にしたのは金属の活版ではなく、布を木き枠わくに張ったものだった。

　孔こう版はん印刷、あるいはシルクスクリーンと呼ばれる印刷技法がある。

　絹や紗しやのような布に固まりやすい液で絵を描かき、インクを通す部分と通さない部分を作る。この布を版として上からインクを付けたヘラでこすると、一部のインクだけが版の下においた用紙に転写されるのだ。

　金属活字や活版ほどには大がかりな道具を必要としない上に印刷する素材を選ばないので、古くは小こ紋もんや沖おき縄なわの紅びん型がたといった染め物に、近代でもガリ版印刷やアートなどに用いられてきた技法だ。

「こいつは楽にいけると思ったんだがな、案外、再現に手間取ったよな……」

「ところでソウイチロウ、これはこれで面白おもしろいやり方だと思うが、今までの方法じゃだめなのか？」

　今のところ〝本リブロ〟の文字部分は活版、イラスト部分はエッチング技法（銅版に金属針で絵を描えがいて版とする）で印刷している。そちらもずいぶん熟こなれてきて布に印刷するのであればさほど問題は起きていない。だが、

「この孔版はカラー印刷が得意でな。それに板を削けずる必要がないからアイリでも簡単に版が作れる。これは大きいだろ？」

「え、……ええ」

　今まではどうしても宗一郎やバルバノがアイリの絵から原版を起こす必要があったが、絵え描かきのアイリが直接版を作るほうが品質は確実に上がる。

「皇帝聖下がせっかく俺たちの本を読んでくれるっていうんだ、ここは出血大サービスしてやらねえとな」

　言って宗一郎は後ろの壁かべを振り返った。

　そこには例の美び麗れいなグラビア印刷が貼はってある。現在の技法もより突つき詰つめて品質を上げていくことはできる――が、それではこのグラビアにはまだ遠いのだ。

　より鮮あざやかで、より大量生産に向く技術を常に模も索さくしなくてはならない。

「こいつが実用化できたら、絵に肌はだ色いろが楽に付けられるようになるぞ。せっかくのアイリ先生の絵なんだ、どうせなら大だい迫はく力りよくでお届けしたいだろ？」

「肌色……で綺き麗れいに描けたら、それはもちろん、すごいですけど」

　アイリとバルバノも何度もグラビアを見ているし説明も受けているので、フルカラー印刷という存在は理解している。しかし自分たちの手でそれができるという実感はまだ乏とぼしいらしく、改めてじっとグラビアを見つめて不思議そうな顔をしていた。

「だとするなら……黒インクの版と肌色の版の二枚が必要ってことになるのか？」

　しばし考えた後、バルバノは宗一郎に確かく認にんするように尋たずねてきた。

「さすがバルバノ、理解が早い」

「それと……あとは肌色に調合したインクだな？」

　現代ではＣＭＹＫの四色を紙の上で混色してフルカラーを再現する。しかしそのためには色分解が必要であり、そのための技術と材料はまだ宗一郎の手元にない。

　となれば残るは特色インク、あらかじめ肌色に調合したインクを用いることである。

「肌色……つまり、何色と何色だ？」

　バルバノは自分の日焼けした肌をしげしげと眺ながめて首を捻ひねった。

「まずは赤と黄色だな。あとは調合しながら試していくしかねえだろう」

「赤の顔料か……うーむ」

　前述したとおり、この世界において「鮮やかな染料」はそれだけで貴重品である。

　またひとえにカラーの再現といったところで原料を入手しやすいか否いなかによって難易度は大きく変わる。たとえばかつて青を描くには金属のコバルトが用いられていたが、これを入手、加工できるようになったのは近代のことであり、それまで鮮やかな青の絵の具は存在しなかった。

「五原色だし、赤色は今後も絶対に必要になる。できる限り高品質なのがいいんだが……バルバノ、何か知らないか？」

「無茶を言うな。布のことは女の領分だ、儂が知るわけがない」

　宗一郎とバルバノがうーんと頭を抱えたところで、おずおずとアイリが手を挙げた。

「お、アイリ、何か知ってるのか？」

「名前を読んだことがあるだけなんですけど……その、〝枢すう機き卿きようの赤〟っていう染料を」

「……〝枢機卿の赤〟？」

　聞き慣れない名称に宗一郎は眉まゆをひそめた。

「ああ、そいつの名前だけならわしも聞いたことがあるぞ。確か、赤色のことだわな」

「はい」

「確か有名な産地があるんだ。どこだったかな……」

　やがて、バルバノはしばし腕うで組ぐみして考え込んだ後、とある地名を挙げた。

「カッセル公国だな。そこに、赤色染料カーマインがあるはずだ」
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「……で、ようやくカッセルに辿たどり着ついてみたわけだが」

　宗そう一いち郎ろうはぽりぽりと頭を掻いた。

〝聯繋コンキリオ〟はあらかじめ訪おとずれた場所にしかテレポートできないため、初めての土地には乗合馬車と徒歩で地道に移動することになる。宗一郎とアイリは旅をすること二週間あまり、ようやくカッセル公国領に入ったのだったが。

「ほんっとーに田舎いなかだなあ、こりゃ。歩きづらいったらありゃしねえ」

「歩きづらいのはカッセルが田舎だからじゃなくて、ここが山の中だからです！」

　がさがさと目の前を遮る枝を掻き分わけながらアイリが喚わめいた。

　ここはカッセル公国……の国境近くの山の中である。

「しゃあないだろ、赤色染料カーマインの原料がこの山の中にいるっていうんだから」

「なんで自分で採らないといけないんですか、買えば良いじゃないですか」

　カッセル領にやってきた宗一郎たちはまず公都シュマルカルデンで赤色染料カーマインについて聞き込んでみた。

　そこでわかったことは、赤色染料カーマインの原料となるのはカイガラムシという虫で、この虫を乾かん燥そうさせて磨すり潰つぶすことで赤い染料が得られるのだという。このカイガラムシは温暖な地方にしか生息しないために大陸南方に位置するカッセル公国の特産品となっている。

「だって、今買い付けるのは難しいってあのおばさんが言ってたじゃないか」

「自分たちで虫捕つかまえるほうがよっぽど難しいで、――きゃぁあっ!?」

　そこで木の根に足を取られてアイリがすっ転び、それを宗一郎が後ろから掴まえる。

「っと、大だい丈じよう夫ぶか？」

「大丈夫じゃありません……宗一郎さんにぶら下げられてるせいで」

　アイリは背嚢リユツクごとぶら下げられてちょっと涙なみだ目めだった。

「うう、二人で長旅って聞いたときはちょっと楽しみにしてたのに……」

　アイリに横目で睨にらまれながら宗一郎はがしがしと頭を掻く。

「そりゃ仕入れられたらそれに越したことはないが……赤はできれば継けい続ぞくして欲ほしいし」

　赤は五原色のひとつである。カラー印刷をするならば必ひつ須すの色だ。

「ただ、ここも神聖帝国に乗っ取られてるなんてなあ……」

　二人が訪れたのはカッセル公国――この言い方は少し正しくない。

　数年前までこの地はカッセル公国として独立していたが、大陸のあまたの国と同様に神聖帝てい国こくの野望に呑のみ込まれた。現在の領主は前カッセル大公の娘であるが、傀かい儡らいに過ぎず、実質的には神聖帝国の属領である。

　そしてカッセルを支配した神聖帝国は特産品の赤色染料カーマインにも目を付けた。

『悪いねえ。前は……前の大公様の頃は、売ってあげることもできたんだけど』

　宗一郎が訪ねた先の老ろう婆ばは疲れ切った顔で言ったものだった。

　現在では赤色染料カーマインはすべて神聖帝国に二束三文で買い上げられてしまうのだという。生産者たちには帝国以外との取引を禁じるというおまけつきで。

「くそっ、教会の奴ら、俺たちの本のことを知って先回りしたんじゃねえだろうな……」

「それ明らかに時系列が逆です」

　愚ぐ痴ちる宗一郎にアイリが呆れ顔がおで突っ込んだ。

　ともあれそんなわけで生産者から赤色染料カーマインを手に入れるのは難しいと知った宗一郎たちは、自らカイガラムシを探しているのである。

「何だっけか、サボテンみたいな木の中に棲すんでるって言ってたよなあ……」

　カイガラムシは特定の木だけを囓かじる虫だとかで、宗一郎は老婆に頼んでその木を見せてもらったのだが、だいたいそのような印象だった。

「うう、疲れました」

「このくらいでへばってどうする、この一歩が世界を変えるんだぞ!?」

「……それ言っておけば何でも許されるって最近思ってません？」

　ジト目のアイリに睨まれ、宗一郎は珍めずらしくばつの悪そうな顔でアイリの背嚢を代わりに背せ負おってやった。

「そろそろ日も暮れてきましたね……」

〝聯繋コンキリオ〟があるので引き返すための時間は気にしなくて良いのだが、視界が暗くなればそれだけ転んだり事故に遭あう確率が高くなる。

「うう、足元が見えづらいです……」

「だいたい魔女は代々山やま奥おくで暮らしてたんだろ？　その君がなんで山で鈍どんくさいんだ」

「あ、鈍くさいって身も蓋ふたもなく言い切った！」

「お、……もしかしてあれか？」

「ちょっと、ごまかさないでくださ……って、ほんとだ、あれっぽいですね」

　二人は同時に足を止めた。

　薄うす暗ぐらい空を背にして一本の木が生えていた。高さは宗一郎の背と同じくらい、しかしすらりと枝葉を伸のばすのではなくどこかずんぐりとした輪りん郭かくをしている。

「こいつの幹の中に棲んでるって言ったよな、カイガラムシ」

「ちょっと宗一郎さん気をつけてくださいよ!?」

　宗一郎が目を輝かせてサボテン（仮）に駆け寄るのに、今度はアイリが慌あわてて叫んだ。

　近づいてみるとその木はますますサボテンに似ていた。樹皮が軟やわらかく触さわるとスポンジのような感かん触しよくがあり、ありがたいことに棘とげらしきものはほとんど見当たらない。

「それじゃ、ま、一発行ってみよう！」

「お願いですから周りちゃんと見てくださ……」

　宗一郎は荷物から折りたたみ式の手て斧おのを取り出だして振り下おろす。軟らかなその幹はあっさり根元からへし折れ、持ち上げてみるとたいした重さもない。

「お、これなら持って帰るのに苦労はなさそ……」

　ひょいと幹の断面を覗のぞき込んだ宗一郎は、しかしそこでぴしりと固まった。

「……どうしたんです？」

　遅おくれてアイリが宗一郎の後ろから同じくサボテンもどきを覗き込んだ。彼かの女じよは平然と、

「あ、確かにいますね、虫。これがそのカイガラムシなんでしょうか」

　スポンジ状の幹から一匹ぴきつまんで引っ張りだし、まじまじと眺めている。

　ようやく見つけたカイガラムシは体長わずか数ミリほどの小さい虫で、見てくれはそう赤くもないので赤色染料カーマインの原料と言われてもにわかには信じられないほどだ。

「……あ、こうすると赤くなるんですね」

　だがサボテン（仮）の断面には赤インクをこぼしたような染しみが数点できていた。おそらく木を切る際に数すう匹ひき巻き込まれて潰されたのだろう。どうやら小さな腹に赤い体液を抱え込んでいるらしい。

「なるほど、なら乾燥させて磨り潰して……」

「…………」

「……？　宗一郎さん？」

　そこでようやくアイリは宗一郎の異変に気付いたようだった。

　宗一郎の目は一点をじっと見つめていた。アイリの細い指の上をうごうごと動き回るカイガラムシを。

「……もしかして、虫苦手なんですか？」

「うるせえ俺は二十一世紀の日本人なんだ田舎なんて行ったことなかったんだあああ！」

　思わず吹き出すアイリに、宗一郎はほとんど涙目で叫んだ。

　小学校の頃はカブトムシに憧あこがれるクラスメートをよそにインクに目を輝かせ、夏休みは盆ぼん暮くれ構わず仕事をする父親の工場に出入りしていたものだから、虫と触ふれあう機会のないまま大人になってしまったのである。

　対して山育ちのアイリにとっては虫などはごくありふれた生き物だろう。なにしろこの世界に殺さつ虫ちゆう剤ざいなどは存在しないのだ。

「……それなのに虫を捕りに来ようなんて言ってたんですか……」

「印刷への熱い想おもいがあれば何とかなると思ったんだ！」

「じゃあ何とかしてくださいよ今からでも」

　どう見ても逃げ腰ごしな宗一郎をアイリはジト目で睨む。

　だが宗一郎はアイリが指を近づけるだけで逃げ出す有様だったので、結局、木の幹に巣くっていたカイガラムシはアイリが独りで採取する羽目になった。

「うう、二人旅だと思ってたのに……なんで独りで虫取り……」

　ひょいひょいとカイガラムシを摘まみ上げながらアイリはしくしくと呟いたのだった。







　そして、宗一郎たちの虫取りの努力はしょうもないオチがついた。

「ああ、これだけじゃぜんぜん足りないよ。少なくともそこの桶おけに数杯はないと」

　どうにか（アイリが）カイガラムシをかき集めた後、二人は麓ふもとの村の老婆のもとにそれを持ち込んだ。精製方法だけでも教えてくれと頼み込んだ彼かれに老婆が言ったのがさきほどの無情な一言である。







[image: ]







「数杯……」

　その様子をまざまざと想像してしまい、宗一郎は思わず立ちくらみしかけた。

「で、で……集めたそいつを、どうすればいいんだ？」

「そうさねえ……まず乾燥させて磨り潰して」

　聞けば山の麓の村々では数年前までカイガラムシの養よう殖しよくを行っていたのだという。計画的に集めた数万、数十万ものカイガラムシを磨り潰して粉にし、熱湯処理することでようやく鮮やかな赤色が得られるのだそうだ。

「それは……」

　そこまで聞けばさしもの宗一郎も、自力で……それも短時間で同じことをやるのは無茶だと認めざるを得なかった。

「なにせ、この赤色染料カーマインで染めた布一枚で家が建つんだからね。そりゃ大変だよ」

　そんな高価な工芸品を扱っているとは思えぬみすぼらしい格好で、老婆は疲れたように笑った。どんな芸術品もそれを作る職人たちが貧しいのはよくあることではあるが。

「おかげで、赤のマントは教会の枢機卿様しか着られないって規則まであるくらいだ」

「……枢機卿？」

　宗一郎はそこで思い出した。アイリは赤色染料カーマインの別名を何と言っていたか。

「……だから、〝枢機卿の赤〟か」

「そうそう」

　老婆はふたたび皮肉げに笑った。




＊＊＊＊＊




　宗一郎たちがカイガラムシを捕まえようと悪あく戦せん苦く闘とうしているのと同じ頃。

　カタリナは修道騎士の略式鎧でカッセル領の公城を歩いていた。身分の高い者と会う場合は武人であろうと礼服が基本だが、そうするとカタリナはおよそ騎士らしからぬドレスを着る羽目になるので軍装で押おし通とおしてしまうことが多い。

「やあやあ、我わがカッセル領にようこそ」

　玉座に座るがごとく執しつ務む机づくえにふんぞり返る中年男が手を広げてカタリナを出で迎むかえた。

　男は薄うすくなった髪かみを香こう油ゆで丁寧に撫なで付け、派手な服の裾すそをひらひらとたなびかせている。そのでっぷりと出た腹に武人のカタリナは内心顔をしかめたが、嫌けん悪お感かんを押し殺ころして慇いん懃ぎんに頭を下げた。

「ご無ぶ沙さ汰たしております。ジギスムント殿どの」

　とたん、ジギスムントと呼ばれた男の目が明らかににやけた。自分の顔……そして鎧に押し上あげられた胸に無ぶ遠えん慮りよな視線を感じたもののつとめて無表情でやり過ごす。

　この男はジギスムント・ツェリエ、神聖帝国からカッセル領に派は遣けんされた代官である。

　数年前に神聖帝国はカッセル大公を「異い端たん者しやの疑いあり」と糾きゆう弾だん、『正しい信しん仰こうを広める』大義のもとに神聖帝国に組み入れた。表向きには前大公の娘むすめを女公に据えてあるがこれはお飾かざりでしかなく、事実上この領地を支配しているのはジギスムントである。

「ご栄達のお噂うわさを伺うかがうばかりで、ご挨あい拶さつが遅れましたこと申し訳ございません」

「ふん、ろくな名物もない田舎だが、総代官は悪くはないな」

　大陸南方に位置するカッセルは大国から離はなれている上に大きな都市も擁していない。神聖帝国に組み込まれるまではほぼ地産地消、赤色染料カーマインで多少の外貨を稼ぎながらのんびり暮らしていたような公国だった。

　それはそれで住みよい土地に思われるがジギスムントには不満のようだ。

「儂もティリー卿きようの娘御が美しく成長したという話は聞いていたが、これは噂以上だの」

「私は皇帝聖下の命にて参りました」

　横おう柄へいな態度を隠そうともしないジギスムントに、カタリナは淡たん々たんと述べた。

「皇帝聖下だと……？」

「ええ。私がこうしてカッセル領を訪れたことは独断ですが、皇帝聖下のご意向を受けたものでもあります。心してお聞きください」

　皇帝という単語にジギスムントの顔が引きつった。彼は大司教から代官に任じられた人物だから皇帝の命令は絶対だ。

「昨今出回っている〝本リブロ〟のことはご存じですか」

「〝本リブロ〟……？」

　ジギスムントはしばし考え込んだ後、得心したように手を叩たたいた。

「……ああ、思い出したぞ。女の絵を大量にばら撒まいてるっていう馬ば鹿かどもだ」

「そうです。問題の〝本リブロ〟がこちらなのですが」

　カタリナは控ひかえていたメイドに命じて持ち込んだ本を一部持ってこさせる。カッセル領に向かう道すがら、あのライプハイムに寄って数部回収してきたのだ。

「ほお、……これはこれは」

　カッセル領は南方にある上にソウイチロウ・サカガミが出現したとの報告もない。ジギスムントも噂はともかく現物を見たことはなかったらしく、ぺらぺらとページをめくっては顔を好色に歪めていた。

「ジギスムント殿」

「……ふむ、このようななよっとした女は好かんな。こっちのほうが……」

「ジギスムント殿ッ!!」

　カタリナが数度怒ど鳴なりつけてようやくジギスムントは我に返った。

　さすがにばつが悪かったのか、ジギスムントは何度も咳せき払ばらいして取り繕つくろいながら、

「ということは何だね？　カタリナ卿、君はたかだかこんな女の絵のために……」

「言ったはずです、ジギスムント殿。これは皇帝聖下のご意向であると」

　カタリナが睨むとジギスムントは思わずもごもごと口ごもった。

「それに女の絵はこの問題の本質ではありません。この〝本リブロ〟の最大の問題は、絵とともに刻界文字アーギオ・グリフが書かれているということです」

「……刻界文字アーギオ・グリフ？」

　ジギスムントとて貴族である以前に教会の信徒である。その顔がはっきり引きつった。

「その主犯と思われるのはソウイチロウ・サカガミなる男です。先日、グルンヴァルト市にて捕まえる寸前まで行ったのですが……力及およばず、取り逃にがしました」

「……ほう？　それで、その者の逃とう亡ぼう先さきはわかっているのかね？」

「いいえ、奴らは恐おそるべきことに文字魔法グリフマギカで霞かすみのように姿を消すので、容易に足取りは掴つかめないのです。各地での目もく撃げき情報からすると移動速度も相当に速いようで……」

　ここで「自分が失敗した」と正直に言ってしまうのがカタリナの実直な……そして交こう渉しよう下手なところである。それまで皇帝の一語に及び腰だったジギスムントだが、カタリナを見る目に明らかな侮ぶ蔑べつが混じった。

「それはそれは、お気の毒なことだな。かのティリー卿の子ともあろうものが」

　カタリナはぎりっと拳こぶしを握にぎりしめた。その台詞せりふに続くのはどうせ「しょせん女か」という一言だろう。騎士を志してからそんな言葉は飽あきるほど聞かされているが、それでも。

「カタリナ卿、もう一度聞こうか。君がこのカッセルにやってきた理由は何だね？」

「ご想像通りです。ソウイチロウ・サカガミがこのカッセルに出しゆつ没ぼつする可能性がある」

　カタリナの返答にジギスムントはふんと鼻を鳴らした。

「だが君はさきほど、奴の足取りは容易に掴めないと言ったではないか。それをなぜ我が領だと断定できるのだ？」

「目撃情報からの推測です」

　カタリナは数秒ほど黙もくして記き憶おくの中から必要な情報を引っ張り出した。あのフィンのような記憶奴ど隷れいがいれば雑多な情報はそちらに任せてしまえるのだが、騎士としてあちこち転戦する身ではああいう奴隷を連れ歩くのはかえって煩わずらわしい。

「さきほどお見せしたように〝本リブロ〟には布が使われています。どうやら街の古着屋で大量に古着を買い込み、それを裁断しているようです。最近、このカッセルに至る街かい道どう沿いで数すう軒けん、古着を買い込む怪あやしい男を見かけたという報告がありました」

　宗一郎がこの会話を聞いていたら盛大に舌打ちしたことだろう。

　カタリナが指し摘てきしたとおり、宗一郎は古着屋からボロ布を大量に仕入れて本文用紙代わりにしている。カッセル領に向かいながらついでに仕入れもしていたのだが、ここから足が付くとは予測していなかったのだ。

「ならばその古着屋どもを全員捕らえてしまえば、虫も炙あぶり出せるかもしれんぞ」

「彼らは何も知らなかったのです。そのような無体な……」

「ふん、知ろうが知るまいが異端者に手を貸したことに代わりはあるまい。そのような穢けがれた奴ら、全員殺してしまえ」

　乱暴な物言いにカタリナは優美な眉をひそめた。

「しかし解せんな。そいつらがやっているのはしょせん、女の絵と文字を書いた布をばら撒いているだけだろう？　それをなぜ皇帝聖下がそこまで気にかけるのだ」

　ジギスムントの猜さい疑ぎ心しんもあらわな顔を前にカタリナは一いつ瞬しゆん、黙だまり込んだ。

　ビーターから聞かされた可能性――文字が教会を駆く逐ちくする可能性がある――をここでジギスムントに話すべきか否か。ジギスムントはカタリナより高位の聖職者であるから、本来であれば話すべきだろうが……

「それは聞き捨てならないお言葉ですね、ジギスムント殿」

　結局、カタリナはジギスムントをぎろりと睨んで回答を避さけた。

　あれはビーターのあくまで独り言であり、おいそれと他人に話せるものではない。それにジギスムントには悪いが、たとえ話したところで正確に理解してもらえないような気がした。

「……何だと？」

「さきほど〝本リブロ〟をご覧に入れたでしょう。あのような恥はずべきものを見み逃のがすことは、神と皇帝聖下の御み名なを汚けがすことに他ほかなりません。もしやと思いますが、ジギスムント殿は皇帝聖下の……」

「まさかそんな、そんなわけないだろうッ!?」

　皇帝聖下の一語は効こう果か覿てき面めんで、ジギスムントの声がはっきり裏返った。

「ならば、くれぐれもこの一件を甘あまく見みてかからないことです。ソウイチロウ・サカガミの詳しよう細さいは後ほど部下にも説明させますが、目撃されるようになったのは……」

　説明しながらカタリナは一瞬、目だけで背後を見やった。

　執しつ務む室しつにはカタリナとジギスムントのほかにメイドがひとり控えている。客人の応対に出るだけあって見目も良く、紅茶を注ぐ仕草も洗練されたものだ。

　だがその目に時折混じる鋭するどさはただのメイドには不必要なもののはずだった。

「なるほど、君の用向きはわかった。そのソウイチロウ・サカガミとやら、カッセル領主のこの儂が捕らえてみせようではないか」

　やがてカタリナの説明を聞き終えたジギスムントは大きく頷うなずいた。

「この一件は皇帝聖下の肝きも煎いりだと言ったな、カタリナ卿」

「……はい」

「ならば儂がその者を見事捕らえてみせれば、皇帝聖下の覚えめでたく、今度こそ緋ひ色いろにも手が届くかもしれんな」

　緋色、すなわち〝枢機卿の赤〟のマントのことである。

　赤色染料カーマインを産出するカッセルを治めながら自身は枢機卿ではないというのはこのジギスムントにとっては耐たえられないことらしかった。そんな折にこのカタリナの依い頼らいは渡わたりに舟ふねだったろう。

「ご協力感謝いたします。ならば……」

「なになに、皇帝聖下の御おん為ためとあらば、儂のこの身を差し出しても惜おしくはない」

　ジギスムントはにやにやとカタリナの身体からだを上から下まで見下ろしてくる。

「このカッセルのことなら、どんな小さなことでも儂に知らぬことはない。この儂の知ち謀ぼうによってすぐに部下を調べにやるのでな、この城でごゆるりと吉きつ報ぽうを待たれよ」

　権力欲は強くとも自分で働く気は毛頭ないようであるが。カタリナがもはや相あい槌づちすら打ち忘れて引きつり笑いを浮うかべるのにも気付かず、

「ところでカタリナ卿、せっかくこの南方にまで来たのに地味な調査しかしないのもつまらんだろう。どうだ、儂も気に入っている保養地がこの城からさほど遠くないところにあるのだが」

「お心こころ遣づかい感謝いたします。ですが皇帝聖下のご命令をいただいた身で、保養などするわけにはまいりません」

　清すが々すがしいほど直ちよく截せつ的てきな誘さそいにカタリナは引きつり笑いで答えた。

　しかしジギスムントはあからさまに不ふ機き嫌げんな顔になっている。このカッセルの最高権力者として赴ふ任にんして数年、この地で彼の誘いを断れる女などいなかったのだろうが。

「……難なん儀ぎしそうだ、これは」

　ようやく執務室を辞した後、カタリナはぐったりと呻うめいたのだった。




＊＊＊＊＊




「良いいかアイリ、十代の巨乳と二十代の巨乳は違ちがうんだ」

　宗一郎は力説した。

「十代は張りが強くてお椀わん型だが、二十はたちを過ぎたあたりから柔らかくなって水すい滴てき型になる。だがそれが悪いってことじゃなくてな、お椀型が好きって男と水滴型が好きって男の両方がいて」

「はあ、……そうですか」

「おいおい、俺おれは君のために説明してるんだぞ、今後の原げん稿こうの参考にだな」

「それは、ありがとうございます」

　アイリはげんなりした顔で言って宗一郎を見上げた。

「でも、ここが街の大通りでなければもっと良かったです！」

　宗一郎とアイリが歩いているのは、カッセル領の公都シュマルカルデンの目め抜ぬき通りである。

　かつては一国の首都だった街だから、道路の幅はばは広く居並ぶ建物もどれも立派な佇たたずまいだ。だが華はなやかだった〝五芒星クインクエ〟グルンヴァルトに比べると商店街や屋台の並びにぽつぽつ穴があり、市に並べられた野菜は萎しなびて彩さい度どに欠け、道にはみすぼらしい格好の物もの乞ごいが目に付く。

　街が暗く見えるのは分厚い雲が太陽を覆おおい隠かくし、道に水たまりができているからというだけではないだろう。道行く人々の顔はどこか疲れた様子で、彼らとすれ違う見み廻まわりの兵……神聖帝てい国こく兵は居い丈たけ高だかだ。これが占せん領りよう地ちの風景というものなのだろうか。

　街には教会から変わらず聖歌サームが流れてくるがそれが薄ら寒さむかった。

「……うう、今度こそ逢い引きデートっぽくしたかったのに」

　宗一郎の少し後ろをついて歩きながらアイリは何やらぶつぶつ呟つぶやいていた。

「元いたニホンっていうのはそんなに破は廉れん恥ちな街だったんですか!?　それに……」

「悪かったって、いやほんとに。……いやまあ日本が破廉恥な国なのは否定できない気もするけど、それに一枚噛かんでたけど俺」

　ぷんぷんと怒おこるアイリに宗一郎は珍しく頭を下げて謝あやまった。

　今日『自分も一いつ緒しよに街に出たい』と言い出したのはアイリだった。

　彼女は手の入いれ墨ずみを見られるわけにはいかない上に普通の人間との接せつ触しよくをひどく怖こわがる。そのため今まで街中での用事はほとんど宗一郎がひとりですませていたのだが、今回なぜか彼女は強弁した。

『宗一郎さん、結局わたしにひとりで虫採らせましたよね？』

　そう言ってぎろりと睨まれると、宗一郎は却きやつ下かできなかったのである。

『なら、ふたりで街を一緒に歩きたいです。美味おいしいものを食べさせてください』

　このアイリの希望により、宗一郎たちは並んで大通りを歩いている。

　宗一郎は町人風の服だがアイリはいつもとだいぶ異なる。

　右手の入れ墨の上から手て袋ぶくろをしているのはいつも通りだ。だが刺し繍しゆうを施ほどこしたロングスカートからすらりとした足をちらちらと見せ、顔を隠さず銀ぎん髪ぱつを背に流すと、すれ違う人々が何人も振ふり返かえってたなびく銀髪に目を奪うばわれていた。

「ほら、あそこの菓か子し買ってやるから機き嫌げん直せって」

「〝千文字の魔女インフイニタス〟をお菓子で釣つれると思わないでください！」

　さきほどの話は目的の店までの暇ひまつぶしにと始めたのだがいつものように熱が入りすぎたのだった。宗一郎は目に付いた屋台を指さすも、またもやアイリはじとっと半眼で見上げてくる。

　しかし結局アイリは数分後、宗一郎が渡した焼き菓子をはむはむと囓っていた。

　少し背を丸めたその仕草はまるで小動物の栗鼠りすのように愛らしい。

「……何ですか」

「いや、まだまだ安心だなあと思って」

「その台詞ぜったい良い意味で言ってませんよね、わたしがお菓子美味しく食べてたらどう安心なんですか!?」

　アイリは頬ほおを膨ふくらませて残った菓子をもぐもぐと一息に口の中に詰め込んでから、くわっと目を見開いて宗一郎に食ってかかった。

「お、あの店かな」

「ちょっと、ごまかさないでくださ……」

　宗一郎は小こ瓶びんを数個まとめて軒のき先さきにぶら下げた店を見つけるとそそくさと扉とびらを開けてしまう。それは薬屋の看板に使われる意匠アイコンだが、この店では特定の薬やく剤ざいも扱あつかっていると聞いていた。

「誰だれだ？　あんたらは……」

「俺たちはオーレブ村のマーサ婆ばあさんの紹しよう介かいで来たんだ」

　店主は見覚えのない顔の宗一郎たちにあからさまに警けい戒かいした様子を見せたが、宗一郎があの麓の村の老婆の名を出すとようやくいくらか落ち着いた顔をした。

「……何が欲しいんだね」

「ええとだな、まずは……」

　宗一郎は印刷に用いる薬剤の名前を並べ立てていく。侏儒ドワーフたちは金属加工は十八番おはこだが、自然と調和して暮らすというその精神性は化学分野には向かない。そのため薬剤は宗一郎が自ら入手、あるいは調合する必要がある。

　その脈略のない――この世界の人間にとってはだが――組み合わせに店主は眉をひそめていたものの、とりあえずどれも入手はできるようだ。

「あんた、……こんな薬で何をやる気だね？」

「まあ、ちょっとな。あんたに迷めい惑わくはかけないから安心してくれ」

　店主は戸と棚だなの奥おくや倉庫から指定された薬品の容器を探している。

　その背中を眺めながら宗一郎は世間話のような口調で話しかけた。

「今、赤色染料カーマインを手に入れる方法ってのはないもんかね？」

　店主はふたたび警けい戒かい心しん剥むき出しの顔で宗一郎たちを睨んだ。

「マーサ婆さんに聞かなかったか？　今、あれは……代官のところにしか卸おろせないよ」

「その理由を聞きたいんだがな。俺たちはどうしてもあれが必要なんだ」

　宗一郎の言葉に店主はどこか面食らった顔をした。「なぜ、そんな当たり前のことをいまさら聞くのか」と言わんばかりの顔である。

　だが、やがて店の扉がきちんと閉まっていることを確かく認にんしてからぼそりと呟いた。

「そりゃ、赤色染料カーマインが〝枢機卿の赤〟だからだろうがよ」

　カッセル領で産出する赤色染料カーマイン、それで染めたマントは高級品だ。

　だが神聖帝国が拡大すればそれだけ武ぶ勲くんや功績を上げる人間が増え、結果として枢機卿にまで成り上がる者も増える。となればマントを量産しなくてはならないがいかんせん赤色染料カーマインはきわめて高価だ。

「……だから占せん領りようしたって言うんですか!?」

「しっ、大声を出すんじゃないよ！」

　思わず声を出してしまったアイリは店主に睨まれて慌てて口を塞ふさいでいた。

　カッセルを占領して赤色染料カーマインを供出させてしまえば、マントを購あがなう金は安くすむし、緋色のマントを独どく占せんできてますます希少性も上がるというわけだ。めでたしめでたし。

「……つっても無む茶ちやな話もあったもんだが」

「このあたりの連中はみんなそう思ってるよ。声に出しては言わないがね」

　店主は苦い、苦い笑えみで肩かたを竦すくめた。

「そりゃまあ……な」

　これはますます赤色染料カーマインを手に入れるのは難儀だと宗一郎は内心考え込む。

　神聖帝国に二年も嫌いやがらせをしておいて何だが、別に好きこのんで事を構えたいわけではない。宗一郎の目的はあくまで〝本を取とり戻もどす〟――文字の伝でん播ぱであって、事件を起こして足を取られるのはできれば避けたい。

「さて、……そうすると他に赤の顔料って何があったかな……」

　店を辞してふたたびアイリとともに通りを歩きながら宗一郎はぶつぶつと呟いた。

　赤色染料カーマイン以外にもむろん材料になるものはあるだろうが、探すには時間がかかるし、できるだけ高品質のものを使いたいと思うのは技術者の性さがだ。

「……なんだ？」

　そこで、ざわりと街の人々の様子が唐とう突とつに変わった。

　隣となりにいた中年の女性が慌てふためいた様子で細い路地に駆かけ込んでいった。他の人々も似たようなもので慌てて自宅や居並ぶ店に飛び込み、それもできなかった者は道路の端はしに退いて膝ひざを突つく。

　まるで怖おそれるべき何かが道の向こうからやってくると言わんばかりに。

「何だ……？」

　二人も住民に倣ならって道みち脇わきに跪ひざまずいたところで、馬車の一団が近づいてきた。

　馬車はこんな大きな街であればいつも走っているものだし、今日、食べ歩きしている間にも何台も見かけた。となると乗っているのはよほどの大物……面めん倒どうくさい人物ということになるが。

「さて、どこのどいつやら……」

　その正体はすぐにわかった。

　先さき触ぶれの騎き馬ばには騎き士しが跨またがり、それに続く馬車は何色もの原色に彩いろどられて重そうな物音を立てていた。騎馬はまるで戦勝の凱がい旋せんでもやるかのような大行列だし、馬車もまた街乗りには不ふ釣つり合あいなほど大きい。

「……凄すごいですね」

「しっ、黙ってろ」

　囁ささやく。大名行列がとっとと過ぎ去ってくれることを祈いのっていたのだが、物音は頭を垂れる宗一郎のほど近くで止まった。

「まさか……」

「ジギスムント様」

　併へい走そうする騎士が馬車の中に話しかけているのに、宗一郎は馬車の素す性じようを把は握あくした。

　ジギスムントとは確かカッセル代官の名だ。宗一郎にとっては赤色染料カーマインを独占して使えなくしてしまった張本人であるが、なるほど帝国から派遣されてきた代官とあらばこの派手派手しい演出も納なつ得とくできる。

「ま、趣しゆ味みは最悪だがな……」

　傍かたわらのアイリは真っ青な顔で右みぎ腕うでを隠すように抱かかえ込んでいた。

　その不安は痛いほどよくわかったが、下手に脅おびえてはかえって馬ば脚きやくを露あらわしてしまう。宗一郎は見えないところでアイリの背中をぽんぽんと叩いて、

「大丈夫だ。たぶん俺たちを見つけて止まったわけじゃない」

「……はい」

　その言葉にか、あるいは添そえられた手にか、アイリの震ふるえが止まったようだった。

　その間にも護衛の騎士が馬車の扉を開け、中から金糸をふんだんに縫ぬい込んだ服の男が降りてきた。おそらくこれがジギスムント・ツェリエだろう。

「……うわあ」

　背は高くなく、でっぷり太った身体に派手な衣装を着込んでいるせいでますます膨れて見えている。眼がん光こう鋭するどいがそれは大局を見通す目ではなく、自分に叛そむく愚おろか者ものはいないかと必死で目を凝こらしているかのようだ。

「お主……そうそう、そこの娘、顔を上げよ」

　一瞬アイリがびくりとするのを宗一郎は慌てて押しとどめる。

　ジギスムントが声をかけた〝娘むすめ〟は二人から少し離れた場所にいた。

　亜あ麻ま色いろの髪をひとつにくくり、簡素なブラウスとスカートという典型的な町娘だ。たまたま買い物に出てきたところでこの大名行列と遭そう遇ぐうしてしまったらしい。

「は、……はい」

　こうなっては逃のがれる術すべはなく、娘は強こわばった顔を衆目に晒さらした。

　意志の強そうな切れ長の目をしているが、今は恐きよう怖ふと混乱に引きつっている。だがその顔立ちの整っていることは遠目にもよくわかった。

「娘、名を何と言う？」

「な、ナターシャ……です」

「そうかそうか、ナターシャか。良かろう、お主は我が館やかたに仕えよ」

「え、……あ、あの」

「何ぞ、この儂わしに仕える名めい誉よをやると言っておるのだ。感激のあまり声も出んか」

　ナターシャは今にも泣きそうな顔で周囲を見回すが、他の住民はみな地面に頭を擦すりつけるばかりだった。無理もない。このカッセル領に君臨する暴君に誰も関かかわりたくなどないのだ。

「あの、お許しを、私は……家の、母が」

「あのオッサン、いったいどこのドラマの悪代官だよ……ああ文字通り代官か」

　美人と見るや連れ去ろうとするなど時代劇の中の話だと思っていたが、と思わずどうでもいいところで感心してしまう宗一郎である。

「……宗一郎さん」

　そこでアイリが目め尻じりに涙なみだを浮かべながら宗一郎の服の裾を引っ張ってきた。

　彼女は一族を神聖帝国の軍に連れ去られ、あるいは殺されている。その出来事と重ね合わせているのかもしれない。

　見ればナターシャは今にも悪あく趣しゆ味みな馬車に連れ込まれそうになっている。館で仕えよと言うならせめて家に帰るまで待てよオッサン！　と宗一郎は内心舌打ちした。

　一瞬だけ考えた。関わることでリスクは増える。だが見過ごすのは気分が悪い。

　だとするならば、宗一郎が逡しゆん巡じゆんする理由はもはやなかった。

　宗一郎はとっさに懐ふところから文字魔法グリフマギカの札を一枚引ひき抜ぬき、アイリに一瞬だけ見せてから素す早ばやく拾った石ころに巻き付けた。今ならこの場にいる人々はみな目を塞いでいるかナターシャに注目していてこちらを見ていない。

「〝改変アルター〟――」

　手て袋ぶくろ越ごしにアイリの手が発光して文字が躍おどったがそれを見み咎とがめる者はいなかった。詠えい唱しようとともに宗一郎はその石ころをナターシャに向かって放ほうり投なげる。

　昨日まで雨が降ふっていたせいで道路には何ヶ所も水たまりができている。宗一郎が投げた石はそのうちのひとつに向かって放物線を描えがき、そこで〝聯繋コンキリオ〟が発動した。

　文字魔法グリフマギカはあらかじめ札に魔法の内容を書いておかなければならないため、その場に応じて書かき換かえるという真似まねはできない。宗一郎が使った札はポーチに残っていた、バケツ一杯ぱい分の水を汲くむだけの魔法である。

　だが空中から水たまりに落ちた水はばちゃんと派手な音を立て、盛大に泥どろ水みずを飛び散らせた。

　水たまりのすぐ側そばにいたナターシャに向けて。

「……え？」

　一瞬にしてブラウスやスカート、そして美しい顔までもが泥まみれになってしまった。

　幸いジギスムントにその泥水が引っかかることはなかった。宗一郎があらかじめ立ち位置を計算しておいたせいだが、もしわずかにでもかかっていたら、この場にいる全員を殺せとでも喚わめき散らしたかもしれない。

「あの、ええと」

　突とつ然ぜんの出来事にナターシャも思わず自分の危機も忘れて目を白黒させている。

　ジギスムントもまた唖あ然ぜんとした顔でしばらく泥だらけの美女を眺ながめていたが、

「……興が冷めた。帰るぞ」

「はッ。……ジギスムント様、その」

「捨て置け、そのようなみすぼらしい女、我が館に入れる価値なぞないわッ」

　そして、たちまちのうちに騎馬と馬車は走り去ってしまった。相変わらずけたたましい物音を大通りに鳴なり響ひびかせながら。

「ふう……」

　まさしく暴風のようにジギスムントの行列が去った後、大通りにいた住人たちはいっせいに安あん堵どの息を吐はいたのだった。店の中に隠れていた者たちも出てきて、ようやく先刻さつきまでの生活の風景が再開される。

「ナターシャ！　あんた駄だ目めじゃないの外に出てたら、あいつは……」

「ごめんなさい小母おばさん……間に合わなかったの」

　親しん戚せきらしき女性がナターシャに抱だきついて顔の泥を拭ぬぐってやっている。それを横目に宗一郎もアイリを促うながしてまた歩き出だした。今日はアイリとの町歩きを楽しみもしたが本来ならばそう長居すべきではないのだ。

　無言でナターシャの側を通り過ぎようとしたところで、彼かの女じよは小さく頭を下げてきた。

「どうしたんだい？　ナターシャ」

「いえ、何でもないわ、小母さん。代わりの服を貸してくれるかしら」

　ナターシャはすぐさま近くの家に入ってしまったので、宗一郎がその意を問うことはできなかった。もしかしたら自分の気のせいだろうかと思わず首を捻ひねる。

「……宗一郎さん？」

「ま、いいか。……お、あそこに売ってる饅まん頭じゆう、良い具合に巨乳っぽいな」

「ですから街中でそういうことを言わないでくださいッ！」

　そしてアイリにぽこぽこと殴なぐられながら帰路に就ついた。
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　カッセル領、公都シュマルカルデンの郊こう外がいに位置するとある館。

　代々カッセルを治める公族が別べつ邸ていとして用いていた屋や敷しきだが、現在はカッセル女公の邸てい宅たくとなっている。

　本来ならば大公が政務を執とり行おこなうのは街の中央に座する公城であるべきだが、そこには神聖帝国から派遣されてきた代官ジギスムント・ツェリエが陣じん取どっている。この構図はそのまま現在のカッセル領の状じよう況きようを物語っているとも言えた。

「そうですか、聖都から騎士が……」

　夜、数本の蝋ろう燭そくだけが灯ともされた部屋で若い女性が報告を受けている。

　暗がりに浮かび上がる衣服は安価な白一色、髪も結ゆい上げただけという質素な出いで立たちだが、それを補って余りあるだけの気品を備えた女性だった。おそらく幼い頃から貴族としての立ち振る舞まいを身に付けさせられたのだろう。

「はい、マルティナ様。どうやらジギスムントへの協力依頼に来たようでしたが……」

「あの者が素す直なおに要よう請せいを聞くとも思えないわね。おおかた、自分ひとりでやるとでも大おお見み得えを切ったのでしょう」

　女性……カッセル女公マルティナ・フォン・ヴェリタスは典てん雅がな顔に苦く笑しようを浮かべた。

　彼女は前カッセル大公の娘であり、現在のカッセルの統治者である。――名目上は。

「カッセルにとって招かれざる客人であることは確かだけれど……それも、いまさらね」

　ただしマルティナには何の実権も与あたえられていない。彼女が生かされているのはただ神聖帝国の体てい裁さいのため、あるいは人ひと質じちでしかなく、ゆえにこうして別邸に軟なん禁きんされている。

　……もっとも、今後もそのつもりであるかは別として。

「あなたが市中で見かけたという男は、本当にソウイチロウ・サカガミなのかしら？」

　マルティナに尋たずねられ、話し相手の女性も顔を上げた。

　気の強そうな顔立ちに亜麻色の髪をきっちり結い上げた美人である。

　宗一郎が見たら目を丸くしたことだろう。数日前にジギスムントから助けてやったナターシャは動転した町娘の風ふ情ぜいから一転、歴戦の兵にも似た風格を漂ただよわせて女公の脇わきに控えていた。

「確信は持てませんが、顔立ちに少し特とく徴ちようがあるという情報は得ています。それと街中で突とつ如じよとして足取りが掴めなくなったと……あの修道騎士の話と照らし合わせれば、その可能性は高いかと」

「足取りが掴めなくなった？　それがどうして論ろん拠きよになるのかしら」

「マリエの話では、ソウイチロウ・サカガミの一派は文字魔法グリフマギカを使って霞のように消えてしまうのだそうです」

　マリエとはマルティナがジギスムントの屋敷に送り込んでいるメイドの名である。

　マルティナは神聖帝国の傀かい儡らいに甘んじながらも必死で独立のための情報を集めている最中なのだった。マリエはもとよりナターシャも貴重な連れん絡らく要員である。

「そう……」

「マルティナ様、いかがでしょう。ソウイチロウ・サカガミに接触を図はかるのは」

　ナターシャの進言にマルティナは眉まゆ根ねを寄せて考え込んだ。

　彼女の立場からすればジギスムント、ひいては神聖帝国と戦う兵力は喉のどから手が出るほど欲ほしい。その〝霞のように姿を消す魔法〟があれば、たとえジギスムントの暗殺だって不可能ではなくなるのだ。だが、

「〝本リブロ〟と言いましたか、彼かれらが各地で配り歩いているものは。……それを撒いて、どうしようというのかしら」

　彼らの目的がわからない。得体の知れないものに協力を要請するべきか否いなか。

「いくら我わがカッセルの危機だとて、魔女の手を借りるなんて……」

　悪あく魔まの知ち恵えの実――刻界文字アーギオ・グリフと魔女を怖れるのはなにも神聖帝国の住人だけではない。

　教会が長い時間をかけて説き続けてきた教義は大陸の人々に深く根ざしている。どれだけ神聖帝国が憎にくくとも、悪魔の眷けん属ぞくに頼たよることもまた恐ろしい。

　また現実的な話をするならばたとえカッセル領の独立を取り戻せたとしても、そのことが露ろ見けんすれば今度はマルティナが民たみの支持を失いかねないのだ。

「そのことは重々承知しております。……しかし、ソウイチロウ・サカガミは私を助けようとしました。それが余計なお世話であったことは否定しませんが」

　マルティナの腹心であるナターシャが不用意にジギスムントに拉ら致ちされる――あの代官が若い娘むすめを手て当あたり次し第だいに城に連れ込んでいるのは有名な話だ――わけがない。彼女は娘の誘ゆう拐かいの内情を探さぐるべく敢あえてジギスムントを釣ろうとしたのだったが、結果は想定外のものとなった。

　ソウイチロウ・サカガミの連れの少女が文字魔法グリフマギカを使ったのにナターシャだけは気付いていた。周囲にいた人間は混乱していて見ていなかったようだが。

「彼らには私を助ける利益などなかったはずです。悪魔の眷属ならばなおさら。……ただの物好きか、お節せつ介かいか、それはわかりませんけれど」

「そうね……」

　なおもしばし考えた末、とうとうマルティナは結論を出した。

「わかりました、一度そのソウイチロウ・サカガミに会ってみます。居場所はわかる？」

「赤色染料カーマインについて街の商人に尋ねていたという話ですので、そちらから辿たどってみます」

「……赤色染料カーマイン？　それでいったい、何をしようというのかしら」

　マルティナは首を傾かしげるが、さしものナターシャでもそこまでは調べられなかったので、困った顔で首を横に振るしかなかった。

「あなたはずいぶん、そのソウイチロウ・サカガミを買っているようだけれど」

　どこか嬉うれしそうなナターシャに、しかしマルティナは冷静に付け加えた。

「わたくしたちの事情を話す以上、彼にも覚かく悟ごしてもらわなければいけないわ。交渉が決けつ裂れつしたときのために、彼らの口を封ふうじる手段も考えておいてちょうだい」
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「断る」

　宗一郎はきっぱりと言い切った。

　その返答のあまりの短さにカッセル女公マルティナとナターシャは目を丸くし、傍らのアイリは顎あごが落ちんばかりに驚おどろいている。

　宗一郎はなおも赤色染料カーマインを諦あきらめきれずにシュマルカルデン周辺で聞き込みを続けていたのだが、そこに女公の使者と名乗る者から接触があったのだ。いざとなれば〝聯繋コンキリオ〟で逃げれば良いと腹をくくって別邸に乗り込んでみたところ、カッセル領を巡めぐる争いとマルティナの思おも惑わくを聞かされた。

『あなたがたの〝霞のように姿を消す魔法〟で、わたくしの兵を城内に送り込んでいただけませんか』

　マルティナからの依頼はそれだった。

　なるほど城内に兵を入れてしまえば、もともと公城は彼女の居城だったのだから地の利を生かして十二分に戦えるのだ。一見たおやかな貴婦人に見えるマルティナであるが、その戦略眼に宗一郎は感心する。

　だが、それに対する宗一郎の返答はさきほどの一語であった。

「そ、宗一郎さん……!?」

　アイリはおろおろとして早くも脅えた顔だ。宗一郎は彼女を自分の後ろにやって庇かばいながらこれ見よがしに肩を竦めた。

　マルティナはさすがに貴族らしくあからさまに感情を顔に出すことはしなかったが、その仕草のはしばしに不機嫌さが垣かい間ま見みえる。

「理由をお聞かせいただけますか？　聞けば、あなたがたは神聖帝国を妨ぼう害がいする活動を行っていらっしゃる様子。わたくし……兵力を持つわたくしと協調することは、不利益にはならないと思いますが」

「いいや、こっちはデメリットだらけだぜ」

　宗一郎は鼻で笑った。

「いいか、俺たちは作家と印刷屋なんだ。俺たちの戦いは言葉であるべきであって、武力じゃない。戦争の片棒担かつぎなんてまっぴらごめんだね」

　マルティナたちは目を瞬またたかせる。文字を使えないこの世界において、その意味を彼女たちは想像することすら難しかったろう。

「……言葉の戦い」

　ただ、アイリだけは噛みしめるようにその言葉を反はん芻すうしていた。

　言葉の戦い。……文字の継けい承しよう者しやとしての戦い。

「だいたい俺は大陸全土でアイリこいつの本をベストセラーにするのが目標なんだ。こんな田舎いなかの領地の都合で振り回まわされてたまるかよ」

「い、田舎!?」

　マルティナの傍らに控ひかえていたナターシャの声が思わず裏返った。そのまま食いかかって反論しそうになるのをマルティナが片手で制する。

「では、逆にお聞きいたしましょう。――あなたが大陸全土に〝本リブロ〟を広める理由は何なのですか？　刻界文字アーギオ・グリフで世界に呪のろいを刻もうとでも？」

「なっ……」

　今度は宗一郎が慌あわててアイリを宥なだめにかかる番だった。

「この……言うに事欠いて、わたしたちの文字を呪いだなんてっ……」

「落ち着け、世間の奴やつらの反応がそんなもんだってのは君だって知ってるだろうがよ」

「ううっ、そうですけど……」

　小声で、しかし悔くやしそうに目尻に涙を浮かべて訴うつたえるアイリの銀色の頭を宗一郎はわしゃわしゃと撫なでてやり、それからマルティナに向き直って答える。

「あんたは理性的な人間だと思ったんだが、やっぱりお貴族様なんだな。これから交こう渉しようしようっていう相手の商品をこき下ろしてうまくいくとでも思ったか？」

　宗一郎はマルティナを真正面からじっと見つめた。それだけでもこの世界の常識――身分の低い者が高い者を対等に見てはいけない――に則のつとればあってはならないことで、ナターシャがまたもや色めき立ったのがわかる。

　だが、やがてマルティナは小さく嘆たん息そくして顔を伏ふせた。

「わたくしの失言でした。お詫わびいたします」

「おう。わかってくれればいいってことよ」

　宗一郎はふんぞり返り、それをアイリは心配なような、ちょっと誇ほこらしいような複雑な顔で見つめていた。

「だいたい、あんたらも悪魔の眷属に頼ったなんて知られたら困るんじゃないか？」

「……そこまで情勢が逼ひつ迫ぱくしているのですよ」

　平静を装よそおっていたマルティナに一いつ瞬しゆん、疲つかれた……達観したような表情が垣間見えた。

　そもそも魔女とコンタクトを取ろうとしたこと自体が相当に追い詰つめられている……悩んだことの証あかしだ。だとするならばマルティナもちょっとやそっとでは引き下がらないかもしれない。

「残念ながら理念の異なるわたくしたちですが、それでも互たがいの利害の一致点を見つけることはできるでしょう。……ここからは取引に入ろうではありませんか、ソウイチロウ・サカガミ」

「……ほお」

「え？　え？」

　二人が静かに火花を散らし、挟まれたアイリがおろおろと二人を見比べた。

「さきほどの条件でご協力いただけるなら、あなたがたが欲しがっているものを提供いたしましょう」

「へえ？　だが俺たちが何を欲しがっているのか……」

「赤色染料カーマイン」

「……へ？」

　思いもよらない一言に宗一郎は間ま抜ぬけな声を漏もらし、アイリも目を丸くする。

「あなたがたは赤色染料カーマインを探していたそうですね。もし首尾良く事が進めば、その際は赤色染料カーマインを格安でお譲りしましょう。……我が国の〝枢すう機き卿きようの赤〟は最高級品でしてよ、それこそこれを巡って争いが起こるくらいに」

　マルティナの声が皮肉めいていたのは気のせいではなかっただろう。

　考えてみれば宗一郎たちの足取りが知られていた以上、赤色染料カーマインのことをマルティナが把握していてもおかしくはない。また公爵位を持つ彼女ならば強ごう引いんに命令もできるところをあくまで取引としたところは、彼女の誠意を表してもいるはずだ。

「……どうする？」

　宗一郎は自問した。

　本音を言えば関わりたくない。神聖帝国もマルティナも自分たちの都合を主張しているだけで、魔女アイリーチェからすればどっちもどっちである。

　悩む理由のひとつはむろん赤色染料カーマインである。正直、かなり欲しい。

　そしてもうひとつはアイリだ。

　――世界を変えて、とアイリは言った。

　本を取り戻して、文字と魔女を否定する世界なんていらない、と。けれどもそれはもう少し突き詰めれば、安心して暮らせる場所、自分たちが受け容いれられる場所が欲しいというごくありふれた願いに過ぎなかったのではないかと思う。

「……もう少し吹っかけてみるか」

　呟く。――このカッセル領がその端緒になる可能性があるならば、賭けてみるか。

「確かに赤色染料カーマインは魅み力りよく的てきだが、それだけじゃ足らないな」

　宗一郎はあからさまに挑発する目でマルティナを見据えた。ナターシャが鼻白むのが横目に見えたが構わず話を続ける。

「いったい何でしょう？　わたくしたちに……」

「あんた、このカッセルを悪魔の都にする気はあるか？」

　そのあまりにも不穏な響きにマルティナの顔が大きく強ばった。

「それはどういう意味……」

「そのまんまさ。こっちの条件は、赤色染料カーマイン、それからカッセル公国が女公の名において魔女を受け容れ、領内での〝本リブロ〟の販はん売ばいを許可すること。神聖帝国からすれば悪魔の巣窟にも見えるだろうよ」

　マルティナが唖然とする。そんな条件を呑のめるはずがない――とはいえ、それを拒きよ否ひできるようならそもそも彼女は魔女などに協調を求めてはこなかったはずだ。

「民が、納得しな……」

「自分たちを搾取してるのが教会だってのは、街の人間だってみんな知ってるよ。いっそ痛快だと思う奴もいるんじゃねえか、まあ反発する奴のほうが多そうだが」

「そんな無責任な！」

　ナターシャが紅潮した顔で叫さけぶも宗一郎は肩をそびやかしただけだった。

「……それほどの条件を出すならば、当然、相応の対価がおありなのでしょうね」

　マルティナは腹心よりはいくらか冷静だった。それでも声が多少震えていたが。

「だったら言ってやるがな、あんたの望み通りにカッセル領が独立できたとして、その後に教会はどうする？　領内の司教や神父を全員まとめて追放するか？　その後に市民の生活やら冠婚葬祭はどうする？」

　教会とはただ聖歌サームを垂れ流しているだけの組織ではない。彼らは人々の生活に深く根ざし、人生の節目節目で重要な役割を担っている。そしてそれは教会改め神聖帝国の影えい響きようを振り切るのがどれだけ難しいかということでもある。

　カッセル領の独立とは教会の追放とイコールだ。領内から聖職者を追放すればカッセル公国は混乱に陥り、悪魔の都……自ら神の教えを放棄した国と呼ばれるだろう。

「独立したいっていうならまずあんたが覚悟を決めるべきだ、マルティナ陛下」

「…………」

　おそらくそのことはマルティナも気付いていたはずだ。だが彼女はいまだ態度を決めかね、そのくせ独立を目指して焦っている。それは責任感の裏返しではあるのだが。

「神父を追放して、代わりに教会で魔女を奉じろとでも？」

「そこまでは知らん。俺おれは、こいつが平和に暮らせるようにしてくれれば十分だ」

　言って宗一郎はぽんと傍らのアイリの頭に手を置いた。

　マルティナはじっと宗一郎を見つめてきた。その優美な顔からは血の気が失うせていたが、知性の光は失われていない。宗一郎は自分が試されているような気がして、思わず握る拳こぶしに力を込めた。

「神の教えを放棄したとして、わたくしたちはいったい何を得るのでしょうか」

「それは……」

　宗一郎は答えようとしたが、ぎゅっと手を握る力を感じてそちらを振り向いた。

　いつの間にかアイリもまたマルティナと真正面から向き合っていた。何度も深呼吸を繰くり返し、震える手を宗一郎に重ねながら、彼女ははっきりとした声で口にする。

「〝千文字の魔女インフイニタス〟がお答えします。――言葉と文字の力を」







　数時間に及ぶ話し合いの後、宗一郎たちとマルティナはどっとため息をついた。

「……正直、わたくしはあなたがたを魔ま女じよと侮っていました」

「そりゃ光栄だね」

　ふんぞり返りながらも宗一郎は冷や汗あせものだ。なにせ彼は印刷技術者であって交渉や政治は本領ではない。口は回る方だが、マルティナのような本職を前にいつボロが出るかと気が気ではなかった。

「ナターシャ、お茶を持ってきてくれるかしら」

「承知いたしました、マルティナ様」

　ナターシャが一礼し、執しつ務む室しつの扉を開けて守衛に何か命じようとする。

　と、そこでどたどたという乱暴に廊下を歩く音、何人分もの怒ど声せいが一気に室内に流れ込んできた。アイリが反射的に身を強ばらせて耳を塞ぎ、宗一郎ですら「輪転機並みにうるせえ」と思ったほどだ。

「控えなさい！　ここがマルティナ様の執務室と知っての狼ろう藉ぜきですか！」

「むろん承知の上だ！　だが我が家は代々ヴェリタス家に忠誠を誓ちかった家、その裔すえとして何としても申し上げねばならぬ！」

　ナターシャが慌てて声を張り上げたが彼らは聞く耳を持たず、そう広くない執務室はたちまち何人もの男たちで埋うめ尽つくされることになった。

　現れた男たちはみな鎧よろいに身を固めている。その格好や言動からしてカッセル公国に仕えていた騎き士しといったところか。

　もっとも地位の高そうな中年の男がぎろりと宗一郎を見下ろしてきた。

「ソウイチロウ殿どの、この方はイジス・リパニ、カッセル公家の……元、騎士団長です」

　彼女が元、のあたりで口ごもったのは、それが認めたくない事実だからだろう。宗一郎としては「よく粛清されずにすんだな」という感想を抱いだいたくらいだったが。

「著しく礼を欠いたことをお詫びいたします、マルティナ陛下」

　そのイジスとやらは宗一郎に一いち瞥べつをくれた後、その肩書きに相応ふさわしい恭うやうやしい挙きよ措そでマルティナの前に膝をついた。

　だが宗一郎とアイリが主君の客人とわかっているであろうにも拘かかわらず、イジスのふたりを見る目には隠かくしようもない憎悪と侮ぶ蔑べつがあふれている。

「陛下、どうかお考え直し願いたい。悪魔の眷属ですぞ!?　先祖伝来の領土を取り戻すための戦いにそのようなものの力を借りては、我らも父祖に申し訳が立ちませぬ！」

「おお、もはやモノ扱あつかいしかされてねえな俺たち」

　その物言いにいっそ感心してしまう宗一郎である。

「イジス卿きよう、あなたがたの言い分はわかります。ですが、わたくしは騎士団をむざむざ犠牲にするわけにはいかないのです。そのための手段と思ってはいただけませんか」

「陛下の心からのお心こころ遣づかい、痛み入ります。ですが我らは代々カッセル大公に仕えし騎士、その誠まことの心さえあれば……」

「……帰りましょうか、わたしたち」

　時代劇顔負けの暑苦しい台詞せりふに宗一郎は遠い目をし、アイリも呆あきれ顔がおだった。マルティナには大見得を切った彼女だがここまで言われて付き合う義理はないと思ったようだ。

「いや」

　だが宗一郎は被りを振ふる。

「この者たちは文字魔法グリフマギカに熟達しています。その力を……」

「文字魔法グリフマギカですと!?　まさしく悪魔の所業ではないですか！　マルティナ様、あなたは父祖伝来の土地を取り戻すために悪魔に魂たましいを売るおつもりか!?」

「あー、ちょい待ち、オッサン」

　ぱたぱたと手を振って宗一郎はイジスの罵声を遮った。

　マルティナの手前だからかイジスはすぐさま宗一郎に殴りかかってくることはなかったが、その岩のような拳は固く握にぎりしめられていた。筋骨隆々の体たい躯くからそれを繰り出されたら宗一郎の頭ず蓋がい骨こつなどはあっさり砕けそうだ。

「何だと!?　貴様のような薄うす汚よごれた魔女にオッサン呼ばわりされる謂いわれは……」

「オッサン、俺たちが何の役に立つのかと思ってるだろ？」

　がなり立ててくるイジスを宗一郎はにやにや笑って受け流す。

「無論だ！　これは我らの戦いであって、悪魔の眷属の出番など……」

「そうじゃなくてだな。……俺たちが手を貸せば、首尾良くあの趣味悪わりィ代官から領地を取り戻せたら、――こいつが読み放題になるぞ！」

　高らかに宣言して、宗一郎はどこからともなく取り出したそれを掲げた。

「……？」

「――そ、それ、きゃあああああああああああっ!?」

　イジスやマルティナたちが眉まゆをひそめた一瞬後、アイリが真っ赤な顔で叫ぶ。

「宗一郎さんあなたなんでそれをいきなり取り出してるんですかあああああ！　それを、それを人に見せるなんてっ、しかもこんなところで!!」

「人に見せるなって……印刷ってのはそもそも大勢に読ませるためにするもんだろが」

「それはっ、わかってますけど！　でもでもわたしの目の前でやらなくてもいいじゃないですかあああああああ！」

　宗一郎が取り出したのはむろん自前の〝本リブロ〟である。それもクライマックス……あーんなことやこーんなことで盛り上がっているページを見開きにしてイジスたちに見せびらかしていた。

「な、な……」

「……あ、そ、そんな破は廉れん恥ちな……」

　カッセル領の面々は文字を読めないが、それでも絵の内容は理解できているはずだ。

　マルティナは顔を茹ゆでダコのようにして硬直し、ナターシャは「きゃあっ」と悲鳴を上げて顔を逸そらしてしまった。だが、それでもちらちらとページを気にしているあたり、

「……君とはわりと仲良くなれそうじゃないか？」

「どういう意味ですかそれはっ」

「いや一見して真ま面じ目めっぽい奴ほど実は……っていう」

　そしてイジスはあんぐりと顎を落として固まっていた。

　宗一郎たちは今までカッセル領で活動をしたことはなかったので、イジスも噂うわさ程度は聞いていたかもしれないが〝本リブロ〟の現物を見るのはこれが初めてのようだ。

「どうよ、うちの自信作だ」

「お、……おう」

　イジスはまだぱくぱくと喘あえぐばかりで言葉も出ないようだ。

　その有様はまるきり男子中学生が同級生から押おしつけられたエロ本を自分の部屋に持ち帰って誰だれもいないことを確かく認にんしてから開いたときのようだった。いや、今までエロ本というものを概がい念ねんからして知らなかったのだろうから、経験値で言えば中学生未満か。

　彼の後ろに控える部下らしき騎き士したちも似たようなものだったが、中に二、三名、ばつが悪そうに顔を逸らした者がいた。どうやら既すでにこっそりアイリの〝本リブロ〟を入手していたようである。

　騎士たちの目が次第に血走り、くわっと大きく見開かれていく。

「……な、なんかこの人たち怖こわいですよ宗一郎さん!?」

　じりっと鎧と筋肉の包囲網が縮まった気がして、アイリが思わず冷や汗でのけぞった。

「あ、あなたたち……イジス殿、あなたは奥おく方がたがいらっしゃるでしょう!?」

「いやあ、そういう問題じゃないんだよなあこういうの」

　その異様な熱気にナターシャが慌てて叫ぶのに宗一郎は苦笑した。既婚の男たちがみなエロ本から卒業できるなら宗一郎の実家の印刷工場は商売あがったりである。

　とはいえ同胞の叱しつ責せきはそれなりに効いたらしく、イジスは我に返った顔をした。

「はっ!?」

　居並ぶ騎士たちは宗一郎をぎりっと睨にらみ付け、
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「貴様、このような卑ひ猥わいなものを我らに見せつけて何を……」

「あんたたち、エロ本が欲しいかー！」

　怒声を遮り、クイズ番組の司会のアナウンサーのごとく宗一郎は叫んだ。

「なっ!?……」

「あの、宗一郎さん？」

　その口上に騎士たちはいっせいに唖然とした顔をしたが、誰一人として即そく座ざに否定はできなかった。イジスを筆頭に口をぱくぱくとさせて、〝本リブロ〟とマルティナを交互に見つめるばかりだ。

「喜べ！　――この戦いに勝てば、こいつを山ほど読ませてやるぞ！」

　どっ、と場の空気が変わったのを宗一郎は確かに感じた。

「お……おおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおお！」

　最初に歓声を上げた男は、確かさきほど気まずそうな顔をしていた騎士である。読者であるがゆえにその魅力に抗いきれなかったようだ。

　そしてその興奮はたちまち未読の騎士たちにまで伝でん播ぱしていった。

「おお……おおおおおお!?」

「しかもだ！　勝利の暁あかつきには、この絵に肌はだ色いろがつく！」

「おおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおお！」

　その雄お叫たけびとしか言いようのない叫びにマルティナの顔が引きつり、ナターシャなどはよほど衝しよう撃げきだったのかふらりと床ゆかに倒れ込む。そして、かつてカッセル公国が誇った騎士たちはいっせいに拳を天に突き上げて咆ほう哮こうした。

「もちろん旧作のリメイクなんてケチなことはしねえ、完全新作だ！　ここにいるアイリーチェ先生が筆を振るうぜ！」

「おおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおお！」

　なにせ体育会系を絵に描かいたような集団なのでとんでもない声量だ。

「なに勝手に約束してるんですかっ……」

「何って、そもそも当初からその予定だっただろ？」

「それはそうですがっ」

　睨み合う宗一郎とアイリにじりじりと騎士たちがにじり寄っている。やっと我に返ったマルティナが止めなければ、騎士たちはそのまま宗一郎に飛びついて力ずくで〝本リブロ〟を奪い取るところだったかもしれない。

「全員、落ち着きなさい！」

　その一声はさすが女公の貫禄で、イジス以下騎士たちは全員ばつの悪そうな顔で頭を下げる。母親に隠しておいたエロ本が見つかったときの男子中学生そのものだった。

「あなたがたの無礼はその忠誠心に免じて不問としましょう」

　マルティナは疲れ切きった顔でこめかみに指を当てながら、

「イジス卿、あなたもこのソウイチロウ殿に助力願うことに不満はありませんね」

　主君に問われてイジスはようやくエロ本の衝撃から我に返ったようだった。

　騎士団長の本音としてはさきほどマルティナに言った通りなのだろうが、さりとて拒めば目が充血している部下たちにタコ殴りにされるだろう。それはわかっているらしく、

「……肯定です、マルティナ陛下」

「よろしい。ここにいる皆の同意が得られたのは、わたくしとしても望ましいことです」

　マルティナは頷うなずいたが、言葉とは裏腹にげっそりした顔をしている。

　彼女は胡う乱ろんな目で宗一郎を見つめて、

「確かにたいしたものですね、〝千文字の魔女インフイニタス〟の文字と言葉の力というのは」

「いやあ、……はっはっは」

　その嫌いや味みにアイリは頭を抱かかえ、宗一郎も空笑いで目を逸らしたのだった。
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「まさか、こんなことになっているとは……」

　マルティナは驚き呆れた顔で呟つぶやいた。

　ここは侏儒ドワーフの隠れ里ざとにある宗一郎たちの工こう房ぼうである。

　旧カッセル陣営との協力体制が成立した後、宗一郎はマルティナから人員を何人も借り受けた。彼らの〝作戦〟には大量の印刷物が必要だが宗一郎とバルバノだけではとうてい人手が足りないからだ。

　それに〝聯繋コンキリオ〟があれば全員を工房に運ぶこともできる。むろん正確な所在地を教えるつもりは毛頭ないので、彼らには工房の外に出ないよう厳命してあるが。

「おらぁ、そこ、二ミリずれてる！　位置合わせは正確にやれって言っただろうが！」

「そこ、ローラーの洗浄が甘あまい！　良いか、活字の汚れは心の汚れ、お前の怠慢が女の柔やわ肌はだを汚すのだ!!」

「はッ、申し訳ありません隊長殿どのッ！」

　さして広くもない工こう房ぼう兼けん隠かくれ家がは大勢の男たちでごった返し、宗一郎とバルバノの怒声が響いている。

「まったく最近の若い奴は仕事が雑でしょうがねえな、ったく」

「ぐぬぬぬ……貴様、私よりも年下であろうが」

　もともと宗一郎は実家の印刷工場で工員に指示を出だし慣れているのでカッセルの騎士をこき使うにも躊ちゆう躇ちよがない。宗一郎に説教されてイジスは悔しそうに唸っていたが、ここでは宗一郎が上なのだと認めてはいるようだ。

「良いか人間、組み上げた活字を固定するときはここのバーを下げる。すると……」

「あー、なるほどなるほど。……で、そうするとこっちが連動して動く」

　少し離はなれたところではバルバノが騎士に活字の組み方を解説してやっている。その騎士は手先が器用らしく、コツをあっという間に呑み込んで活字を拾えるようになっていた。

　その男たちの隙すき間まを美女が亜あ麻ま色いろの髪かみを翻して走り回っている。

「ナターシャ殿、追加の布はありますか？」

「そこの棚たなの上に百十二枚ほど。さきほど刷り上がった分はあちらで乾かん燥そうさせています。内訳は五、六ページが五十枚、七、八ページが同じく五十……」

　ナターシャは淀みなくいくつもの数字を読み上げた。

　聞けば彼かの女じよは旧カッセル政権の重臣の娘だとかで計算がすさまじく速かった。この世界に筆算する習慣はないが数学そのものはむろん存在するし、独特の暗算術があるとかで、ならばと工程や刷り上がったものの管理を任せているのである。

　マルティナと彼女を〝聯繋コンキリオ〟で連れてきたアイリ、この二人が工房内に現れてもしばらく誰も気付かなかった。それほど己おのれの作業に没頭しているのだろう。

「お？　……あー、お疲れさん、マルティナ陛下」

「そのままで結構です。手を止めることはありません」

　やがて宗一郎が馴れ馴れしい態度で手を上げて挨あい拶さつし、イジスたちがその場に平伏しようとするのを、マルティナは慌てて押しとどめた。

「アイリ、君もお疲れ」

「はい」

　宗一郎がぽんと彼女の頭に手を置くと、アイリはほわっと頬ほおを赤くした。

　だが笑顔も早々に彼女は工房の隅すみの定位置に陣じん取どって黒板と白はく墨ぼくを手にした。印刷そのものではないが、彼女は彼女でやるべきことがある。

「ええと……これと、これを」

　背せ伸のびしてアイリは近くの戸と棚だなから巻物スクロールをいくつも取り出していた。

　インキュナブラ一族が継けい承しようしてきた資料――刻界文字アーギオ・グリフの研究書や手記などは二年前の襲しゆう撃げきでかなりの量が失われたが、いくらかは無事だった。ここに工房を構えた後に宗一郎とアイリはできる限り回収しておいたのである。

「宗一郎さん！　ここなんですけど……」

　ややあって、アイリに呼ばれて宗一郎は慌てて彼女のもとに駆かけ寄よった。

「それか。……どうだ？」

「あれの書式はたぶん、これで問題ないと思います。ですけど、これ以上の省略化はたぶん無理じゃないかと……」

「あー……こりゃ既存のパーツの流用じゃ無理だな。一から枠わくを削けずり出さないとならん」

「……間に合いますか？」

　アイリは不安げな顔で宗一郎を見上げた。

　今回の作戦のひとつはアイリが提案した。だがそのためにはかなりの準備が必要で、こうして旧カッセル陣営から人まで借りててんてこまいになっているのだが、

「任せろ、何が何でもそいつを刷ってやる。リミットぎりぎりでの作業は印刷屋には通常営業だ」

　そのためなら徹てつ夜やだって何だってするもんさ、と宗一郎はにかっと笑う。

「……ありがとうございます」

　そうしてアイリが浮うかべた蕾つぼみがほころぶかのような笑えみは、他の騎士たちに向けるものとは違っていて、宗一郎は少しばかりの優越感を覚えたのだった。

　なんとはなしに……なんとなくそうしたくなって、宗一郎はアイリの頭に手を置いて頭をわしゃわしゃと撫でた。銀色の髪はふわふわと柔やわらかくて触り心地がいい。

「ちょっと、何するんですかっ」

「いや、……頑張ってるからたまには褒ほめてやらないとなと思って」

　自分の言動にちょっとばかり驚きながらも宗一郎はとっさに言い訳する。

　だが次の瞬しゆん間かん、思い切り足を踏ふんづけられた。

「痛いてっ!?」

「いつまでもわたしをちびっ子扱いするからです！」

　アイリはふくれっ面のままぷいっと背を向けて自分の作業に戻もどってしまう。それを宗一郎は呆ぼう然ぜんとして見送り、

「く、……くくく、なんという間抜け面だ」

　その様子をイジスやナターシャたちが必死で笑いを堪こらえながらちらちらと眺ながめていた。

　やがて、宗一郎がまた忙いそがしくしているところに今度はマルティナが声をかけてきた。

「ここは不思議な空間ですね」

「そうか？」

　宗一郎は大仰に眉を跳ね上げてみせたが、マルティナは静かに頷いて、

「人、魔女、亜あ人じん……ここまでばらばらな人々が一堂に会しているところを、わたくしは見たことがありません」

「……かもな」

　バルバノが怒鳴り、ナターシャが残り枚数を読み上げ、誰もが走り回っている。それぞれが自分の役割をまっとうし、隣となりの者が困っていれば手を貸してやる。それは戦いの準備にしてはあまりに平和な光景だった。

「ま、〝本リブロ〟ってのは大勢で作業を分担して初めて発明されるものだからな」

　以前にアイリに説明したことを宗一郎は繰り返かえした。

　本来の意味合いではないが、それもまたひとつの真理だと思う。宗一郎は印刷屋として出版の一部分を担っていたが、ひとりで本は作れないこともまた身に染しみて知っている。

「領主としては不満か？　自分とこの民たみが魔女や亜人と馴れ合ってるってのは」

　そもそもマルティナにとっては魔女宗一郎と手を組むのも苦渋の決断だったはずだ。こうもあっさり部下たちが馴染んでしまって逆に戸と惑まどっているのかもしれない。

「いいえ」

　だがマルティナは微笑ほほえんで答えた。

「少し楽しみになってきました。――カッセル公国が〝悪あく魔まの都〟になるのが」
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　カッセル領にやってきたカタリナ隊はシュマルカルデン城の兵舎に泊まっている。

　当初ジギスムントは露骨にもカタリナだけを残して部下たちは追い出そうとしたのだが、どうにか交渉して寝ね床どこを確保したのだった。カタリナ自身も客間に泊まると不愉快なことが起こりそうだったので、兵舎に部下と一緒に部屋を借りるにとどめている。

「しかし、……ここの兵たちはひどいな」

　公城の居館パラスを歩きながらカタリナは傍かたわらのウェルシュに囁いた。

　居館パラスとは城の中央に座する、舞踏会を行う大広間や大会議室、領主の居住区などを擁ようする城の中心たる建物のことである。城はいくつもの高い塔とうが渡わたり廊下で連結した構造で、壁かべはタイルで細やかな装飾が施ほどこされており、往年のカッセル公国の繁はん栄えいを示していた。

「ま、領主様からしてあんなですからねえ」

　ウェルシュも居館パラスにいるとあって声こそひそめているが言葉は容よう赦しやない。

　独自行動のカタリナ隊は神聖帝てい国こくからカッセル領に派は遣けんされた兵と訓練などを行うわけではないが、少し様子を見ていればその士気の低さはわかる。

　規律違反は日にち常じよう茶さ飯はん事じ、街に繰り出した挙げ句に市民に乱暴狼藉を働く者も後を絶たないようだ。昨日などカタリナに襲いかかってきた若い兵士がいたので、ウェルシュが彼女の家名を囁いてやったら失禁しながら逃にげていった。

「まったく、この様を父上やゴート騎士団長が聞いたら何と仰おつしやるか……」

　だが前線にいたカタリナからすればそんな気の緩みが許しがたいのだった。占せん領りよう地ちなど多かれ少なかれそんなものだと、肌で知ってはいるのだが。

「一度、報告を入れておいたほうが良いかもしれんな」

「早めにそうしたほうがいいですね。このままだと反乱が起きかねませんよ、この街」

　ウェルシュはカタリナの耳元に顔を寄せて耳打ちしてきた。

　神聖帝国が支配した領地での反乱は何件か起きている。たいていは小規模なうちに叩たたきのめして事なきを得ているが、ここのジギスムントに迅速な対応が期待できるかどうか。

「……だな」

　カタリナとウェルシュは顔を見合わせて頷いた。

「カタリナ・ルーデル、参りました」

　やがてカタリナはジギスムントの執務室の前で足を止め、ウェルシュを待たせて室内に足を踏み入れた。あまり来たい場所ではないが今日ばかりは仕方がない。

「おう、カタリナ卿」

　ジギスムントはとろんとした目のまま横柄にカタリナに手を上げてくる。

　カタリナは一瞬きょとんとしてから、ようやく彼かれの姿を見つけた。

　ジギスムントはいつもの執務用の椅子ではなく、執務室から外へと張り出したバルコニーにいた。領主の私的な部屋であるためか式典で用いられるバルコニーと違ってそう広くはないが、手すりに施された細工は遜色ない。

「どうだね、民草を見下ろす気分は」

　一瞬、カタリナは腸はらわたが煮えくりかえる気分を味わった。いったい貴様にそのような妄もう言げんを吐はく資格があるものか。だが彼女はジギスムントを罵倒できる身分でもない。

「……素す晴ばらしいものです」

　結局、拳を握りながらカタリナはかろうじてその一言だけを絞りだした。

　このシュマルカルデン城は街の高台にある。居館パラスのバルコニーからは城内で忙しく働く人々、そして陽光を浴びてきらきらと輝かがやく城下町の屋根までもが一望でき、なるほどジギスムントが自慢するのもわかる美しさだった。

　惜しむらくはジギスムントから隠しきれない酒の匂においがすることだったが。派手な服の胸むな元もとがだらしなく開けられているところからして、先刻さつきまでは別の女をこの場所に連れ込んでいたのかもしれない。

「ところで、いったい何の用だね」

「明日の朝に私たちはこの城を発たちますので、今のうちに挨拶をと思いまして」

　カタリナたちはしばらくシュマルカルデンに留とどまって古着屋の線から捜査を続けていたのだが手がかりは見つからなかった。そうこうするうちにソウイチロウ・サカガミがまた別の地域に出しゆつ没ぼつしているという情報が入ったので、明日にはこの街を発つ予定でいる。

「ほう、それはそれは残念だ」

　成果が得られなかったのは口くち惜おしいが、この不愉快な男とも今日限りだと思えば少しは気が慰められるだろうか、そんなことを考えながらカタリナは愛想笑いする。

「ぜひとも卿に手ずから話を聞かせてやろうと思っておったものを。そのソウイチロウ・サカガミを儂わしがどのように捕とらえたかを」

「吉きつ報ぽうをお聞きするのを楽しみにしております」

　ジギスムントはだらだら話を続けようとしたが、カタリナは強引にそれを打ち切った。

「では――」

　カタリナは修道騎士の作法で慇いん懃ぎんに頭を下げる。

　と、その視界に不意に紅あかいものがちらついた。

「――!?」

　その〝枢機卿の赤〟よりももっと深い赤、血潮が光を帯びたかのようなその色をカタリナは見たことがあった。どこだったか。確か月の明るい夜、あるいは流水渦巻く広場の真ん中で……

「な、なっ!?」

　眉をひそめると同時にジギスムントの狼ろう狽ばいした声が飛び込んできた。

　カタリナはとっさにジギスムントを庇うように彼の前に飛び出し、同時に抜ばつ剣けんする。今は鎧を着けてはいないが騎士身分ゆえに帯剣だけは許されていた。そのことに神から賜った幸運を感謝する。

「……貴様」

　油断なく剣を構えながらカタリナは呻うめく。

　目の前に、唖あ然ぜんとした顔のソウイチロウ・サカガミがいた。
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　マルティナ率いる旧カッセル陣営はとにかく兵力が足りなかった。

　そもそも傀かい儡らいのマルティナがひそかに動かせる兵など限られている。イジスら古参の騎士は彼女への忠誠心を失わなかったが、大半の兵は神聖帝国に従属、あるいは離散してしまった。自らの命と生活を優先した彼らを薄情とは言えまい。

　その中で公都のシュマルカルデン城を制圧して代官のジギスムントを捕らえなくてはならないときた。ジギスムントの言葉、あるいは首をもってしか、マルティナが名実ともに復権したと諸国に示すことはできないからだ。

「つくづく無む茶ちやだよな……」

「無茶をやらずにすむ状じよう況きようであるなら、そもそも私たちの国は支配されていません」

「ごもっとも」

　その少ない兵力でどうにかしなければならないからこそ、マルティナは切り札たり得る〝聯繋コンキリオ〟の文字魔法グリフマギカを熱望したのである。

「だが、兵をまとめてテレポートさせられりゃ便利だったんだがねえ……」

　各地にいる内通者にあらかじめ目印マーカーを仕込ませておけばどこに跳ぶも自由自在である。ただ、そうそう都合よく物事が進むわけがない。

「……一度に運べる兵の数は、十人が限度ですか」

「正確には『扉とびら』を開けておく時間が、だな。連続してやればもう少し増やせるが、そこでアイリがへばったら元も子もなくなる」

　さしもの〝聯繋コンキリオ〟も数百人をまとめて運搬するのは不可能だ。先日カタリナ相手にやった大量放水、あれも発動後にアイリは倒れかけたくらいなのである。

「だとすると……」

　そのために宗一郎たちは連日の印刷作業に明け暮れることとなる。

　――そして、とうとうシュマルカルデン城制圧戦は実行に移された。
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「うげ!?」

〝聯繋コンキリオ〟による転移を終え、白かった視界が少しずつ色を取とり戻していく。

　眼前の、今にも斬りかかってきそうな女騎士を見て宗一郎は思わず声を上げた。

「……カタリナ・ルーデルだったか？」

「貴様ごときが私の家名を口にするな、名が穢けがれる！」

「えらい言われようだなオイ!?」

　作戦の第一段階として、宗一郎とアイリ、護衛役のイジスは公城の執務室に跳とんだ。

　ジギスムントは自室に女やメイドを何人も連れ込んでいたので、マリエにこっそり目印マーカーを仕込んでもらうことはそう難しくない。

　この執務室を転移先にしたのはジギスムントを捕らえるのが制圧戦を成功させる絶対条件だからである。ここにジギスムントがいなければ公城じゅうを捜さがし回らなければならなくなるところだったが、まずその賭けには勝ったようだ。

「つくづくよく会うな、姉ちゃん」

「それはこちらの台詞だ！」

　だがカタリナまでもが同席しているとはさすがに宗一郎たちも想定外だった。

　もっともそれはカタリナとて同じことだろうが。剣を構えてはいるが鎧は身に着けておらず、豪奢な金髪も束ねることなく背に流したままにしている。それでもその立ち姿はさすが様になっていた。

「娘むすめ、命が惜しくばそこを退どけ！　さもなくば……」

　イジスが大剣を抜きながら恫どう喝かつする。

　宗一郎とアイリは荷物を手にしているほかは革の胸当てを着けた程度だが、イジスは板金鎧プレートアーマーと剣で完全武装している。元カッセル騎士団長の肩かた書がきに相応しく、その姿は絵物語に登場する勇猛な戦士そのものだ。

「おい、あいつはまずいんだ！」

　その姿、そして大声はそこらの娘……いや男であっても失神しそうなほどの迫力だったが、しかし宗一郎は慌あわててイジスを押しとどめた。

「何だと？」

「貴様らの魂胆なぞは知らんが」

　突とつ然ぜんの宗一郎の登場に目を丸くしていたカタリナだが、やがて目を細めて剣を構え直す。宗一郎、そしてイジスたちを見み据すえて、

「代官殿の城を土足で踏み荒らす狼藉、見過ごすわけにはいかぬ。――覚かく悟ごッ!!」

　ぎぃん、と金属が鋭く噛み合あう音が響ひびいた。

　カタリナが剣を構えて踏み込んできたのをイジスがぎりぎりのところで受けたのだ。カタリナは防がれたと見るや床を蹴けって素す早ばやく退き、ふたたび剣を繰り出してくる。

「きゃ……」

「君は下がれ！」

　宗一郎は慌ててアイリの腕うでを引いてバルコニーの隅に退避させた。このままでは振り抜かれた剣に自分たちが斬られかねない。

　二度、三度と金属がぶつかり合い、ふたたび火花が散る。

　イジスの巨躯から繰り出される一撃はすさまじく、ジギスムントが座っていた椅子を引っかけただけで叩き壊こわした。だがカタリナもさるもので死の剣風をかいくぐっては鋭く反撃を繰り出す。

　日本では剣道にも無縁だった宗一郎だが、ここが戦場でなければ惚れ惚れとその剣けん戟げきを見つめていたかもしれない。

「ちっ……」

　だが、両者のうちどちらが不利かと言われればイジスであろう。

　屋根がないとはいえバルコニーは剣を振り回すのにじゅうぶんな広さとは言えない。対してカタリナはレイピアのような細く鋭するどい剣で素早く突きを繰り出し、後退するという、小回りの効く戦い方をしている。

「あ、あ……」

　二人が激戦を繰り広げる傍らでは、いまだ事態について行けていないのだろう、ジギスムントがじりじりと壁に背を付けたまま後ずさっている。このオヤジだけなら楽だったものをと宗一郎は内心で吐き捨てた。

「カタリナ様、何があったんです!?」

「やばっ……」

　執しつ務む室しつの扉の向こうから聞こえた声に宗一郎は顔を引きつらせた。

　この城はまさしく敵の本拠地である。いま味方はここにいる三人であり、大勢で掛かってこられたら為なす術すべがない。いや、実はその術は用意してあったのだがカタリナと鉢はち合あわせたおかげで使えなくなっている。

「おっさん、あんたはあっちのオヤジを確保してくれ！」

「どちらがどちらだ!?」

　思わず喚わめきながらもイジスは宗一郎の意図を正確に理解してくれた。何が何でもここでジギスムントを逃がすわけにはいかない。

　イジスはカタリナを牽制しながら大きく後退し、今まさに執務室に飛び込んで逃げだそうとしていたジギスムントの襟首を掴つかんでその身柄を確保する。

「貴様……」

「ここまで俺おれを追いかけてきてくれたとは嬉しいね」

　だがそうなれば、イジスの代わりにカタリナと対たい峙じする役は宗一郎に回ってくる。

「……どうしたもんかなこれは」

　不敵に笑ってみせながらも宗一郎は内心だらだら冷や汗あせを掻かいていた。

　眼前のカタリナは剣を構え直しながら、その目を宗一郎、そしてアイリに向けている。

「ひっ……」

　アイリが小さく呻いた。

　カタリナにとって自分は捕ほ縛ばくするべき犯罪者だろうが、それはアイリについても同じことだ。大の男と少女、どちらが捕らえやすいかは言うまでもない。実際、グルンヴァルトでも彼女は優先してアイリを狙ねらってきた。

「……だとしたら」

　判断は一いつ瞬しゆんだった。

　ここまでアイリを連れてきたのは自分だ。ならば責任は自分が負うべきだろう。

「――覚悟ッ!!」

　騎士と魔ま女じよの間に割り込んだ宗一郎の左肩に、カタリナが繰り出した切っ先が垂直に突き刺ささる。だが飛び散った血と灼やけるような痛みを気力で無視して、宗一郎は身体からだの勢いを殺さずそのままカタリナに肩から体当たりした。

「っ、貴様!?」

「ぐ……」

　構図としてはあの夜のグルンヴァルトに似ている。あのときアイリを庇かばったのと同じように、まだ動く右みぎ腕うでで強ごう引いんにカタリナを抱え込む。

　男に引きずられ、さしものカタリナも大きくよろけた。彼女の背にはバルコニーの手すり、さらにその向こうには――空白がある。

「宗一郎さ……」

　叫さけぶアイリに宗一郎は一瞬だけ目を向けた。彼女が目を見開くのが見て取れる。

「まとめて一緒に退場と行こうか、姉ちゃん」

　腕の中でカタリナが息を呑むのがはっきりとわかる。

　宗一郎がそのまま床を全力で蹴ると、二人の身体は絡まったまま宙を舞った。

「……でっ！」

「くぁ……」

　この世界の建物はどれもそう高くなく、公城のバルコニーであっても宗一郎の感覚からするとせいぜい三階建て程度だ。いちおう下に植え込みがあることは確認してからダイブしたのだが、二人まとめて植木に突っ込む衝撃はかなりのもので、傷の痛みもあって宗一郎は思わず苦鳴を上げる。

「美女に上に乗られるのは本望だが……せめて、物騒なもんは手放して欲ほしかったな」

「き、貴様、破廉恥なっ……」

　ちょうど宗一郎の腹を跨またぐ形で折り重なっていたカタリナは、慌てたように宗一郎の腹の上から飛び退いた。

　修道騎士の意地とでも言うべきか、落下するときも彼女は剣を手放さなかった。さきほどイジスに対峙したときと同じように宗一郎に剣先を向けて構え直す。

　自分の血がしたたり落ちる切っ先を見るのは宗一郎をしてぞっとしない気分だった。こちらも腰こしから護身用のナイフを抜いて構えてみせたが、これはただのポーズだ。

「ふん、そんな短たん剣けん一本で何ができる？」

　この世界の騎士というのはおよそ生まれた数日後にはおくるみの中で剣を握にぎらされたような連中だ。宗一郎も別種の専門家スペシヤリストであるからこそ、本物を相手にすることの怖さは身に染みてわかる。

「さあて、な」

　だから真正面からカタリナと斬り合いをする気などさらさらない。

　自分の戦い方は別にある。

「こんな田舎いなかまで俺を追いかけてきてくれるとは、こんな美人が熱心なファンでいてくれて、いやはや光栄だね」

「誰が貴様など好きこのんで!!」

「で、その大ファンであるあんたにぜひとも見せたいものがあってだな」

　宗一郎が無造作に懐ふところに手を突っ込むと、武器でも取り出すと思ったのかカタリナが顔を強ばらせるのがはっきりとわかった。ことさらにゆっくりと、見せつけるような仕草で宗一郎は上着の裏からそれを取り出す。

「……〝本リブロ〟？」

　いついかなるときでも宣伝できるように宗一郎は常に〝本リブロ〟を持ち歩いている。本は布を綴とじて作ってあるので外套ジヤケツトの裏に引っかけておいてもそう目立たない。

　宗一郎が手にしたそれがただの布だと気付き、カタリナは鼻で笑うと同時にいささか怪訝な顔をした。

　そのカタリナの目の前に宗一郎はあるページを開いて突き出し、

「ほれこのページ、一度会っただけにしてはよく似てるだろ？　いや苦労した……」

「き――貴様ぁッ!?」

　とうとうカタリナが堪えきれなくなったように叫んだ。

　宗一郎が見せびらかしたページには例によってアレなシーンが描えがかれている。

　半はん裸らの女が男の上にのしかかり、嗜し虐ぎやく的てきな表情で男に何かを言っている。むろんその台詞せりふ、刻界文字アーギオ・グリフで書かれた吹ふき出しの中身まではカタリナは読むことはできないのだが。

　その女の気の強そうな目、背に流した少し癖のある髪、それらはまるで……

「…………」

「いやあ、さっきのあんたの格好なんてこの絵そのものだったからな！　うちの作家の想像力はたいしたもんだろ？　一度しか会ってないあんたの特とく徴ちようを見事に……」

「…………」

　カタリナはぷるぷると肩を震ふるわせた。構えた剣の切っ先もまた小さく震え、宗一郎の眉み間けんと喉のど、心臓を交互に行き来する。いったいどこを刺したらいちばん苦しめられるかと思案しているかのようだった。

「修道女、神の端はした女めたるこの私への侮辱、神への侮辱だと思え……！」

「ま、そんなのはいまさらだな。二年前に言われてたら少しはビビったかもしれんが」

「こ、この……」

　カタリナの唇くちびるがぷるぷる震えた。育ちの良さそうな彼女は罵倒の語ご彙いが少ないらしい。

　実を言えば、絵は別にアイリがカタリナを真似まねて描いたわけではない。

　現在の印刷精度、そして製紙ではなく布に刷るのではそう細かな再現はできない。アイリはその制約の中でも相当うまく描くが、新聞の風刺画のような作風でもなければ特定個人の顔と気付かせるのは難しい。

　つまるところ、ただの宗一郎の舌先三寸である。

　うまいことカタリナの気を逸そらした宗一郎だったが、しかし彼とて余よ裕ゆうはない。

「……まだか!?」

　なにしろカタリナの剣は今なお自分に向けられたままなのである。どうにかこうにか距きよ離りを保っているが、ブチ切れた彼女に踏み込んでこられれば一巻の終わりだ。

「死ねッ――!!」

　そしてとうとう彼女が剣を繰り出そうとした、まさにそのとき。




　声は二人の頭上から降ふってきた。




「『汚らわしい豚、這はいつくばって私の靴くつをお舐なめなさいなッ!!』」




「な……!?」

　そのあんまりと言えばあんまりな内容に、カタリナは思わず攻こう撃げきも忘れて唖然とする。

　そして一瞬後、彼女をして戦せん慄りつさせる光景が公城のそこかしこで出現した。

　居館パラス、警備隊の詰つめ所、その向こうに見える兵舎、城のそこかしこでばちばちと紅い火花が散った。〝枢すう機き卿きようの赤〟よりも鮮烈な紅あか、血潮に光の粒つぶを溶とかし込んだかのような光が城のそこかしこで渦を巻く。

　やがてそれらは文字となって空中を舞った。

　文字を識しる宗一郎は、まるで城と母国を奪うばわれた前大公とカッセルの民の呪じゆ詛そを刻み込んでいるかのようだと思った。文字を識らないカタリナは、はたしてその光景に何を思い浮かべただろうか。

　やがて――

「な、な……」

　目の前で繰り広げられる光景にカタリナは言葉を失ったようだった。







　アイリは呆然と目を見開いた。

　彼女がとっさに伸ばした手は宙を切り、血まみれの宗一郎と神聖帝国の女おんな騎き士しは絡まるようにしてバルコニーから落ちていった。数秒後には植え込みに突っ込む音が上がったのだが、それは彼女の耳には入らない。

「宗一郎さ……」

　剣の銀色、血の赤、鉄の匂い。

　それはアイリに深く刻み込まれた傷痕だ。

　二年前、壊れかけた自分は宗一郎と出会うことで正気を繋つなぎ止めることができた。さんざん無茶に付き合わされたりセクハラまがいのこと言われまくったり校正作業はこちらの心を殺しにかかっているようにしか思えなかったりもしたが、それでもこの二年、自分は守られていたし、幸せだったのだと思う。

　……でも、それだけで良いのか？

　視界から消える寸前、宗一郎が一瞬だけこちらを見たようだった。

　言葉を交わす暇ひまなどない。だがその目の言わんとすることははっきりと伝わった。

　――君に任せた。やるべきことをやれ。

「……わたしは」

　わたしは、あの人の隣に立てるようになりたい。

　今までのように後ろに隠かくれているばかりではなくて、隣に立って、同じ苦労をして、一緒に戦いたい。頼たよるばかりではなくて頼ってもらえるようになりたい。

　だから今は取り乱すな。きっと彼は大だい丈じよう夫ぶだ。だから自分のやるべきことをやれ。

　そうして彼に相応ふさわしい女になるのだ。

「わたしだって……」

　アイリはバルコニーの手すりに手をかけた。城の中心にあるバルコニーからは城内、そしてシュマルカルデンの街並みまでもが一望でき、これが歴代の大公が独り占めしてきた光景かと一瞬だけ感かん慨がいにふける。

　眼下には兵士や使用人らしき姿がいくつも見える。彼らはバルコニーでの騒乱の物音、そして得体の知れない少女が突とつ如じよとして領主の領域に現れたことに、驚おどろいた顔で居館パラスを見上げていた。

　アイリが右みぎ手て袋ぶくろを引き抜くと、甲こうに彫ほられた刻界文字アーギオ・グリフの入れ墨が空気に晒される。

「……魔女!?」

「あのような娘がか？」

　愕がく然ぜんとした声を聞きながら、アイリは持ち込んだ道具を手に息を吸った。

「――〝改変アルター〟……」

　詠えい唱しようとともに腕の入れ墨が紅い光を帯びた。鮮血の赤のごとき光が少女を彩り、いくつもの文字がさながら魔女の忠実な使つかい魔まのようにアイリを取り巻く。

　だが今のアイリは刻界文字アーギオ・グリフの記された札を持っていない。文字魔法グリフマギカを使うためにはあらかじめ文字を刻んだ札を用意し、読み上げることで発動する、それが原則のはずだが。

「〝現れよアパレシウム〟……」

　なぜなら必要ないからだ。

　必要な魔法の札はすべて先んじてこの城のそこかしこに持ち込まれているはずだ。神聖帝国の名を冠しながらも素行の悪い兵士たちは、それが異い端たんだと知りながら、城下でひそかに出回るそれらをむしろ街の住民から奪うようにして。

「『うふふふ、なんて変態なのかしら』――ッ!!」

　アイリは侏儒ドワーフ製の機構ギミツク付きの拡声器メガホンを手に、ありったけの声で自作を朗読した。

「『うふふふふ、こんなものを欲しがっているの？』」

「『ならばお望み通りにしてあげてよ』」

　自分の書いたものであるから内容は一字一句違たがえず覚えている。何ページ目にどのような絵と組み合わせるか、すべて宗一郎やバルバノと一緒に考えたのだ。

「何だありゃ……」

　アイリの声の意味がわかった者はある者は吹き出だし、ある者は引きつり笑いをし、澄まし顔のメイドは顔を真っ赤にしていた。どんなに教会が厳しいモラルを説こうと大人であれば知らないわけにはいくまい。

「あの魔女、いったい何をやりたい……」

　むろんアイリはただの羞しゆう恥ちプレイでこんなことをしているわけではない。

　答えは数秒後に現れた。

　魔女アイリーチェの詠唱によって文字魔法グリフマギカが発動する。兵舎の棚たな、ベッドの下、使用人の物入れ、警衛兵の懐、城内のあちこちに持ち込まれていた〝本リブロ〟を札として。

　文字魔法グリフマギカは刻界文字アーギオ・グリフにて書かれた内容を現実のものとする。

　ならば――

「き……き、きゃあああああああああああっ？」

「何じゃこりゃ、って、うわっ!?」

「ちょっとあんたどこ見てんのよ!?」

「うるせえお前を見たわけじゃねえよ！」

　城の敷地内に紅い刻界文字アーギオ・グリフと火花がスパークし、やがてそれらはひとつの形となって結実した。どことなくカタリナに似た気の強そうな面差し、背に流した癖のある金きん髪ぱつ、ほとんど服をはだけた女となって。

　それまで旧カッセル勢の乱入に気付いていたのはジギスムントや居館パラス近くにいた者くらいだったが、何十人、下手をすれば百人を超こえるであろうその女の出現に、城内が一瞬にして騒然とするのが伝わってきた。

「『ふふ、可愛がってあげるわ！』」
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　そして、アイリの〝本リブロ〟の中身はさきほど宗一郎がカタリナに説明した通りである。

　文字魔法グリフマギカによって現出した女たちはその内容通りの行動を取り始めた。

　近くにいた兵を押し倒してその上に乗り、頬ほおを叩いたり、ある女などはそこらに落ちていた棒を拾って折せつ檻かんを始めた。どうやら行動に多少の個体差が出ているようである。

「な、な……」

「破は廉れん恥ち、破廉恥ですわ……！」

「ちょっと待て俺のせいじゃな、うわっ!?」

　バルコニーの下からは男たちの悲鳴……とも言い切れない声と女の罵声が次々に上がっている。現れた女が敵であることは明らかだが、ほぼ全ぜん裸らの女とあっては乱暴するにも気が引けるのだろう。

「な、な……」

　アイリの後ろからはジギスムントの声も聞こえてきた。言うに事欠いて神聖帝国の貴族である彼までもが〝本リブロ〟をせしめていたらしく、部屋の中に出現した女に押し倒されて鼻の下を伸のばしている。

　イジスは魔法の効果をあらかじめ知らされていたので動どう揺ようはしないが、ジギスムントを取り押おさえるその表情は呆あきれ顔がおもいいところだった。

「……できた」

　その大混乱をバルコニーの特等席で見つめ、アイリはぺたんと床ゆかに座すわり込んだ。

　――言葉の戦いだ、と宗一郎は言った。

　誇ほこり高き〝千文字の魔女インフイニタス〟なら、その武器は文字と自分の本であるべきだと。

〝現出アパレシウム〟――泥人形ゴーレムを生成して書かれたとおりに動かす魔法。

　アイリは執しつ筆ぴつと並行で〝聯繋コンキリオ〟以外の魔法の書式の研究を続けてきた。宗一郎のズボンを脱がしかけることに成功した後に彼かの女じよは書いたものを再検討し、己おのれの手で第二の文字魔法グリフマギカ――〝現出アパレシウム〟の開発に成功したのである。

　そして宗一郎たちはあらかじめ魔法の書式を仕込んだ〝本リブロ〟を刷ってカッセル領内にばらまいた。規律の乱れた神聖帝国の兵たちはかなりの人数がそれをひそかに買い、城内に持ち込むであろうと予測した上である。

　そして先行してアイリたちが城内に転移、それを札にして魔法を発動した。

　案の定、あんまりと言えばあんまりな、ある意味では役得とすら言える状況に、城の警衛兵たちは浮つくばかりでまったく対応できていない。

　とはいえ魔法で一時的に造られた女たちに兵を倒すことは不可能だ。〝現出アパレシウム〟で現れた女たちは動く粘土細工のようなもので、しかも本の内容通りの行動を取っているに過ぎないから、いずれ兵たちが我を取り戻もどせば強引に押しのけるだろう。

　けれども時間は稼かせげる。

　反乱軍にとっては何よりも貴重な時間が。

　魔法の成功を確かく認にんするなりアイリは荷物から小さな球を取り出して床に叩き付けた。侏儒ドワーフ特製のそれは壊れるなり強烈な破裂音を発し、城じゅうにその音を届ける。

　やがて、本当の意味での落城の瞬しゆん間かんがやってきた。







「地下道か……！」

「そういうことだ」

　カタリナの呻きに宗一郎は肩をすくめた。

〝聯繋コンキリオ〟で運べるのはごく少数だが、別に城内にひそかに侵入する術はそれだけではない。

　城に有事の際に城主を逃がすための隠し通路が設えられていることはよくある。シュマルカルデン城の主あるじであるヴェリタス家にも代々そうした地下道の存在が伝えられてきたが、マルティナは神聖帝てい国こくに城を明け渡す際にその詳しよう細さいを伏せていた。

　そして今、マルティナは逆方向からその通路を使ったのだ。

　旧カッセル陣営の兵は出口側から隠し通路を通って城の直下で待機、アイリの破裂音の合図を待って間者が通路の入り口を開ける。

　兵数の少なさは解消できなくとも、文字魔法グリフマギカで……女にのし掛かられて行動不能に陥っている兵士が相手ならば十分以上に戦える。地の利もあってマルティナの騎士たちは混乱状態の兵を素早く無力化し、あるいは兵舎などを制圧していく。

「……こんな、馬ば鹿かな」

　宗一郎と睨み合うカタリナにもその情勢の変化は伝わってきたのだろう。もはやこの戦い――と言えるのかもわからないが――の趨すう勢せいは明らかだった。

　カタリナが宗一郎から剣の切っ先を外すことはなかったが、その表情は少しずつ敵意から戸惑いのようなものに変わっていく。

「……何だ？」

「貴様が魔女であることは知っている。このようないかがわしい真似は許しがたいが、さりとて不思議とは思わん」

　どちらかと言えば自分自身の考えをまとめるかのようにカタリナは語る。

「だが、なぜこのような手段を取った？」

　カタリナは一瞬だけ後ろを振ふり返かえった。

　それは剣戟の音も血の匂いもほとんどない、異様なほど静かな制圧劇と言えただろう。アイリの文字魔法グリフマギカの効果は既すでに消えているが、我に返った神聖帝国の兵たちにもはや抵抗する気力はないようだった。

　テレポートや地下通路を駆使すればなるほど他の手段はいくつもあっただろう。ジギスムントをはじめとする要人を次々に殺すこともできたかもしれない。

「これが魔女の戦い方だからさ」

　言って宗一郎は肩をすくめた。

　この案を提唱し、必死で〝現出アパレシウム〟の書式の再現に取り組んだのはアイリだ。

　そして彼女は旧カッセル陣営のわずかな兵力で城を奪還してジギスムントを捕らえ、なおかつ可能な限り犠牲を出さないという離れ業わざを達成してのけた。

『復ふく讐しゆうしたいという気持ちがないと言えば嘘うそになりますけど、でもあいつらと同じ、血を流すような真似はしたくありません。……剣は魔女の持ち物ではありませんから』

　その理由を尋たずねた宗一郎に、アイリは静かにそう言ったものだった。

　宗一郎の言葉をカタリナは噛みしめるように聞き、やがて呟つぶやく。

「私は皇こう帝てい聖せい下かから貴様を排除するよう命令を受けている。貴様を捕縛できないならば、せめて殺さねばならん」

「……だろうな」

　カタリナの剣の切っ先を前に宗一郎はじりっと後ずさった。

　カタリナがここで宗一郎を殺すことはたやすいが、さりとてカタリナの命もまた風前の灯ともし火びだ。なぜならこの城は今まさに反乱軍の手中に収まりつつある。

　彼女自身もそれがわかっているからこそ、せめて宗一郎ひとりでも道連れにしようとするかもしれなかった。

「これはそろそろまずいかな……」

　――と、そこでふたたび城内の空気が変わった。

　ジギスムントと城を落としたという鬨ときの声に混じって、新たな騒さわぎを告げる、混乱したような声が二人のもとまで聞こえてきた。カタリナが顔をしかめ、宗一郎も耳を澄ませてその詳細を聞き取ろうとする。

「ブリューメル枢すう機き卿きよう……？」

　どうにか聞き取ったその名に宗一郎は眉をひそめ、カタリナは目を見開いた。

「ブリューメル枢機卿だと!?　なぜ猊げい下かの名がここで……」

「そんなん俺が知るかよ。でも、なんか城門の外に枢機卿がいるとか言ってるぞ」

「……馬鹿な」

　とはいえそれはあり得ないことではない。このカッセル領は神聖帝国の領土であるから聖都から枢機卿が訪れることもあるだろう。ジギスムントなら予定を把は握あくしていたかもしれないが、さすがに旧カッセル陣営にそこまでの内偵は無理だった。

「そんな、……私は聞いてないぞ」

　いや、カタリナすら驚いているところを見るに本当に想定外の来訪のようだ。

「大物なのか？　その、ブリューメル枢機卿ってオッサンは」

「お、おっさん!?　貴様、言うに事欠いて枢機卿猊下をそのような……」

「本人ここにいないんだから別に構わんだろ」

　宗一郎は面めん倒どうくさそうに言い、それからこれみよがしに呟いてみせた。

「……なら、仕込みが発動したってところかな。案外早かったな」

「何だと？」

　カタリナに聞かせたのはわざとだが言葉自体は嘘ではない。宗一郎には、神聖帝国から急使が飛び込んでくる心当たりがあった。公城乗っ取りの真っ最中にやってくるとはさすがに思わなかったが。

「どうせだから最後まで聞いてくか？　興味はあるだろ、〝悪あく魔まの都〟の誕生に」

　宗一郎はカタリナの……正確には彼女の剣けんの切っ先を眺ながめて言ってのける。

　剣先はなおもしばらく宗一郎の前で揺れていたが、やがて下ろされた。







　シュマルカルデン市の城外に設けられた天幕は緊きん迫ぱくで今にも張り裂けそうだった。

　戦場において将軍や貴族といった身分の高い人間が寝ね泊とまりし、あるいは軍議を行うための、宗一郎の感覚で言えば「むちゃくちゃ派手なテント」である。内装も立派なもので、重厚な机や椅子のほかにインテリアまで持ち込まれていた。

　なぜ急きゆう遽きよそんなものを城じよう壁へきの外に用意したかと言えば、これが停戦交こう渉しようの場だからだ。

　シュマルカルデン城および市街地の所有権を巡めぐる交渉であるために、そこからは少し離はなれた場所に会談場所が設けられた。

「お噂うわさはかねがね聞き及んでおりますわ、ビーター・ブリューメル枢機卿」

「あなたのような美しい貴婦人に噂されているとは光栄ですな、マルティナ殿どの」

　テーブルを挟はさんで向かい合ったマルティナとビーターは互たがいに冷ややかに笑った。

　彼かれら二人がそれぞれ旧カッセル政権側、神聖帝国側の代表である。

　二人の後ろには護衛の騎士、イジスやナターシャが控ひかえている。イジスなどは怨おん敵てきを前に今にも斬りかかりそうな顔をしており、ナターシャが後ろから裾すそを引いて抑えていた。

　そして壁かべ際ぎわにはカタリナとジギスムント。

　カタリナは捕虜の立場ではあるが、宗一郎の口利きで特に縄をかけられたり手て荒あらい扱あつかいはされていない。「こっちも一度見み逃のがしてもらってるからな」と言ったところ当人はひどく複雑そうな顔をしていたが。

　対してもうひとりの捕虜であるジギスムントはと言えば両りよう脇わきをカッセルの騎士に挟まれてがたがたと震えている。豪奢な衣服はそのままなだけにその姿は哀れだった。

「……なあ、あの子は何なんだろな」

　宗一郎はビーターの後ろに佇む少女を指してアイリに尋ねた。

　最初に出会った頃のアイリと同じくらいの歳としだろうか、典てん雅がな顔立ちに可愛かわいい服を着せられてはいるがその顔にはおよそ表情というものがない。そしてその首に巻かれた、あまりにも不ふ釣つり合いな鉄の首輪。

「たぶん……記き憶おく奴ど隷れい、の子だと思います」

　知識としては知っていたらしく、アイリは暗い声で囁いてきた。文字魔法グリフマギカで精神の自由を奪われ、主のためにすべてを覚え続けるだけの存在なのだと。

「……何だそりゃ」

　憤いきどおるが今はそれに怒いかりをぶつけていい場ではない。宗一郎はぐっと拳こぶしを握り、目を伏ふせるアイリの背をぽんと軽く叩たたいてから、会議のテーブルに向き直った。

「……お」

　と、そこで枢機卿ビーター・ブリューメルと目が合った。彼の記憶奴隷をじろじろ見ていたことは気付かれていないだろうが、宗一郎は少しのけぞる。

　だが逆にビーターはぎろりと宗一郎の顔を見据えてきた。

「貴様がソウイチロウ・サカガミか」

「おお、枢機卿猊下に名前を覚えてもらってるとは光栄だね」

　宗一郎は肩をすくめる。

「だが枢機卿にしちゃ内心が顔に出すぎだな。今すぐ俺を殺したいって顔に書いてある」

「貴様……」

　ぎりっと眼光険しくするビーターに、宗一郎はにやにやと笑って続けた。

「そこのカタリナ卿きようは帝てい国こくでもいいとこのお嬢じようさんなんだろ？　捕虜の返還をミスったと聖都で睨にらまれたくなけりゃ、カッセル領で下手な真似は避さけたほうがいいぞ」

「んな!?」

　意地悪く言う宗一郎にビーターはますます眦まなじりを吊り上げ、人ひと質じち扱あつかいされた――実際そうなのだが――カタリナはかっと顔を真っ赤にする。だがここで口論をしては会談そのものがご破算になると、ビーターは続く言葉を呑み込んだようだ。

　やがて、先に本題に切り込んだのはマルティナのほうだった。

「まずはわたくしからお伺いいたします。ブリューメル枢機卿、あなたが今このカッセルにいらしたのはどのようなご用件でしょう？」

　マルティナは試ためすような目でビーターを見上げた。

　大局的に見ればビーターが今このカッセル領に注目する理由はないはずだった。カタリナ隊は独自調査でたまたまこの城にいただけだし、〝本リブロ〟を配って回る行こう為いが反乱の下した拵ごしらえだとはまず思われないはずだ。

　それを敢あえて枢機卿たるビーター自身が足を運ぶとなれば相応の理由がある。

「……おー、怖こええ顔」

　ビーターは宗一郎を一睨みしてから、後ろの護衛に何かを取り出させて机の上に置いた。数枚の布を綴とじたそれは、宗一郎たちにとっては見慣れたものである。

「〝本リブロ〟だな」

「そうだ。……フィン」

「これと同じものは今までにも何種類か出回っていますが、これは十三日前にグルンヴァルトで確認された最新版です。〝五芒星クインクエ〟の他の四都市、ほか帝てい国こく領りよう内の他の十二都市で同じものを確認しています」

　フィンと呼ばれた記憶奴隷の少女はよどみなく、しかしまったく感情のこもらない声で説明した。彼女にとってそれは「覚えておくべき情報」というだけでしかなく、意味を理解しているわけではないのだろう。

「ほお、よく調査したもんだ」

　一いつ瞬しゆん浮うかんだ怒りを押し殺ころして、宗一郎は肩かたをすくめた。

　フィンの……いやビーターの言うとおり、これは宗一郎が神聖帝国の各都市でばらまいたものである。

〝聯繋コンキリオ〟があれば一度行ったことのある場所には簡単に移動できる。宗一郎はカッセル領内の帝国兵に件くだんのエロ本をばらまくのと同時に、各地を回って帝国内にまた別の〝本リブロ〟を配っていた。

　そのために人手が足りなくなってイジスたちまで駆り出すことになったのだが。

「この……これに書かれている、刻界文字アーギオ・グリフは」

　そこまで言ってビーターは一度言葉を切った。

　おそらくそこから先は、教会の信徒としては認めがたい事実だろう。

「私は読めないが、街の者には読める者が出てきていると聞いている。――『カッセルにこれがある』だそうだな」

　文字は悪魔の知ち恵えの実であり、見ること、識ることは許されない。

　この世界のほとんどの人々はそのように生まれたときから教えられてきたはずだ。

　だが、その人々が文字を読めるということは。

「貴様の行動が確認されるようになって、一年……いや、もう少し経たつか」

　ビーターは苛いら立だたしげに机をこつこつと指で弾はじきながら、

「時間をかけて、民たみに文字を学習させたな？」

「ご名答」

「――あ！」

　ビーターの言葉にカタリナは目を見開く。

　そして敵を射殺さんばかりの鋭するどい視線に、宗一郎は真正面から頷うなずいたのだった。

　面白そうなものがあれば、人々はその詳細を知りたいと思うだろう。

　この本の作者は誰だれか。新作はいつどこで手に入るか。誰に借りることができるか。――絵と一緒に書かれている文字は、いったい何を意味しているのか。

　宗一郎とアイリは新しい〝本リブロ〟を作るたびに少しずつ内容を更新していった。文字の数と種類を増やし、簡単な単語から文章を構築できるように。あるいは敢えて街の人々に姿を晒さらし、文字を朗読して言葉との繋がりを理解してもらえるように。

　そのひとつの成果がこれである。

　まだ使いこなすには至らないが、ごく簡単な文字ならば読める者が現れ始めた。

　人々にそこまでさせる動機となったのはむろん、アイリの本の出来の良さだったろう。シンプルかつ美び麗れいな絵、絵だけでもおおよその内容はわかるが「もっと詳しく登場人物の台詞を知りたい」と思わせるだけの物語。

「ま、男がエロ本にかける情熱ってのはどこの世界も変わらないもんさ」

「…………」

　まさか枢機卿のビーター自身が頷くわけにはいかないだろうが、各都市の現状を見ればそれがどうしようもない真理であることは明らかだった。

　そして〝本リブロ〟がもたらしたのはこの世界にとってはあまりにも大きな変化である。

　それまで悪魔の知恵の実と怖れていたものの力と正体を人々はようやく知ったのだ。

　すなわち、圧あつ倒とう的てきな情報伝達力。

「やってくれたな、……敗者と魔女どもが」

　ビーターは宗一郎たち、そしてマルティナをぐるりと見回した。

　シュマルカルデン城が制圧されたことは神聖帝国の威い信しんを大きく傷つけるものだろう。だがそれ以上に、大陸各地でばらまかれた本に『カッセル』の地名が書かれていたことの意味はあまりに大きい。

　カッセルは現在神聖帝国の一部だ。その地に文字、すなわち悪魔の知恵の実が蔓まん延えんしているということは、教会の統制が行き届いていないという論ろん拠きよに他ならない。

「民が神の教えを忘れて悪魔の知恵の実を囓かじるなど、あってはならないことですわね」

　マルティナが肩をすくめて言った。

　そう、あってはならないことなのだ。

　神聖帝国は決してその事実を認めることはできない。神の御み名なのもとに統一帝国を建てることを標ひよう榜ぼうする皇こう帝ていからすれば、それはカッセルの統治の失敗、神の威い光こうの不完全さを証明することに他ならないからだ。

　かつ、たとえカッセル領を取とり戻しても人々の記き憶おくを消し去ることはできない。宗一郎の〝本リブロ〟の内容は大陸全土の人々にとって既に事実と化してしまっているのだ。

　ならば、どうするべきか？

「あんたはもうその答えをわかってるんだろ、枢機卿猊下」

　嫌いや味みに言う宗一郎にビーターはぎりっと歯は噛がみしたようだった。

「貴様……」

「情報伝達に必要なのは、媒体メデイア、それに経路ネツトワークだわな」

　地球においてもメディア史は印刷や写真、映画などの技術革新、そして伝達手段の発達と歩みをともにしてきた。鉄道網の整備によって新聞や雑誌が全国に短時間で届けられるようになり、政治ニュースや最新流行を田舎の人々すら知るようになり、インターネットの発展によって世界の裏側の出来事ですら瞬しゆん時じに知ることができるようになった。

　そしてこの世界にやってきた宗一郎には幸いにして印刷技術があり、〝聯繋コンキリオ〟という高速運搬手段をほぼ独どく占せんしていた。

「なら俺おれが負ける気はしないね」

　ならば神聖帝国を出し抜いて情報戦を仕掛けるのに宗一郎が躊躇ためらう理由はない。

「あってはならないことが起きた……なら枢機卿、あんたはどうする？」

　にやにやと笑う宗一郎をビーターは射殺さんばかりの目で睨んできた。

　神聖帝国の威信を傷つけず、本を読んでしまった人々と折り合いを付ける手はひとつ。

「わ、儂わしは……」

「黙れ、異い端たん者しや」

　緊きん張ちようと不安に耐えかねたか思わず泣き言を漏もらしたジギスムントを、ビーターは見たくもないとばかりに顔を背けながら罵倒した。

　こうなれば神聖帝国はカッセル領とジギスムントを諸もろ共ともに切り捨てるしかない。選せん択たく肢しと言えばせいぜいカッセル女公マルティナの勝利を公式に認めるか、ジギスムントが異端者となってカッセルを〝悪魔の都〟にしたと決めつけるかである。

「お選びなさいな、ジギスムント・ツェリエ」

　マルティナが目を細めてジギスムントを見つめた。

「あなたはカッセルの民を苦しめ、私の父を殺した憎むべき男ですが、慈悲の心によって二つの選択肢を与えます。無能な代官として私たちに首を差し出すか、異端者としてこの枢機卿に火あぶりにされるか」

「そ、そんな……」

　ジギスムントは愕然と膝ひざを突つく。だがビーターが何ひとつ彼を擁護しないのを見て、とうとう自分の命運を察したようだった。

　ジギスムントは神聖帝国の貴族だが、それ以前に教会の敬けい虔けんな信徒である。その彼にとって異端者と罵ののしられるのはおそらく死ぬより恐おそろしいことだろう。教会では信徒には死後の祝福があると説くが異端者認定されてはそれすらなくなってしまう。

　……やがて、ジギスムントは一方を選択した。

「それでは、ここに停戦協定の証あかしを。カッセル女公」

「ええ」

　この停戦の合意をもって、対外的にはこう伝えられるはずだ。

　すなわちカッセル女公マルティナはシュマルカルデン城を奪還、カッセル全域を自分の支配下に置いた。その後マルティナは自領における教会と聖職者の追放を宣言、刻界文字アーギオ・グリフの使用と魔ま女じよの権利を認めた、と。

　実際の出来事と時系列が逆だが、戦力すらろくに整わなかった旧カッセル陣営が神聖帝国から引き出した条件としては破格と言えるだろう。

　この条件を引き出すために宗一郎は情報戦に奔走したのだから。

「…………」

　ジギスムントを糾きゆう弾だんするはずが敗戦処理をさせられる羽目になったビーターには気の毒ではあるが、この交渉は長期戦を予想していたので、枢機卿がカッセルに来てくれたことはマルティナ側としては僥ぎよう倖こうではあった。

　いくつか細かい条件を確認した後、ビーターは不意に宗一郎を見据えた。

「……何だ」

「貴様のその所業は、今このときのためか？」

　客観的には宗一郎とアイリの活動はこのカッセル奪還の下準備のように思えるだろう。実際、宗一郎はこの件にこれまでのノウハウや成果のほとんどをつぎ込んでいる。

「いいや」

　だが宗一郎は首を横に振ってふんぞり返った。

「俺はな。そこの魔女、アイリーチェ・インキュナブラに、別の世界から喚よばれた」

　平然と言ってのける宗一郎に居並ぶ人々はいっせいに愕然とした。

「……別の世界だと？」

「わたくしたちの、この大陸の外からやってきたと仰るのですか？」

「そ、そ、宗一郎さん!?　何をしれっとばらしてやがるんですかあああああ!!」

　カタリナやマルティナ、そしてアイリがまったく同時に違ちがう言葉を叫さけぶ。

「だって、別に言ったらまずいってことでもないだろ？　これ」

　宗一郎とアイリは慌あわててひそひそ話を始める。

「そりゃバルバノさんなんかは知ってますし、ばれたら魔法の効果が切れるなんてこともないですけど……でも、宗一郎さんの身が危うくなるじゃないですか！」

「今までもじゅうぶん神聖帝国に追い回されてるだろ。これ以上危うくなるか？」

「うっ、……確かに」

　アイリはあっさりと論破されてしまった。

　マルティナとカタリナは別の世界がどうと言われてもとっさに理解できなかったようだが、とりあえず「かなり遠い場所」くらいで折り合いを付けたようだ。

　そして、ビーターは今までにも増して険しい顔で宗一郎を見み据すえていた。

「……なるほどな。ならばいろいろと理解できる」

　独り言めいた呟きだったが、やけにはっきりと宗一郎の耳に届いた。いや、敢えてビーターは宗一郎に聞かせたのだろうが。

「ひとつ答えろ、ソウイチロウ・サカガミ」

「……なんだよ」

「貴様のいたその元の世界とやらには、文字はあったのか？」

　その一言に初めて宗一郎の額にじわりと汗あせが浮うかんだ。

　もしかしたら、自分が予想したよりこの男は賢いのではないか。枢機卿ビーター・ブリューメルはきわめて正確に把握し、理解したのだ――この世界で宗一郎を生かしておくことの危険性を。

　すなわち失われた文字の時代の再現にして、異世界からの侵略でもあると。

「あったぞ」

　だが、宗一郎はビーターの鋭い目を真正面から見据えて答えた。

　危険な相手だが、だからどうした。

　そんな覚かく悟ごは二年も前にとうにできている。アイリに大言壮語したときに、彼女に一緒に本を作ろうと話したときに。

　宗一郎は居並ぶ人々をぐるりと見回した。

　マルティナ、イジスらカッセル領の人々。カタリナ、ジギスムント、ビーターとその後ろに無表情で控えるフィン。そしてアイリ。

「魔女アイリーチェが俺にかけた願いはこうだ。――〝世界を変える〟こと。だから俺はそのために行動してるし、それ以外のことをやる気はないな」

　さも当然だとばかりに言ってのける。

　その言葉はあまりに荒唐無稽に響ひびいた。聞き慣れている……もともとこの言葉を発したアイリでさえ、改めて聞くとおよそ現実的とは思えないくらいだ。

　だが、誰もその台詞せりふを否定はできなかった。

　彼らは既に知っているからだ。確かにこの男が世界に変化をもたらしたことを。悪魔の知恵の実を大陸じゅうの人々に食わせたことで、血と剣に拠よらない力があるのだと証明してみせることで。

「……本当にそんなことが可能だと思っているのか？」

　ビーターは冷ややかな目で宗一郎を見据えた。

　だが約束はいまだ果たされておらず、道のりはきっと長い。

「だから俺はこの世界できっと長生きすると思うぜ。あんたには悪いけどな」

　言って宗一郎はにやりと笑った。







Epilogue　世界が変わったそのときに







　ビーターとの会談からの一ヶ月、マルティナたちには目まぐるしい日々だったのだろうが、宗そう一いち郎ろうたちは穏やかな日々だった。

　協定に基づいて神聖帝国はカッセル公国から撤退、カッセル領は名実ともに独立を取り戻した。マルティナはシュマルカルデン城に戻って復権を宣言、女公としての統治をスタートさせている。

　一方でカッセル領を失った神聖帝国であるが決して再さい征せい服ふくを諦あきらめたわけではない。むしろ『神の教えを忘れた民に罰を下す必要がある』という論調が帝国内では強いそうだが、今すぐ大軍を編成して押し寄よせるわけにもいかないらしかった。

　ひとつは派閥争いである。大派閥のひとつに属していたジギスムントが大失態をやらかしたため、帝国内ではその派閥を潰すべく争いが繰り広げられているのだとか。

　もうひとつは神聖帝国への抵抗勢力が一気に活気づいたことだ。

　カッセルに続けとばかりに各地の占せん領りよう地ちがいっせいに慌ただしくなったらしく、そちらの対処に追われてカッセルに戦力を集中させる余よ裕ゆうがないらしい。逆にカッセルには各地からの使者が相次いでマルティナも難しい対応を迫られている。

　また独立を果たしたからとてカッセル公国に平穏が戻ったわけでもない。

　もともと地産地消の土地柄なので食糧不足はさほど起きなかったが、神聖帝国相手の商売で生活していた人間も多いし、何より教会の排はい斥せきは庶民の生活に大混乱をもたらした。マルティナが色々手を打ってはいるようだが、落ち着いた生活を取り戻すには年単位での時間がかかるだろう。

　そして、魔女と文字について。

　悪魔の知恵の実を領主が公認するという事態に領内は騒然となったが、実際のところ、告知後に何が起きたわけでもなかった。

　魔女と領民が争う事態にはならなかったし、〝本リブロ〟の流通が認められたとはいってもみな人目を忍んでこそこそエロ本を読むので表面上は今まで通りだ。

「……ま、そのくらいがいいんじゃないかね」

　宗一郎は呟く。

　ゆっくりとした変化の中で、いずれ人々が「そういえば昔は文字を読めなかったな」と思い出すくらいがちょうどいい。血を伴う変化は文字を識しる魔女が望むものではない。

「おっちゃん、それで赤色染料カーマインは入荷できそうか？」

　ぼんやりと世界の行く末に思いを馳はせつつ、宗一郎は薬屋の主人に尋ねた。ここはしばらく前にも訪おとずれたシュマルカルデン市の大通りにある店である。

「専売令はマルティナ様が撤回してくださったから、マーサ婆ばあさんのところからいくつか入ってきたよ。帝国から隠かくしといたのが少し残ってたらしい」

　言って主人はことんとテーブルの上に小さな陶製の瓶びんを置く。

　その中には紅あかい粉のようなものが詰まっており、見るなり宗一郎は目を輝かがやかせた。

「おおおお、これがカッセルの赤色染料カーマインか！」

「へえ、綺麗な赤ですねー……」

　隣となりのアイリもまじまじと瓶の中身を見つめる。先日の停戦会議の際にビーターの羽織る枢すう機き卿きようのマントも見たが、なるほど威厳を感じさせる堂々たる赤だと思ったものだ。

「で、おっちゃん、こいつは幾らになる？」

「そうさなあ……」

　そうして店主から告げられた金額に、宗一郎は珍めずらしく愕がく然ぜんと立たち尽つくした。

　そういえばあの村のマーサ婆さんも「赤色染料カーマインで染めたマント一枚で家が建つ」と言っていた。その時点で目玉が飛び出るほど高価なのは推して知るべしだったのだ。

「ぐぬぬぬ……まさか、ここまできて金に負けるとは」

「いえ、わりと想像できたオチな気がしますけど」

　アイリが冷ややかな視線を向けてくるも、ともあれ手持ちの金がないものは仕方がない。一度工こう房ぼうに戻ってバルバノに相談しよう、侏儒ドワーフの金属製品を売ればいくらになるか……そんなことをぶつぶつ考えながら宗一郎が店の外に出ると、

「あら、行き違いにならなくてよかったですわ」

「……女公陛下？」

　扉とびらの目の前には馬車が停とまっており、そこから見覚えのある女性が降りてきた。

　質素な……それでも以前の密談よりは華はなやかな、淡い桃色の服に身を包んだマルティナは、アイリが呆ぼう然ぜんと問うのに優雅に微笑ほほえんだ。

「あんた、店の外で変な……って、ま、マルティナ様!?」

　宗一郎たちの背後では怪け訝げんな顔で出てきた店主が地面にへたり込んでいる。行事などで領主の顔を知ってはいたようだが、まさか貴族様が自分の店にやってくるとは思わなかったのだろう。

　馬車からは続いてナターシャが、併へい走そうしていた騎き馬ばからは護衛騎き士しの鎧よろいに身を固めたイジスや数人の騎士が降りてきたので、広いはずの道路はたちまち彼らと騒然とする住民でごった返し始めた。

「あんた、いったいこんなところに何の用……」

「視察に出ていたのですが、そこでソウイチロウ殿がこちらにいらっしゃるとお伺いしたものですから」

　この一ヶ月、マルティナは政務に追われていたし宗一郎たちも侏儒ドワーフの村の工房に戻っていたので、両者が顔を合わせる機会はそう多くなかった。忙しい彼かの女じよを急かすのも躊躇われたためきちんと話をするのは延び延びになっていたのである。

「ところで、それは赤色染料カーマインですね」

　マルティナはふと店主を振り返って言った。

　どうやら店主は慌てるあまりに小こ瓶びんを持ったまま飛び出だしてきてしまったらしい。呆然と二人のやり取りを見つめていた店主はこくこくと首がもげんばかりに何度も頷く。

「は、はいッ」

「この方の赤色染料カーマインの代金はわたくしが持ちます。ですので、優先的にこのソウイチロウ殿にお譲りしてください」

　その一言に店主や街の人々は目を丸くし、宗一郎はぱっと顔を輝かせた。

「おおおお、お大尽、さすがは女公陛下だな！」

「もとより、そういうお約束でしたもの」

　感激のあまりむせび泣く宗一郎にマルティナが苦く笑しようして答えていた。

「わたくしもようやくお約束を果たせてほっとしております。ソウイチロウ殿、アイリ嬢、お二人にはたいへんな恩を受けましたから」

「法の改正に赤色染料カーマイン、こっちも相応の対価は受け取った。じゅうぶんだ」

　互いに笑って頷き合った後、宗一郎は右手を差し出した。

　彼にとってはごく自然な……日本で身に付けた仕草だったが、マルティナは困こん惑わくしたようだった。後で知ったことだがこの世界で握手とは男性同士の作法であり、貴婦人に対してするものではなかったらしい。

　それでも柔やわらかく手を握にぎり返してくれたのはマルティナの好意だったろう。

「……マルティナ様に頭を下げないどころか、いったいあいつ何者だ？」

「あっちもどこぞの貴族様かあ？　でも、それにしちゃあ……」

　二人のやり取りを街の人々は怪訝な顔で、あるいは唖あ然ぜんとして眺めている。

　と、その中のひとりが不意に何かを思い出した顔をした。

「まさか……城を奪還するときにいたっていう、魔女」

「あー、そのくらいは噂になってるのか」

　どこからともなく聞こえた呟きに宗一郎は肩をすくめた。

　カッセル領の再独立の際に魔女の協力があったことはマルティナは特に公おおやけにしていないが、あのとき城にいた者はみな〝現出アパレシウム〟を目の当たりにしているから、噂になるのもむべなるかなというところではある。

「……宗一郎さん」

　だがアイリは青ざめた顔で宗一郎の服の裾を引っ張ってきた。

　魔女にとって魔女以外の者はことごとく敵である。街中、なおかつ大勢に注目される中で素す性じようが割れるなどとアイリにとっては恐きよう怖ふでしかないだろう。

　しかし。

「大だい丈じよう夫ぶだ」

「ですが……」

「後ろを見てみろって」

　腰こしのポーチから〝聯繋コンキリオ〟の札を取り出そうとしていたアイリだったが、宗一郎に言われておそるおそる後ろを振り返った。

　集まってきた街の住民たちは女公マルティナの前とあって大半は地面に膝をついていたが、その目から好奇心、もとい野や次じ馬うまの色は隠せておらず、目を輝かせて隣の者と目配せしたりざわざわと何事かを言い合っている。

「……え」

　そこに敵意らしきものはなかった。

　むろん人々に戸惑いはあるだろう。千年以上、悪魔の眷けん属ぞくと教えられてきた魔女への恐怖はそう簡単に拭えるものではない。だがそれでも、今のアイリたちにはカッセル領の解放に協力したという実績がある。

　もしくは彼らが〝悪魔の知恵の実〟――文字の本当のところに触れたからか。

「大丈夫だろ。な？」

「え、……ええ」

　アイリはなおも信じられないといった様子だ。

　そんな彼女を見て目を細めてから、マルティナがそっと手を差し出してきた。

「アイリ嬢にもわたくしは心から感謝しているのですよ」

　目の前の貴婦人らしい細い手をアイリはなおも困惑した顔で見つめた。

　彼女の右手には〝改変アルター〟の文字がある。それはマルティナやイジス、ナターシャたちも知っているはずだ。だがアイリとマルティナの手が柔らかく重なるのを見ても、彼らは微笑ましげに笑うだけで何も言わなかった。

「な？」

「は……はい」

　怖おそろしい文字が刻まれた手を取るなどと、この世界であれば考えられないことだろう。

　だが、それも少し前までのことだ。

「世界は変わった、か」

　宗一郎は呟つぶやく。ここは聖都にはほど遠い辺境の街で、はにかんだように笑う少女アイリの笑顔はともすれば見落としてしまいそうに小さなものだが――この世界にとっては重要な一歩だと信じたい。

　マルティナと顔を見合わせた後、宗一郎はふたたび口を開いた。

「ところで女公陛下、あんたにひとつ頼たのみたいことがあるんだが」

「何なりと。他ならぬソウイチロウ殿の仰ることですから」

　そのやり取りにアイリは「はて、まだ何かあったっけ」とばかりに首を傾げている。

「こいつを……アイリを領内に置いてやってくれないか」

「え……ええええええええ!?」

　思わず大声を出したのはアイリのほうだった。

「聞いてないですよ!?　何ですか藪から棒に！」
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「だって、そりゃ言ってねえし」

「説！　明！　してください！　なに人の行き先勝手に決めてるんですか!?」

「お、……おう」

　マルティナや街の人々が周囲にいるというのも忘れて、悲鳴のようにアイリは叫んだ。その勢いに思わずのけぞりながらも宗一郎は必死で説明を続ける。

「このカッセルは名実ともに〝悪魔の都〟、もう君が住んでも問題ない場所だ。……山の工房も悪いところじゃないが、素性を隠さないで大勢と一緒に暮らせるなら、そのほうが君にとっては良いいことだと思う」

　世界を変えてと願ったアイリに、――彼女が安心して暮らせる場所を。

　今のカッセル領ならばきっとその条件を満たすだろう。宗一郎が賭けに勝った今、アイリには配当を受け取る権利があるはずだった。

「だって宗一郎さんの印刷はどうするんですか！　肌はだ色いろの特色印刷やるんですよね、やっと赤色染料カーマインも手に入ったのに！」

「そりゃ、それは続けるさ。〝聯繋コンキリオ〟があればいつでも君の原げん稿こうを届けてもらうことはできるし……って俺印刷屋であって別に編集者じゃないけどさ」

「わたしは――」

　そして、アイリの言葉に宗一郎は珍しく愕然とした。
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「世界を変えて、とわたしはあのとき言いましたけど」

　アイリは言って、晴れ晴れとした顔で青空を見つめた。

　二人の後ろにはシュマルカルデンの城じよう壁へき、その向こうには公城の塔とうの屋根が見える。

　宗一郎たちはマルティナに暇いとまを告げて出てきたのだった。もっとも〝聯繋コンキリオ〟の目印マーカーは残してあるのでいつでも訪れることはできるし、ひとまずはと言ったところだが。

「でも、今なら思います。――あのとき、あなたが任せろって言ってくれたあの瞬しゆん間かんに、わたしの世界はきっと変わっていたんです。わたしの願いはもう二年も前に叶かなっていたんだなって」

　アイリはじっと隣の宗一郎を見上げてくる。

　見慣れたはずのその笑顔をやけに眩まぶしく感じて、宗一郎は一いつ瞬しゆん、息苦しくなった。

　その動どう悸きをごまかすかのように宗一郎はがくりと肩を落とし、

「……俺はあのために博打ばくち打って頑張ったんだがなあ……」

「何事も、目的通りの結果を得られるとは限りませんよ」

　アイリが妙みように悟った風で言うのに宗一郎はため息をついたのだった。

　マルティナに「アイリを置いてくれ」と頼み込んだものの、アイリ自身は「嫌です」とあっさりそれを拒絶してしまった。宗一郎は唖然とし、マルティナは苦笑するばかりで、挨あい拶さつはぐだぐだなままに終わったのだったが。

「ですから、これからは宗一郎さんの野望のお手伝いをしますよ」

「……野望？」

　宗一郎は目を瞬またたかせる。

「あの枢機卿に言ってたじゃないですか。世界を変えるまでは死なないって」

「……ああ」

　あのときアイリと約束したことは多かった。世界を変えること。この世界に本と文字を取り戻もどすこと、印刷の力を見せつけること、――アイリの本を大陸一のベストセラーにすること。

「そうだな、まだまだ変え足らねえわな」

「はい」

　宗一郎の袖そでを掴つかんでアイリは満足げに笑ったのだった。

「君は、これからやりたいことはないのか？」

　尋たずねるとアイリはしばらく考え込んでから、やがてぽつりと呟くように言った。

「他の……他の血族の人に会ってみたいです。一族でいる間はほとんど会う機会がなかったんですけど、もしかしたらわたしたちみたいな目に遭ってて、でも、今なら『カッセルに行け』って伝えることができますから」

　その言葉を宗一郎は少なからず瞠どう目もくして聞いた。

　アイリは「自分の願いは二年前に叶った」と言った。だがあのとき世界を呪うばかりだった彼女が仲間を助けたいと願えるようになったなら、この二年も決して無む駄だではなかったのだと思う。

「じゃ、バルバノのオッサンのところに戻るか。まだ実験したいことが山ほどあるし」

「はい。わたしも頑張って新作書きますから！　今度もまた男どもが目を血走らせて求めるようなやつを！」

「お、……おう、そりゃ楽しみだ」

　二年の間に微妙にアイリの口が悪くなった気もしたが、気のせいだろう。たぶん。

「じゃ、行くか」

　互たがいに顔を見合わせて笑い、アイリが札を取り出して刻界文字アーギオ・グリフを読み上げる。

　彼かれらを彩るように紅い文字が周囲を躍り、やがて二人は時空を飛び越えた。
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　担当のＳさま、辛抱強くこの企画に助言をいただき、なによりこのマニアックな話を好き放題に書かせていただいて本当にありがとうございました。ついで〆切オーバーして申し訳ありませんでした。一章冒頭で宗一郎が「印刷屋のトラブル」を列挙するくだり、書いていてたいへん心が痛かったです……。（汗）

　イラストの植田さま、透明感のある素敵なイラストをありがとうございました。アイリがほんとうに表情豊かで可愛くて、モニタの前で変な顔をしております。作者的には拗ねるアイリたんの顔がイチオシです。（笑）

　資料をお貸しいただき、考証にご協力いただいた中部大学の柊准教授、いつも原稿に鋭いツッコミをくれる友人、書店の皆様、そして印刷、製本に関わってくださる皆様、本当にありがごうございました。

　そしてこの本を手に取ってくださったあなたに、心からの感謝を！




二〇一七年三月　藤春都　拝　　　
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